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001　始まり











「今日も凛とした空気が漂う我が世界。そよ風が頬をくすぐるその優しさが気持ちのよい我が世界」

　楽し気な音楽を聞きながら舞姫の舞を見、私は気持ちよく酒を口に運びます。

　この高たか天まが原はらは戦いもなく平和である。我が弟にして荒ぶる神である須す佐さ之の男おの命みことを追放してより幾年。後悔することもありましたが、それがこの平穏に繋がっているのです。




　酒が入った盃を持ち上げた時です、異変を感じた私の手はぴたりと止まりました。

　私の気持ちを表すかのように、手に持っていた盃に注がれた酒がグルグルと渦を巻き、その中心に小さな泡がいくつも浮いてきたかと思うと、沸き立った酒はそのまま宙に浮きシュッと小さな音を立てて消えてしまいました。

　まただ、またこの世界を脅かす行為が行われたのです。

　なぜいつも私が管轄する日本から人々を攫うように召喚するのでしょうか。私への嫌がらせでしょうか？

「大おお日ひる女めの尊みこと様……」

「ええ、分かっております。皆の者に時空壁の修復を命じなさい。このままではこの世界が崩壊してしまいます」




　異世界からこの世界の人間を召喚することは時々あります。

　日本では古来から神隠しと言われる現象で、一人や二人を数年に一度召喚するだけでした。

　それが最近では一度に百人規模の召喚が行われてしまい、その膨大なエネルギーが時空を隔てる壁を破壊して大きな穴を開けるものですから、この世界が崩壊寸前にまで追い込まれてしまうのです。

　異世界の神は他人事だと思っているようですが、この世界が崩壊すれば少なからず自分たちの世界にも影響があるのに、なんの対策もしません。

「あの世界の神は腐っています！　外道です！　はぁはぁ。いけない、少しヒートアップしてしまったようです。落ち着きましょう」




　こんなことが何度も起きてはこちらの身が持ちません。

　あちらの神々が対策しないのであれば、私が手を打つことにしましょう。

　今回召喚されるのは、一〇八人ですか。なんで仏教の煩悩の数なんでしょうか？　まぁ神道の八百万じゃないだけ助かりますが。

　もっとも、八百万の人間を召喚なんてしたら、あちらの世界の魔素の消費が膨大となって、あちらの世界の維持ができないでしょうが。




　今回攫われた人々に干渉できればいいのですが、召喚時には強力なエネルギーが人々を包み、私の力を弾いてしまうことが多いのです。何もできずに見送るしかなく、いつも歯がゆい思いをさせられるのです。

　あら……あの子だけ召喚の影響が薄いようです。これはチャンスなのではないでしょうか。

　私は瞬きするよりも短い時間でその人物の人となりを見ました。

　幼い時に両親と死に別れ、引き取ってくださった養い親も交通事故で亡くしていますね。しかもその時に可愛がっていた義理の妹も一緒に亡くしているのですか。

　なかなか不幸な人生を送っているようですが、本人はあっけらかんとしていますね。

　いいでしょう！　私は貴方に力を与えましょう！




　趣味は料理ですか。では、貴方には料理に関する力を与えましょう。あとは幸運を最大限に引き上げておきましょう。

　これで貴方が死にそうになっても、幸運がきっと貴方を護ってくれるはずです！

　最後に私の加護を与えようと思いましたが、今の彼の体と精神では私の加護に耐えられそうにありませんね。

　でしたら、私の加護は彼が然るべき力を得てから、解放されるようにしておきましょう。

　封印されていても私の加護があることで、彼の力は飛躍的に上がるはずです。




　これでよいでしょう。さぁ、異世界であの腐った神々に神罰を与えてやってください！

　私は貴方のためにできる限りの協力を惜しみませんから、この世界を犠牲にする召喚を何度もしたことを、あの腐った神々に後悔させてやるのです！




「大日女尊様、時空壁の修復が終わりました」

「ご苦労様でした。そうだわ、大国主おおなむちへ使者を出しなさい。二度とあのような暴挙を許さないためにも、共同で対策をしなければなりません」

「分かりました！」

　この高天原に平穏をもたらすために、あの腐れ神々には退場願わねばなりません。




「うふふふ、見ていなさい。私たちをコケにしてくださったケジメはしっかりとつけてもらいますからね」

　あらやだ、私ったらこんなに黒い神気を出してしまいましたわ。このままでは日本が太陽の出ない暗黒の地になってしまいます。

　気を静めて、いつものように天地を照らす太陽のようにならないと。おほほほ。
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　何から話していこうか。そうだな、エイバス伯爵家の騒動の顛末から順に話そうか。




　エイバス伯爵家を乗っ取ろうとしたフーゼル伯爵は、ドックムを操りエイバス伯爵の嫡男であるドルチェを暗殺し、その罪をカナンに擦りつけた。

　エイバス伯爵は俺に真相解明を依頼してきたので、俺は眷属のベーゼに調査を命じた。そして、フーゼル伯爵が後ろで糸を引いていたと分かったのだ。

　エイバス伯爵の前で真相を明らかにしたことで、ドックムは捕縛され、芋づる式にドルチェ暗殺に関わった者たちを一網打尽にした。

　ただし、フーゼル伯爵だけは簡単にはいかず、エイバス伯爵は王家にフーゼル伯爵の悪事を告発するらしい。




　ドックムの他に忠臣であるロッテンの妻が捕縛された。ロッテンの妻はフーゼル伯爵の姪にあたり、ドルチェ亡き後はロッテンとの間の子にエイバス家を継がせようと画策していた。

　ロッテンはエイバス家の分家なので、ドルチェがいなければ子供が養子に入ってエイバス家を継ぐ可能性が高かったわけだ。




　俺がボルフ大森林から抜け出して、アルグリアへ向かっていた途中でアリーが乗った馬車を助けたが、あれもフーゼル伯爵の企んだことで、アリーと仲のよい貴族令嬢の手紙を偽装してアルグリアから呼び出して、盗賊の仕業に見せかけて殺そうとしたのだ。

　ドルチェがいなくなって一番邪魔なのがアリーだったわけだな。

　俺がたまたま通りがかったことで俺とアリー、そしてエイバス家の運命の糸が絡みあい、フーゼル伯爵の野望を打ち砕くことになった。




　俺の奴隷となっていたカナンは犯罪奴隷から解放された。

「カナン、よかったな。犯罪奴隷から解放されたんだぞ」

　カナンには毎日ボルフ大森林で戦闘訓練をさせていたので、今ではレベルが百七十に到達している。何より魔法を詠唱しなくても発動できるようになったのがいい。

　さらにメッチャすごそうな【獄炎魔法】なんていう魔法も覚えてしまった。この【獄炎魔法】の威力は【火魔法】なんて目じゃないほど強力で、たった一発の魔法でボルフ大森林に直径三キロメートルほどのクレーターを作ったほどだ。




「………」

「どうした？」

　椅子に座り紅茶を飲みながらカナンに話しかけているが、カナンの反応が薄い。

　伯爵家のお茶は本当に美味しいな。ここを発つ時は茶葉をもらっていこう。

「お願いがあります」

「なんだ？　言ってみろ」

　真剣な眼差しで俺を見つめるカナンになぜか気おくれしそうになる。美人のそういう表情は苦手だ。

「もう一度私をご主人様の奴隷にして下さい！」

「はぁ？」

　何を言うのかと思ったら、もう一度奴隷にしてくれときたもんだ。せっかく奴隷から解放されたのにこの娘は何を言っているのだか。




「奴隷プレイ？」

「違います！　いえ、違いませんがプレイじゃありません！」

　そうだと言われてもつき合う気はないけどね。

「今の……私にはご主人様の姿が見えないのです！」

「え？」

「奴隷だった時は見えていたのです。でも今は……」

「見えないのか？」

「影のようにぼやけるのです……」

　俺ってそんなに影が薄いのか……？




（プハハハ！　そうきたか、ツクルもたいがいだからな！）

（何笑っているんだよ！　笑いごとじゃないぞ！　……なぁ、黒霧よ、俺ってそんなに存在感が薄いか？）

　スキルに【気配遮断】はあるが、このスキルはアクティブスキルなので発動しなければ効果は現れない。隠者のコートも羽織っていないしなんでだ？

「熊のコートを着ておられるともう少しは見えるのですが……それがないと……」

（存在感が薄いからカナンにはツクルが見えないのだろう。よかったではないか、不意打ちし放題だぞ）

（うるさいよ！　不意打ちなんていらんから、存在感をくれ！）

　……あっ！……あいつだ……『変出者』、称号のこいつだ……服を着ると路傍の石……フッザケルナッ！

「それには色々と訳があるんだ。だから奴隷にならなくても問題ない」

「いいえ、奴隷の時はご主人様との繋がりを感じることができましたし、何よりお姿も見えていました！　奴隷じゃなくなって私はとても不安なのです！」




　結局、俺はカナンに押し切られる形で、カナンを再び奴隷にすることを了承してしまった。

　解放してすぐに奴隷に戻すってどんなプレイだよ！　でもカナンの目が怖かったんだ。あんな目で詰め寄られたらウンと言うしかなかったんだ。




　サイドルの店に行って奴隷契約を再びする予定だが、その前に俺の存在感を増すアイテムを創ろうと思う。

　用意するのは成金御用達の金ゴールドだ。ボルフ大森林の中を流れていたエルリン川には砂金があった。その砂金を見つけたのは偶然だけど、見つけた以上は採取しなければ砂金様に失礼だ。

　その砂金を机の上にパラパラと出し【等価交換】で存在感満点のリングを創ろうと思う。




　存在のゴールドリング　：　この純金製リングを身に着けたら目立って目立って仕方がない。だから盗難には気を付けてね♡




　よし！　これで俺も目立つだろう！

「どうだ？」

　リングを指に嵌めてカナンに俺の存在感をアピールする。

「あ、見えました！　すごいです！」

　見えたから奴隷にならなくてもいいよな？　と聞いたが、繋がりを感じません！　と返されてしまった。繋がりってなんだよ？




　館内で会ったエイバス伯爵、アリー、ゴリアテに俺の存在感について聞いてみたら、皆視線を外して見えていたよって言うんだ……その後に一様に「今はしっかりと見えているから！」とフォローしてくる。

　目から汗が出そうな俺はカナンを連れてサイドルの店に向かった。

　サイドルの店に着いてからサイドルにも聞いてみたが、こいつも視線を外しやがった！




「本当にいいのだね？」

「はい、お願いします！」

　おにぎりの納品後、カナンが俺の奴隷になりたいと言うと、サイドルは目を丸くし何度も考えなおすようにカナンを説得した。

　俺も一緒に説得したが、カナンの意志は固く、奴隷として俺に仕えることを熱望し続けたのだ。




　ため息混じりにサイドルは諦め、カナンを俺の奴隷にする契約を行った。

「これでカナンはスメラギ様の一般奴隷となりました。どうかカナンをよろしくお願いいたします」

　深々と俺に頭を下げるサイドル。苦労しているね。




　館へ帰るとエイバス伯爵に呼び出された。

「うむ、やはりよく見えるな」

　こいつ、今まで見えていなかったのを、見えていたふりをしていやがったな！　もろバレだぞ！

　後ろに立っているゴリアテと魔法士っぽい男がウンウンと頷くのが納得いかねぇ～。




「……話ってなんだ？」

　口調がぶっきらぼうになってしまう。おい、黒霧まで笑うなよ！

「そうだな、スメラギ殿に三つ頼みがあるのだ」

「頼み？」

　一つ目はフーゼル伯爵のことだった。

　戦の準備を指示したもののドルチェがどうしても戦はダメだと言って、エイバス伯爵も根負けしたらしい。

　だからフーゼル伯爵の罪を問うために、国王の裁可を仰ぐことにするそうだ。

　フーゼル伯爵がドックムに宛てた書状や姪に宛てた書状でも証拠は問題ないが、より確実にフーゼル伯爵を潰すためにも他の不正の証拠がほしいというのだ。




　国王も下手な判断をして国内で有力貴族同士が争うのは避けようとするから、フーゼル伯爵が言い逃れできない証拠をしっかりと揃えたいらしい。

「あやつは色々と黒い噂が尽きない奴で、探せば必ず不正の証拠が見つかると思うのだ！」

「それを俺に集めてこいと？」

「頼めないだろうか？」

　民のために戦争を回避するというドルチェの考えは立派だし、戦争をしない代わりに政治的に追い込みフーゼル伯爵を潰そうとする考えも分かる。

　だからといって俺がそれを手伝う義務も借りもない。




「いや、すまなかった。この件は忘れてくれ。貴殿でも無理なことはあるからな」

　カッチーン。こんにゃろ、やる前から無理と決めつけやがって！

「いいだろう、その依頼を受けてやろう！」

「だが、難しい依頼だぞ？」

　俺が伯爵の口車に乗せられたのは分かっている。その上であえて乗ってやっているのだ。

「構わん、報酬の話をしろ」

「そうか、ありがたい！　報酬は二千万、いや、三千万ゴールドでどうだろうか？」




　アリーを助けた時やドルチェ殺害の真相を突き止めた時よりも高額な報酬だ。

　もしフーゼル伯爵と戦争になれば、もっと費用がかかるだろうし人も死ぬことになるからかな？

「……いいだろう」

「よし、頼んだぞ！」

　エイバス伯爵と俺の間で報酬までしっかり決まったので、俺は【素材保管庫】の中にしまってあったある物を取り出してテーブルの上に置く。




「……これは？」

「証拠だ」

「は？」

「フーゼル伯爵が行っている密貿易、不法奴隷売買、麻薬の製造と密売の証拠だ」

「……」




　ドルチェ殺害の証拠となる書状を持ち帰ったベーゼに、その書状が本物かどうかたしかめるためにフーゼル伯爵の書状や書類を集めさせて、署名や紋章の比較をしたことがある。

　その時にこの書類が手に入ったわけだ。ベーゼ、マジ優秀だよ！




「一つ目の依頼はこれで完了だな？」

「……あ、うむ、そうだな……しかし……」

　自分の世界に入りなにやらブツブツ言っているエイバス伯爵が復活するまでにしばらくかかった。

　まさかその場で証拠が手に入ると思っていなかったようで、伯爵が報酬の三千万ゴールドを用意するのに少しだけ時間がかかったけど、しっかりと報酬はもらった。




　二つ目の頼みは今回のドルチェ殺害に関することだ。

　騎士や魔法士の多くがドックムに加担していたことで処分した人数が多く、エイバス伯爵は軍部の立て直しを迫られている。

　新人の補充もするが、それ以上に軍の質を向上させたいと言う。

　そこで俺に兵士を鍛える教官になってほしいわけだ。




「無茶を言うな、俺は軍事に関わったことはないぞ」

「そうかもしれぬが、カナンを見れば一目瞭然だ」

　俺とカナンは顔を見合わせた。二人とも頭の上に「？？？」とついていただろう。

「ロッテンを助けたのは伝説の【光魔法】であろう？　元家臣だったのだ、カナンが【光魔法】を使えなかったことは分かっている」

「「……」」




　そう言えばカナンが【光魔法】を覚えたのはレベル百十を超えたころだったか？

　一般的には到達できないレベルだから【光魔法】は伝説になっているのだろうか？

「過去の勇者や大賢者が【光魔法】を使っていたと聞く。今のカナンはそういった偉人たちと肩を並べているのだ。しかも、ただの【回復魔法】では決して助からないだろう傷を瞬時に完治させたのだ。私でなくても気づくだろう」

「「……」」




　さすがと言うべきか、伊達に伯爵なんぞやっていないようだ。

「報酬はしっかりと出す！　頼む！」

　貴族なのにテーブルに手をつき、頭を下げるエイバス伯爵を見ると、断れないな。

「条件がある」

「聞こう！」

「十人だ。大勢の面倒は見れない。だから俺が選んだ十人だけを鍛えてやる。あとはその十人に軍を鍛えさせろ」

「分かった。ただ、こちらである程度の人選をするから、その中から選んでほしい。下手な者が力を得ると碌なことにはならぬからな」

　なるほど、忠誠度の高い家臣から選べということか。

「いいだろう。ただし死んでも責任は持たんぞ」

「……死ぬほどのものなのか？」

　エイバス伯爵は俺を見てからカナンを見ると、カナンはコクリと小さく頷いた。




　おかしいな、カナンにそれほど大変な訓練を強要したことはないぞ？　と俺は過去の記憶を消す。

「ご主人様には常識でも他の人には非常識なのです」

　とカナンがポツリと呟く。

　納得がいかない……こともないが、不満だ！




「それで三つ目はなんだ？」

「うむ、連れてまいれ」

　誰かを連れてくるのか？　その誰かに関することか？




　扉が開き入ってきたのは執事だった。

　この屋敷に逗留していることから色々と世話になっているので、その顔は見慣れたものだ。だが、その後ろにいるのは……。

　なんで彼女がここにいるんだ？

「この者のことは紹介しなくても分かるだろうが、一応紹介しておく。スメラギ殿を毒殺しようとしたハンナだ。今は犯罪奴隷になっている」

「ああ、顔は覚えている……」

　だからなんだよ？　なんでハンナを俺に紹介するんだ？




「このハンナをスメラギ殿に預けたい」

「はぁ？」

　真面目な顔をして何をふざけたことを言っているんだ？　俺に喧嘩を売っているのかな？

　一度殴ってやろうか。大騒ぎになるな、今はまだ止めておこう。

　それはそうと俺を殺そうとしていたメイドを、なんで俺が預からなければいけないのか？

「色々言いたいことがあるが、理由を話せ。場合によっては伯爵と俺の良好な関係はここまでになるぞ」

　すごんで見せたらエイバス伯爵の額に汗が滲んだ。殺気は出していないので伯爵の方で色々と考えた結果の冷や汗だろう。




「彼女は可哀そうな娘なのだ。本来であれば彼女も被害者の一人と言っても過言ではない。しかしスメラギ殿に毒を盛ったのも事実。だから犯罪奴隷にしたが、その背景を考え被害者であるスメラギ殿に彼女の身を預け、罪滅ぼしの機会を与えてやりたいのだ」

　この説明に嘘はないと思う。そしてその内容についても理解できる。

　まぁ、打算がないとは言わないが。




　罪滅ぼし……か。確かに妹を人質にされ、無理強いされたのだから可哀そうだともいえる。だが、それで毒を盛られた俺はどうなる？

　毒が効かなかったからいいものの、毒が効いていたら今頃俺は死んでいたかもしれないんだぞ。

「どうだろう、スメラギ殿にも含むところはあろうが、あの者に罪滅ぼしの機会を与えてやってはくれぬか？」

「……」

　まったく、人がいいというか、なんというか。甘ちゃん伯爵め。




　俺は部屋の隅で小さくなり俯いているハンナを見た。

　イヌミミ……いや、オオカミミミか。今はそんなことはどうでもいい。

　こんな雰囲気を作られたらなんだか俺が悪者のようだ。

「はぁ、いいだろう。その茶番に付き合ってやろう」

「そうか！　すまない！」




　ため息まじりに再びハンナを見て視線を伯爵に戻す。

「俺は厳しいぞ」

「それはハンナも覚悟していることだ」

　エイバス伯爵が答えるか。まぁ、この場で奴隷のハンナに発言権はない。

「俺が罪滅ぼしが終わったと判断したら奴隷から解放してもいいんだな？」

「む、それは……」

「そのくらいの便宜を図ってくれてもいいと思うが？」

「む～。分かった。好きにしてくれて構わない」

　犯罪奴隷は簡単に解放できないらしい。だが、俺の気がすみ、ハンナも納得できた時、奴隷から解放してやろう。

　その位の自由が俺にあってもいいはずだ。




「約束だ。口約束だからと反故にするなよ」

「スメラギ殿との約束を反故にするような恐ろしいことはしないさ」

　二人で笑いあって握手をした。ちょっときつめに握ってやったからエイバス伯爵は涙目になっていた。




　ちなみに犯罪奴隷のハンナの売値は五万ゴールドだった。

　かなり安いが、毒を使っての暗殺未遂ではなかなか買い手がつかないらしい。俺なんか一万ゴールドでも落札されなかったから親近感がわくぜ！





▼▼▼






「俺のために働くのは問題ないな？」

　俺が使っている部屋に戻ると、すぐにハンナに聞いた。今さらだけど、これを聞いておかなければ話にならない。

「はい、この命の限り！」

　ハンナは俺の前で跪いて忠誠を誓った。

　ハンナとしても俺を毒殺したかったからそうしたわけじゃなく、妹を人質にとられてやむなくやったことだ。

　だからと言って簡単に信用はしないが、引き受けた以上は俺にも主人としての責任があるからな。




「よし、今からお前の妹を助けに行くぞ！」

「え？」

「さすがはご主人様です！　なんという慈悲の心！　神のようです！」

　ハンナは驚き、カナンは俺を慈悲深いという。だがな、俺は慈悲深くもなければ神でもない。

　ただ単にハンナの弱みを、フーゼルというクソ野郎が握っているのが気に入らないだけだ。俺の奴隷の弱みを誰かが握っているなんて許せん！

　それにハンナが俺に毒を盛ることになったのはフーゼルのせいだ。エイバス伯爵が王家に働きかけるのはエイバス伯爵の自由だが、俺がやり返すのも俺の自由だ。ケジメはしっかりとつける。




　そんなわけでフーゼルが治めるサーダイスの町にやってきた。二人を抱えて走ったよ！

　時速三百キロメートルは出ていたと思う。おかげで馬車だと二日かかる道のりを一時間もかからずに走り抜けたぞ！




　フーゼル邸は豪華だった。

　エイバス伯爵の屋敷は格式がある豪華さだったが、フーゼルの屋敷は趣味の悪い成金臭がプンプンする豪華さだ。

「趣味わり～な～」

「本当です。なんですかこのキンキラは!?」

　カナンもこの悪趣味さがわかるのか、俺の感性が普通だということだな。

「当主のフーゼルはもっと趣味の悪い服や装飾品を身に着けています……」

　屋敷ですらこうなのだから、身につけている物も趣味の悪いキンキラなのは、想像に難くない。




　悪趣味な屋敷に正々堂々と乗り込んでもよかったけど、それでは面白くないから忍び込んでみた。

　俺とハンナは自前で気配を消せるが、カナンは自前では気配を消せないので隠者のコートを使わせる。

　隠者のコートの効果によって俺以外の奴はカナンを認識できないだろう。

「え？　カナンさんが……」

　ハンナが驚くが、これもカナンよりレベルが低いためだ。久々に登場した隠者のコートには、使用者よりレベルが低い者には認識できなくなる効果がある。

「あれはアイテムで気配を消しているんだ」

「ご主人様は素晴らしいアイテムをお持ちなのですね！」

「誰にも言うなよ」

「はい！」




　ベーゼの誘導で屋敷の地下に向かう。地下に地下牢があるのだ。

「こちらがハンナ殿の妹君の牢です」

　ベーゼに案内された牢の中には薄汚れた少女が横たわっていた。

「サーニャ！」

「今は寝ているようだ。騒がれないように寝かせたまま運び出すぞ」

「それでは私がサーニャを」

「ハンナより俺の方が力がある。俺に任せろ」

「し、しかし……」

　鉄格子を『腕力』だけで曲げて俺が入れるだけの隙間をつくり、檻の中に入った。




　うつ伏せで寝ているサーニャがもし起きて騒いだりしたら面倒だから、【闇魔法】でスリープをかけた。圧倒的にレベルが違うのでレジストはない。

「ご主人様、サーニャに【クリーン】をかけます。少しお待ち下さい！」

　あ～、ここ牢屋だし、トイレも風呂もないし、女の子だしな……そうだよな～。

　カナンが気を利かせて【クリーン】をかけ、さらに回復までしてくれた。

　カナンの魔法で回復したサーニャを抱き上げた時、サーニャの顔が俺の目に飛び込んできた。

「っ!?」

　俺はサーニャの体を抱えたまま固まってしまった。なぜここに……。

　抱きかかえた少女は俺にとって忘れることができない、懐かしい顔だったのだ。

「歩あゆむ……」

　心の底から溢れ出すように声が出た。

　少女の顔は俺のたった一人の妹である歩のそれなのだ。ハンナと同じ狼のケモミミが生えていたりするが、その顔は歩で間違いない。

　心臓が早鐘のように鼓動する。口から心臓が飛び出しそうだ。




「ご主人様？」

「どうかされたのですか？」

　カナンとハンナが何かあったのかと心配そうに声をかけてくる。

「……いや、なんでもない」

　歩は交通事故で死んでしまったのだから、こんなところにいるわけがないのだ。
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　だが、あっちの世界で死んだことで、こっちの世界に転生したとも考えられる。まさかな……。

　俺は確かめてみたい、再び歩と話がしたい、という気持ちを抑えつけてなんとか動き出した。




「……なんて軽いんだ」

　サーニャは十五歳だと聞いていたが、とても十五歳の重さではない。まるで幼子を抱きかかえているように軽い。

　あまり食事を与えられなかったのだろう、可哀そうに。

　俺はとても軽い歩の、いや、サーニャの顔を見つめていた。

　ん、カナンとハンナの視線が……き、気のせいだよな？




　ふーっと息を吐き、気持ちを落ち着かせる。

「ベーゼ、この屋敷に溜め込まれていた金銀財宝、武具、食糧など金目の物ならなんでもかんでも回収しておけ」

　歩を、ハンナの妹を人質に俺を毒殺しようとしたのだから勝手に賠償金をもらっておこう。

「そうだ、フーゼルの屋敷は王都にもあると言っていたな、その屋敷にある物も回収しておけ。フーゼルの財産は全てだ！」

「畏まりました」

　消えていくベーゼを見送って、俺たちも屋敷から撤収した。




　フーゼルのお膝元であるサーダイスにいると、フーゼルの手の者がウザそうだから近くのポートという港町へ向かった。

　さすがに三人を抱えられないので、ハンナとカナンには自力で走ってもらった。




「はぁ、はぁ、はぁ……み、みず……」

「……」

　息も絶え絶えのカナンと平然としているハンナ。おかしい、カナンの方が圧倒的にレベルが高いはずなんだが？

　こういうのはレベルでは測れないものなのだろうか？




「ほれ、水だ」

　俺はカナンの希望通りに【湧き水】で水を出しカナンの口に直接流し込んでやった。

「ごく、ごく。ごぶっ、げぼっ、うっぷ、じ、じぬーーー！」

　せっかく飲ませてやったのに思いっきりこぼしたりして贅沢なやつだ。





▼▼▼






「ふざけているのか!?」

「も、申し訳ありません！」

　屋敷内のありとあらゆる金銀財宝、備蓄していた小麦などの穀物類、屋敷に収められていた金目の物が全て消失していることに気がついた家臣がフーゼル伯爵に報告すると、フーゼル伯爵は激怒した。

　これまで不正に手を染め蓄財してきたものが全て消失しているなど考えられないのである。

　なんのために危ないことに手を染めてまで蓄財をしたのか、家臣は分かっていないと思ってさえいる。




　機密書類を紛失して以来、屋敷内の警備を見直し高価なマジックアイテムまで導入していたというのにこの有様だ。

　サーニャという狼獣人の娘も地下牢を破壊して脱獄していることから、その姉のハンナが関与していると思われるが、ハンナは犯罪奴隷として売られ行方が分かっていない。

　厳重な警備をして、マジックアイテムで補完もしているのに、どうして逃げられたのだろうか。さっぱり分からない。




「陛下からの呼び出しがあったのだ、色々と根回しがいるのだぞ！　それを金がまったくない？　しかも宝物庫だけではなく食糧庫も空？　お前たちは何をしていたのだ!?」

　怒髪天を衝くとはこのことだろう。それほどの形相でフーゼルは怒っていた。

　貴族たちの弱みを書き記した極秘書類がなくなり、金で縛りつけていた借用書もない。

　このことが明るみに出れば誰も自分を擁護しないどころか、自分を糾弾する側にまわるのは火を見るよりも明らかだ。

　頭痛がするのをこめかみに手をやり揉み解す。




　ここでフーゼルがとった策は税を増額することだった。

　入町税は五倍、商人たちが持ち込む商品にも今までの三倍もの関税をかけ、さらに農民には今まで七割もの税をかけていたにも関わらず、二割の追加徴収をする有様であった。




　そんなことをすれば町の物価は一気に上がり、旅人や商人は町を避けるようになる。

　農民に至ってはもともと高い税を徴収されていたのに、さらに税を取られては食べる物もなくなり生きていけない。

　住んでいた土地を捨てて逃げ出す者があとを絶たない。

　逃げ出そうとする町民や農民を取り締まる兵も一緒に逃げ出す有様では、治安も加速度的に悪化するのであった。





▼▼▼






　玄米を精米し白米にして、その白米を大量の水で炊く。

　白米と水の割合は一対二十で水分がかなり多目なので薄粥となる。

　サーニャはあまり食事を与えられず投獄されていたので、消化不良を起こさないようにこのくらいの方がいいだろう。




「ご主人様、ありがとうございます」

　ハンナが恭しく礼をいう。

「礼はいいからこれを食わせてやれ。俺の故郷の料理で消化のよい食べ物だ。今のサーニャにはいいだろう」

「あ、ありがとうございます」

　サーニャも俺に礼を言ってくる。見れば見るほど歩に似ている。

　俺にとって会いたくてしかたがなかった家族の歩。今、俺の目の前にはその歩と同じ顔をしたサーニャがいる。

　これは天啓なんだろうか？　俺にサーニャを護れという神から与えられた使命なのか？




「なぁ、サーニャは日本という国を知っているか？」

　ふーふー、とお粥を冷ましていたサーニャに聞いてみた。

「ニホン……聞いたことがないです。申しわけありません」

　やっぱり他人の空似というやつなのかな。

「いや、いい。謝るようなことではない。話しかけてすまなかった。お粥が冷めない内に食ってくれ」

　他人の空似かもしれないが、歩と同じ顔をしたサーニャを放ってはおけない。




　サーニャは五年ほど前からフーゼルに囚われていたそうだ。

　五年もあの暗くジメジメした牢屋に閉じ込められていたのだからサーニャの筋肉はかなり衰えていると思ったら、そうでもなかった。

　獣人族、特に狼系の獣人は飢餓に強く、少しの食事と水があればかなり生きることができるらしい。

　さらにサーニャは牢屋に閉じ込められて暇だったことから筋トレをしていたそうだ。だからそれほど悲観するような状態ではなかった。

「外の世界のことを知らないだけで体力も精神も問題ないのかよ……」

　狼獣人、タフだわ～、パネェ～。

　そういえば、歩もポジティブな性格だったなと、どうしても歩と重ねて見てしまう。





▼▼▼






　伯爵からの依頼を受けている俺はカナンを連れて訓練場に足を運んだ。

　ハンナと妹のサーニャはサイドル傘下の宿屋にいる。長く引き離されていた姉妹なので、姉妹の時間を埋めるのに俺とカナンは邪魔だろう。

　俺も歩に会いたいな……。




「ご主人様、悲しい顔をしています……」

　む、どうやらカナンに不安を与えてしまったようだ。

「大丈夫だ、ありがとうな」

　頭を撫でてやると、カナンは目を細める。

　カナンだって両親と死別して辛い思いをしているのだから、俺がしっかりとしないとな。




　直径百五十メートルほどの円形の訓練場では多くの騎士が訓練をしていた。

　表面的には活気のある訓練場をぐるりと見渡すと、ゴリアテが部下三人を相手に実戦訓練をしていた。しばらくゴリアテの訓練を眺めることにした。




　ゴリアテの得物は巨大な剣だ。

　屋敷内では普通の剣を帯剣しているが、この大剣がコイツ本来の武器なのだろう。

　剣身の長さが百五十センチメートル、最大幅が四十センチメートル、厚み五センチメートルほどの両刃の大剣。

　ゴリアテ自身も二メートルほどの身長にゴリラの獣人だけあって、大剣を片手でも扱える馬鹿力だ。筋肉隆々のゴリラそのものである。暑苦しいったらありゃしない。




────────────────────────

　氏　名：ゴリアテ・イクサル

　ジョブ：剛腕剣士　レベル五十二

　スキル：【両手剣術】【剛腕】【破壊】【身体強化Ⅱ】

　能力：体力Ｄ、魔力Ｆ、腕力Ｃ、知力Ｆ、俊敏Ｅ、器用Ｅ、幸運Ｅ

────────────────────────




　ステータスも容姿に負けない脳筋ぶりを見せてくれた。

　この『剛腕剣士』は【両手剣術】【剛腕】【破壊】【身体強化Ⅱ】といった、パワー重視のスキル構成となっている。本当にゴリアテにぴったりの職業だ。




　スキルの【身体強化Ⅱ】は常時発動型のパッシブスキルだからあのデカい大剣も普通に軽々と扱えるのだろう。

　三人の部下を相手にしても、その巨体を生かした体当たりで部下の一人を吹き飛ばすと、大剣の腹で二人を一度に薙ぎ払って吹き飛ばした。

　三人はただ吹き飛ばされただけだが、足にきているようで剣を杖代わりに立ち上がるのがやっとだ。生まれたばかりの仔馬のように足がブルブルで、三人がかりでもまったく相手にならない。

　ふーっと息を吐いてから部下になにやら指示をして、俺の方に悠然と歩いてくる。体がデカいから迫力がある。




「よぉ、随分と豪快な訓練だな」

「最近の若い者は不甲斐ない」

　部下の中にはゴリアテとまともに戦える騎士はいないようだ。今までロッテンがいたので、相手に困らなかったのだろう。

　しかしそのロッテンはドルチェ殺害事件に加担はしていなかったが、妻が主犯格だったことで騎士団を辞して自宅で謹慎している。

　妻が主犯格だったのに連座して罪に問われずこの程度で収まっているのは、これまでのロッテンの忠勤ぶりが評価されてのことだろう。




　しんみりしてしまったが、俺が訓練場に赴いたのはロッテンの話をするためではない。

「俺が訓練するやつを見繕いにきた」

「ああ、分かっている。その前に一つ頼みを聞いてくれないか？」

「言ってみろ」

「私と手合わせをして頂きたい」

「……俺が、か？」

「然様！」

　熱血漢で、暑苦しい奴だ。だけどこういう奴は嫌いじゃない。




（ツクル。面白そうではないか、やってみろ）

（なんだ、黒霧はゴリアテと戦いたいのか？）

（相手にならぬ者と戦っても私にはなんの意味もない。ゴリアテと戦うのはツクルが格下相手を導く勉強になるからだ）

（俺が導く？）

（十人を鍛えるのであろう？　ならば、ツクルの弟子が十人もできるということだ。ツクル師匠）

（師匠って……いいけどさぁ……）




「構わないが、怪我をしても知らないぞ。手加減は苦手なんだ」

　手加減はスキルに頼っているからな。

「武門の誇りにかけて、あとでとやかく言わぬ！」

　ゴリアテは俺が強いのは知っているが、どれほど強いのか分からないのだろう。だから、俺の強さを確認したい。そして、本当に戦闘狂なんだろうな。

　それに部下に俺の強さを見せつけなければ、部下たちも素直に俺の訓練を受け入れないのかもしれない。




　訓練場のほぼ中央で対峙する俺とゴリアテ。騎士たちは訓練場の外周に移動して見学だ。

「いつでもいいぞ」

　俺は黒霧を引き抜き右手に持ってだらりと構える。

「おう！」

　ゴリアテも大剣を両手で持ち、俺に向けて正眼に構えた。




　ヒリヒリとゴリアテの殺気が俺の頬を刺激する。それだけでもゴリアテが本気だと分かる。

（殺気を抑えることができない者は半人前だ）

（黒霧お前が認めるほどの達人なんてこの世界に何人いるんだよ？）

（伯爵家の騎士団長ならばもっと高みにあるべきだ）

　無茶を言う奴だ。だがその声は久しぶりの対人戦で嬉しそうに聞こえた。




　十秒ほど睨みあったか、ゴリアテが動いた。

　一直線の剛の剣。巨体が瞬時に間合いを詰めてくるのはそれなりの迫力がある。一般兵ならちびっているかもしれない。

　しかし、俺にはその迫力は意味がない。エンペラードラゴンなんて本当にデカかったし、死ぬかと思うような場面が何度もあった。

　それに比べればゴリアテの迫力や殺気など、そよ風とハリケーンほどの差がある。




　最上段より力と重量まかせに振り下ろされる大剣が俺の体の左側を掠めるように振り下ろされ、地面に大剣がめり込んだ。

「甘いぞ」

「まだまだ！」

　力任せに大剣を引き抜き横薙ぎ気味に振り上げるので、俺はスッと後方に下がった。

　この間、恐らく二秒も経っていないだろう。




　再び対峙するゴリアテと俺。

「私の渾身の一撃を顔色一つ変えずに躱すか」

（まだまだだが、よい踏み込みだったぞ）

（だが、殺気が動きを教えてくれるから目を閉じていても躱せるな）

「殺気を消せ。そうすればもっとよくなるぞ」

「殺気を……消す……」

　殺気というのは、次の動きを相手に教えてしまうことがある。

　だから殺気を消すことで次の動きを相手に分かりづらくする効果があるのだ。

　殺気でフェイントを入れる高等技術もあるが、それは殺気を完全にコントロールしなければ始まらない。

「人だろうと魔物だろうと上位のものは殺気に敏感だ。さらに上にいきたいのなら殺気をコントロールしろ」

「なるほど、タメになりますな」

　そう言うとゴリアテは俺との立ち合いの最中だというのに目を閉じた。




　訓練とはいえ、目の前に俺がいるというのに……。俺はスッと前進して、ゴリアテの顔面に拳を入れた。

「ぐはっ!?」

　殴られて後方に吹き飛んだゴリアテが地面を転がった。

「お前はバカか？　俺の目の前で目を閉じたらこうなることくらい分かるだろう」

　騎士たちが「ひでー」とか言っているが、本気の戦闘なら今頃ゴリアテは死んでいるぞ。




　鼻血を垂らしたゴリアテが再び剣を俺に向けて構えた。

「訓練だからと気を抜くな。常に戦場にいると思え！」

「おう！」

　このあとはゴリアテをぼこぼこにしてやった。

（ゴリアテは本当に丈夫だな。しごき甲斐があるぞ！）

　黒霧が何か言っているが、無視だ。だって、実際にしごくのは俺だし。




　騎士が六人がかりでゴリアテを担ぎ訓練場のベンチに横たえると、ゴリアテは数分で意識を取り戻した。

「自分の力不足を痛感した。スメラギ殿には感謝しかない」

　ぼこられて感謝するって、こいつＭかよ!?

「最後のはよかったぞ」

「本当か!?」

　ゴリアテが寝ている横のベンチに座り、訓練に戻った騎士たちを見つめながら頷く。

　目を閉じたままだったが、俺が頷いたのが分かったのか、ゴリアテはその口に笑みを浮かべた。




「で、俺の下で訓練するやつのリストはあるのか？」

　ゴリラのオッサンのデレた顔なんて見ていたくないから無理やり話を変えた。

「……これだ」

　鎧の中から出した紙。今まで汗をかいていたゴリラ顔のオッサンの懐にあった紙……触りたくねぇ～。

　意を決してその紙を受け取り開いてみる。リストには三十人ほどの名前、職業、レベルの記載があった。

　中には騎士だけではなく魔法系職業の者もいた。

「こいつらを集めてくれるか？」

「騎士はすぐに集められるが魔法士の方は別の訓練場にいるので少し時間がかかるぞ」

「構わん、全員ここに呼んでくれ」





▼▼▼






　三十人ほどの候補者から選ばれた十人の訓練生。

　犬獣人で『闘槍士』のブルガ。熊獣人で『大盾騎士』のエーデル。猫獣人で『闘弓士』のシュバルツ。猿獣人で『隠密短剣士』のファルケン。人族で『治癒士』のアクラマカン。キツネ獣人で『魔導士』のジャマラン。花妖精族で『踊り子』のフリン。エルフで『精霊術師』のオブリ。

　八人しか選んでいないって？　残りの二人はゴリアテとロッテンだ。

　ゴリアテはともかく、ロッテンはよいのかとゴリアテに聞いたら、「お館様にはご了承いただいている」だってさ。

　このゴリラ君は見た目通り情に篤い奴だったようだ。それに伯爵も懐が深い。




　しかしだ……全員男で花がないな……いや、花妖精族がいるけど男なんだよな。

（心にオアシスがほしい）

（カナンがいるではないか。それに今ではハンナとサーニャも。ハーレムじゃないか）

（何言っているんだよ、カナンとハンナは奴隷だぞ。奴隷に手を出したら俺は鬼畜じゃないか!?　それにサーニャは俺の奴隷でもなんでもないぞ）

（犯罪奴隷のハンナであればハンナの意思は関係ないぞ。それに一般奴隷のカナンだってカナンが了承すれば問題ない。サーニャに至ってはツクルに懐いているではないか、三人ともいけると思うがな）

（ば～か、奴隷に手を出すほど俺は落ちぶれてないぞ）

（そうか、私はどちらでも構わないがな。ははは）

　チラッとカナンを見ると、カナンはニコリと俺に笑顔を向けてきた。……癒される笑顔だ。





▼▼▼






　俺の訓練が訓練場で行われるなどと誰が決めた！

　というわけで、俺はゴリアテたちを連れてボルフ大森林の入り口にやってきた。

　ゴリアテたちをレベル九十以上に引き上げれば今回の俺のミッションはクリアになる。だから手っ取り早くオーガの群れに放り込んでやろうと思ったのだが、どうせなら一段階目の限界を突破させてやろうと思う。

「スメラギ殿、私のような者が───」

「伯爵がいいって言ったんだ問題ないだろ？」

「しかし……」

「うしろめたいと思うのなら命の限り伯爵に仕えて、恩を返すんだな」

「っ!?　そ、そうだな、スメラギ殿の仰る通りだ！」

　テンションダダ下がりだったロッテンを鼓舞してこれからの訓練に備える。




「まずはこれを食え」

　俺は一人一人にあった焼肉を与えた。

　前衛系には『体力』や『腕力』、それに『俊敏』や『器用』などを上げる効果がある焼肉を。

　後衛系には『魔力』や『知力』、そしてこっちも『俊敏』や『器用』を上げる効果の焼肉を与える。

　スキルも与えるつもりだが、相性があるので焼き肉を食っても覚えられるかは分からない。




「これは……」

「俺の最初の命令だ、食え！　返事はどうした!?」

「は、はい！」

「違うだろ！　返事は『Yes,sir』だ！　お前たちはそれだけ言えばいいんだよ！」

「Yes,sir!」

　俺の気迫に押され『Yes,sir』と発する十人。

　いや～これ一度やってみたかったんだよ！　気持ちいいなぁ～。




　俺の焼肉を食うと十人の訓練生はそれぞれビクっと反応した。能力が上がったと視界に表示されたのだろう。

「す、スメラギ殿！」

「俺のことは教官と呼べと言っただろ！」

　ガツンとゴリアテを殴り倒す。

　本気でやったらゴリアテの顔が吹き飛ぶので優しくチョンと拳を当てただけだ。それでもゴリアテを殴り倒せるのだから俺もたいがいだ。




「お前たちには特別に俺が秘蔵している肉を食わせてやった。今視界に能力が上がったとかスキルを覚えたとか出たと思うが、それは事実だ。それだけでお前たちはほんの少し強くなっただろう！　だがそれでは足りん！　この森を生きて出たいのであれば俺の言葉をしっかり聞き、実践しろ！　分かったか!?」

「Yes,sir!」

　立ち上がり列に戻ったゴリアテも含め全員が俺に『Yes,sir』と返してくる。癖になりそうだわ。




　現在、訓練生（ゴリアテたち）は二つのパーティーに分かれている。

　俺は知らなかったけど、この世界にはパーティーリングという物があって、そのリングをお揃いで身につけていると、魔物を倒したときの経験値がパーティーメンバーに均等に配分されるらしい。

　だから後衛、特に回復職や補助系職業がいるパーティーには必須のアイテムだと言っていた。ただし、六個で一セットなのでパーティーメンバーは六人までしか登録できない。

　今回、俺が訓練をするのは十人なので、五人ずつのパーティーを編成しているが、まだパーティーリングはつけていない。

　下手にレベルが上がると限界突破する魔物のレベルも上がっていくからだ。

　このパーティーリングは一般販売されているそうで、伯爵家は百セット以上保有しているらしい。今度買っておこう。




　次にすることはこのボルフ大森林での注意事項だ。

「貴様らはこれからこのボルフ大森林に入る」

　十人の訓練生はあからさまに嫌そうな表情をした。

「今のお前たちがこのボルフ大森林に入っても、一時間と生きてはいないだろう」

　これは事実なので彼らも反論はないようだ。




「だが、入る！」

　真っ青な顔をする者がほとんどだ。

「心配するな。貴様たちのレベルは上げてやる。その上で戦闘訓練を開始する」

　俺の言葉に訓練生たちがざわめいた。

「誰が喋っていいと言った！」

　近くにいたロッテンをソフトタッチで殴りつけたら吹っ飛んだ。まぁ、がんばれ。




　前衛の五人の前を二、三回ウロチョロして五人の中央で止まる。

「これから、ダークバットを倒しにいくぞ！」

「………」

　返事がない。ただの屍のようだ。

「返事はどうした!?」

　近くにいた熊獣人のエーデルを殴り飛ばすと、皆から返事があった。まったく、殴らないと返事もできないのかよ。




「ダークバットはレベル百六十のコウモリの魔物だ。昼間は寝床で寝ているので、見つけるのは簡単だし、防御力も低いから倒しやすいだろう」

　ダークバットの面倒なところは夜間に音もなく飛んできて、いきなり攻撃されることだ。しかし昼間は行動しないので、倒しやすいと言える。

　それにレベルが百六十もあるから、訓練生の中で一番レベルが高いゴリアテでも一段階目の限界突破ができるのもいい。




　俺は黒霧を抜き、【手加減】を発動させてダークバットを斬りつけ、【闇魔法】のダークバインドで拘束した。

「ゴリアテ、お前からだ。瀕死のダークバットくらい一発でしとめろよ」

「Yes,sir!」

　うむ、いい返事だ。逝ってこい！




　ゴリアテは大剣を上段に振りかぶり、ダークバットに振り下ろした。

　質量のある大剣からの攻撃はダークバットの体を真っ二つにした。

「ぬおっ!?」

　視界の中に大量のレベルアップが流れているんだろう。




　レベルはいくつになったんだ？

　ふむ、まぁ、こんなものだろう。

　困惑気味のゴリアテの顔が間抜けだ。

「ぐわっ!?」

　あまりにも呆けていたので、ケツを蹴り上げてやった。

「ボケっとするな！　他の奴もレベルを上げる必要があるんだぞ！」

「は、はい！　ブベラッ……」

　今度は殴り飛ばしてやった。

「返事はYes,sirだ！」

「Yes,sir!!」




　ゴリアテの次は犬獣人で闘槍士のブルガが、瀕死のダークバットを槍で突き刺しレベルアップ。

　そのあともロッテンの他、熊獣人の大盾騎士エーデル、猫獣人の闘弓士シュバルツ、猿獣人の隠密短剣士ファルケン、キツネ獣人の魔導士ジャマラン、エルフの精霊術師オブリは順調にレベルを上げた。

　しかし、人族の治癒士アクラマカンと花妖精族の踊り子フリンは攻撃職じゃないから、かなり苦労した。それでも全員が瀕死のダークバットにとどめを刺せたので、レベルアップを果たしている。




「これからオーガの群れを殲滅する！　安心しろ、オーガのレベルは八十だ。今のお前たちと大して差はない！」

「Yes,sir!」

　俺が次の行動について伝えると、全員が俺に敬礼した。

　レベルが上がったので調子に乗っているようだ。

　だが、その長く伸びた鼻っ柱をへし折ってやるのが俺の仕事なんだよ。ふふふ、楽しみにしていろよ。




　次に中・後衛の五人の方に向かう。

「治癒士、魔導士、精霊術師！　貴様らは詠唱をするな！」

　ざわついたので三人の額にデコピンをしてやる。デコピンでも彼らにはものすごい衝撃なので吹き飛んでいった。

　倒れたまま額を抑えて呻いていた三人を立たせて再度徹底する。

「俺の許可なく喋ることは許さんと言っただろ！」

　踊り子の花妖精族がガタガタと震えているのを無視し、魔法系の三人への話を続ける。

「魔法は全て詠唱せずに発動させろ！　このボルフ大森林で詠唱などしていたら、その間に仲間が死ぬ！　仲間を死なせたくなければ詠唱せずに魔法を撃つんだ！　もし詠唱すればその時点で俺が貴様らを殴り飛ばし詠唱をキャンセルさせてやる！　分かったか!?」

「Yes,sir!」

　いい返事である。




　次は猫獣人のシュバルツの前に立った。

　猫獣人のくせに男だ。くそ、俺の夢を返せ！

「闘弓士！　貴様は索敵の精度と範囲を向上させろ！　貴様の索敵能力次第でパーティーの安全性が変わるんだ、分かったか!?」

「Yes,sir」

　こいつは殴る要素がなかった……殴っておきたかったが、まぁいい。




　最後に花妖精族だ。しかしこんな種族がいるとは思ってもいなかった。

　背中には蝶のような翅があり、その翅を動かしていないのに空中に浮いているんだ。

　身長は五十センチメートルほどで、顔は五歳児のように可愛らしく幼い。

　こんな容姿なのに俺よりも歳を取っている四十三歳なんだ。ダブルスコアーだ。

　合法ロリではなく、合法ショタだ。誰得なんだよ!?




「踊り子！　貴様は休まず踊れ！　決して休むな、踊って踊って踊りまくれ！　分かったか!?」

「Yes,sir!」

　ブルブル震え涙目ながらも肯定する幼児。俺が幼児を虐めているようでちょっとうしろめたくなる。

「貴様はキ○タマついているのか!?」

「Yes,sir!」

　ついているらしい。花妖精にも夜の営みがあるのだろうか？　想像はしないぞ、俺は変態ではない！




　オーガを探すのは簡単だ。ボルフ大森林の外周をちょっと探索するだけで、十数体のオーガの気配を捉えることができた。

　先行して進む闘弓士のシュバルツは慎重に地面や木、その他色々なものに気を配っているが、まだ気づいていないようだ。

　シュバルツの索敵能力は【観察】と【追跡】、そして【遠視】などのスキルを複合的に使ったものなので、どの程度でオーガを察知できるのか俺にも予想できない。




　しばらく進むとシュバルツが腰を低くし手を上げて静止の合図を送ってきた。オーガを見つけたようだが、その距離は約百四十メートル。

　恐らくは【遠視】による視認なんだろう。森の中での視認の範囲としては優秀だと思うが、これでは後方から近づく魔物がいると厳しいことになる。

「シュバルツはこれを食え」

「Yes,sir!」

　シュバルツに与えたのは【気配感知】を覚えられる焼き肉だ。これでシュバルツは【気配感知】によって、全方向の索敵と範囲拡大ができるはずだ。

「っ!?　教官殿、【気配感知】を覚えました！」

　うむ、これでいい。ついでに隠密短剣士のファルケンにも【気配感知】を覚えさせた。これで、死角が少なくなっただろう。




　視界の先には十四体のオーガが大きな棍棒や大剣を持ってウロウロしている。

「ゴリアテ組、逝け！」

「Yes,sir」

　パーティーリングの縛りで、ゴリアテ組は闘槍士ブルガ、隠密短剣士ファルケン、治癒士アクラマカン、魔導士ジャマランだ。

　レベルはオーガと変わらない八十前後、あとは今のレベルに慣れればいい。




　ゴリアテが先頭かと思いきや、ファルケンがゴリアテの前を走っている。

　だが、ファルケンはオーガと接敵する寸前に方向を変えて木の裏へと向かった。

　オーガからすればファルケンの行動は拍子抜けしただろうが、ゴリアテは迷わずオーガの群れに突っ込んだ。

　自分よりも大きな体のオーガに体当たりをして吹き飛ばすと、近くにいたオーガを大剣で切りつけた。

「グラァッ！」

　ゴリアテの大剣はオーガの脇腹に当たったが、体当たりしたあとの不安定な体勢からだったので、ゴリアテの踏み込みが甘く傷はかなり浅い。




　ゴリアテは複数のオーガに囲まれた。

　オーガは太い丸太やボロボロの剣が武器だが、オーガの攻撃を上手く大剣や鎧で受け流して戦っている。戦いが分かっている奴の動きだ。

「はぁぁぁっ!!」

　ゴリアテがオーガを引きつけているところに、ブルガが横槍を入れて一体のオーガの胸に槍が刺さった。的確に心臓を狙った鋭い槍だ。

　ゴリアテとブルガが連携をしながらオーガを引きつけているが、なかなかいい動きだ。ゴリアテだけではなく、ブルガも訓練された兵士なんだと思った。




　気配を隠していたファルケンがどこからか現れ、オーガの首筋に短剣を這わすように切りつけ消えていく。トリッキーな動きだけではなく、正確に急所を狙ったいい攻撃だ。




　おっと、ゴリアテが頭部に丸太を受けたぞ。

　アクラマカンが詠唱をし出したので、後ろからそっと近づいてコメカミに拳を押し当てて挟んでぐりぐりしてやた。

「ぎゃぁぁぁっ!?」

「誰が詠唱をしてもいいと言った!?」

　涙目のアクラマカンに殺気を少し当ててすごんでやると、がくがくと震え出した。

「詠唱は許さん！」

　他の後衛職にも言い聞かせるようにすごんでみせる。

　見学しているロッテンたちがかなり引いているが、一人だけ俺を真っすぐ見てくる奴がいた。

「Yes,sir」

　精霊術師のオブリだ。どうやら無詠唱に自信があるようだ。そもそも精霊術に詠唱が必要なのか、俺は知らない。




　ゴリアテがなんとか持ちこたえ、時間はかかったが十四体のオーガを殲滅した。

　ゴリアテとブルガはかなりボロボロだ。二人で十四体のオーガの攻撃を引き受けていたのだから、こうなるのも当然だろう。




　十三体のオーガの群れを見つけた。

　次はロッテン組だ。ロッテン組は大盾騎士エーデル、闘弓士のシュバルツ、踊り子のフリン、精霊術師のオブリがメンバーになる。

「ロッテン組、逝ってこい！」

「Yes,sir」

　ロッテン組には大盾騎士のエーデルがいるので、ゴリアテ組よりも安定して戦えた。

　花妖精のフリンの踊りの補助効果もあるが、精霊術師のオブリの精霊魔術によって呼び出された風の精霊の攻撃がなかなか強力だ。

　詠唱をしていないので、俺の鉄拳制裁もなくいい感じだった。

　五人全員が問題なく連携して戦ったロッテン組はゴリアテ組に比べ、かなり安定した戦いぶりだ。

　組分けを間違えたか？　まぁいい、ゴリアテならなんとかするだろう。少しくらい苦戦しないと面白みもないし。




　何度かのオーガ戦を経て、日が暮れ始めたところで野営の準備をすることにした。

　訓練生たちは疲れているがテントを張らせ、その間に俺がご飯の支度をする。

　小麦粉をコネてから発酵させそれを薄く伸ばして丸く形どる。その上にトマトから作ったケチャップを薄く塗る。

　さらにその上にモウ乳を発酵させたチーズを満遍なく盛って、細切りしたピーマンとコーン、そしてウッドボアの肉を燻製にした物を薄く切り盛りつける。

　そう、これはピザだ。

　訓練生は今日のパワーレベリングの強行軍で疲れ果て幽霊のような表情をしているので、カロリーの高い食事を与えてエネルギー補充だ。




「う、美味い！」

「なんだこれ!?　滅茶苦茶美味いぞ！」

　全員がピザを称賛する。おかげでＬＬサイズほどの大きさなのに訓練生だけで二十三枚も食いやがった。

　カナンはゴリアテと同じく三枚も食った。

　俺は一枚で腹いっぱいなのに、二十七枚ものピザが全員の胃袋の中に消えていった。

　まぁ、作った側からすると何度も美味いと言って沢山食ってくれると嬉しいけどな。




　食事も終わったので見張りの順番を決めさせる。

　俺とカナンは見張りをしないので訓練生が三、三、四人に分かれて見張りを行う。

　俺の殺気を振りまいておいたから魔物なんて近づいてこないだろうが、それを言ったら緊張感をなくすから言わないでおく。
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　パワーレベリングも進みレベルが一番高いゴリアテで九十二になった。

　問題は魔法系後衛だ。精霊術師のオブリは詠唱しなくても【精霊魔法】を発動させることに成功している。さすがはエルフといったところか。

　しかしアクラマカンとジャマランの二人はまだ詠唱破棄や無詠唱ができていない。

「いいか、お前たちが詠唱をせずに魔法を発動させなければ仲間が死ぬぞ！　イメージだ、イメージを固めて発動させろ！」

「Yes,sir」

　発破をかけるが、二人の表情は暗い。




　今日はオーガの群れでも上位種のレッドオーガがいる群れを狙ってみようと思う。

　レッドオーガは赤い皮膚をして、斧を持ったオーガ種だ。ただのオーガに比べレベルが高くパワーもあるので、ゴリアテたちよりやや格上だと思っていい。

　いい感じに二体のレッドオーガがいる群れを発見した。

「ゴリアテ組、逝け！」

「Yes,sir!」




　昨日の疲れや傷を残しているゴリアテとブルガが走っていく。

　治癒士のアクラマカンが詠唱破棄や無詠唱ができないので、ゴリアテたちの回復はできていない。俺の料理で傷を治すのは簡単だが、それでは面白くない。

　満身創痍の二人だが、気力がみなぎっているのが分かる。レベルが上がっているという実感があるのだろう。




　ゴリアテが昨日よりもキレのいい動きで、レッドオーガ相手でも上手く立ち回りオーガの殲滅が終わった。

「ゴリアテ、今の戦いはよかったぞ！　これは褒美だ！　食え！」

　俺はゴリアテに焼き肉を与えた。

「むっ!?　教官殿、【威圧】を覚えました！」

「【威圧】を上手く使えば戦闘がもっと楽になる。お前なら使いこなせるはずだ」

「ありがとうございます！」

　ゴリラおっさんの笑顔は誰得なんだろうか……？
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　踊り子のフリンは常に踊っている状態でパーティーメンバーは常にバフが重ね掛けされている。

　直接戦闘はしてはいないが、恐らくこのフリンが一番キツイ。踊り子の体力は高くないのに踊り続けているのだから当然だろう。

　だからフリンには体力の回復を助ける踊りを多く入れるように指示している。しかし、幼児が腰をフリフリして空中を踊りながら移動する光景は見ていて楽しい。




　大量のオーガに突撃したエーデルが【アンガーロック】を発動した。

　この【アンガーロック】は一定範囲内の敵の敵対心ヘイトを上げるスキルだ。

　周囲を大量のオーガに囲まれたエーデルが今度は【頑丈】を発動する。

　この【頑丈】は言うまでもなく体力を上げる効果があるのでオーガの集中攻撃を浴びても数分は持つだろう。

　その間に剛腕剣士のゴリアテや双剣士のロッテン、そして闘槍士のブルガがオーガに容赦ない攻撃を加える。

　今回の群れの数は五十体ほどなので、ゴリアテ組とロッテン組が共同で戦っている。




　援護射撃としてシュバルツの放った矢がオーガに刺さっていく。

　さらに満を持していた隠密短剣士のファルケンが、大木の枝の上から一体のオーガ目がけて飛びかかると、オーガの太くて屈強な筋肉に守られた首を切り裂いた。




　十体ほどオーガが倒れたところでエーデルの疲弊がピークに達しようとしていた。

　さすがに同じレベル帯のオーガから袋叩きにされてはキツイのだろう。しかし、治癒士のアクラマカンは未だ魔法を発動できていない。

「ぐっ」

「エーデル、持たせろ！」

「おうっ！」

　ゴリアテの声を聞き、もちこたえたエーデルは【鉄壁】を発動させダメージを無効化した。

　発動させれば十数分は継続する【頑丈】と違い【鉄壁】の効果は二分ほどだ。この【鉄壁】の効果が切れる前にできるだけオーガを倒さないと回復が期待できないだけにキツイだろう。

　アクラマカンが回復魔法を詠唱破棄できれば状況も安定するのだが、アクラマカンはまだ詠唱破棄できない。




　残るオーガは三十数体。フリンが前線近くでエーデルの体力を回復させる踊りをしきりに踊るが、踊りの効果は即効性のあるものではない。

　もしオーガの攻撃を一撃でも食らったらフリンにとっては致命傷になりかねないので、最前線のすぐそばで踊るのは非常にリスキーなことだ。その勇気に敬意を表そう。




　エーデルが限界の戦いを繰り広げている光景を見て、大粒の汗を流すのはアクラマカンだ。そして、同じく攻撃魔法を撃てないでいる魔導士のジャマラン。

　オブリの【精霊魔法】でまた一体オーガが倒れた。オブリにできて、アクラマカンとジャマランにできないことも焦りに拍車がかかっているのだろう。




　ゴリアテの大剣が二体のオーガを吹き飛ばし倒す。ロッテンが右手に持った剣でオーガの首を撥ねた。

　シュバルツの矢がオーガの喉に刺さったが、まだ生きているところにファルケンが追い打ちをかけとどめとなった。

　これで残っているオーガは三十体を切った。




　ここでエーデルの【鉄壁】の効果が切れた。フリンの踊りで体力は回復しているが、その量はわずかだ。

　だが、エーデルはそんなわずかな回復量でもふんばり、オーガの攻撃を受け止めた。

「エーデル！　強くなりたければ常識に囚われるな！　敵よりも狡猾に、素早く、力強く、そして気づかれずに動け！　分かったか!?」

「Yes,sir!」

　なんだか胸が熱くなり、思わずエーデルに声をかけてしまった。俺らしくないな……。カナン、笑うなよ。




　俺が前衛の戦いを見ていると、治癒士のアクラマカンと魔導士のジャマランがフラフラとやってきた。

「なんだ？」

　アクラマカンが地面に両膝を付き土下座状態になると嗚咽を漏らす。同時にジャマランも土下座状態になるが、こっちは泣いてはいない。

「わ、私には無理です！　ううぅぅぅ」

「詠唱なしに魔法を発動だなんて難し過ぎます！」

　目がうつろでかなり参っているようだ。

　アクラマカンは涙と鼻水で酷い顔だし、ジャマランは涙こそ流していないが鼻水を垂らしグッと唇を噛み涙を堪えている。




　俺は二人と目線を合わせるために腰を深く降ろすと、交互に二人の顔を見た。

　俺は二人に声をかける……前にパチコーン、パチコーンとデコピンをかます。

　二人はオデコを抑え「ぐわぁぁっ」などと言いながら地面の上で苦痛に呻く。

「誰が喋っていいと言った!?　貴様らの言い訳を聞く耳なんかない！」

　容赦なく罵声を浴びせてやる。

「泣き言を言う暇があったら詠唱をしなくても魔法を使えるように訓練したらどうだ!?　お前たちがサボっている間、ゴリアテたちは命を賭けて戦っているんだぞ！」

　ビシッとゴリアテたちの方を指でさしてやると、二人は涙目で奥歯を噛む。

「悔しいなら、詠唱しなければいい。それでお前たちは自分の仕事ができるんだぞ」

　たったそれだけだ。気合を入れて詠唱なしの魔法を発動させてみろ。




　二人が魔法を発動させることがないまま、五十体ものオーガを倒したゴリアテたちはかなり疲弊している。

「エーデル、よくがんばった。これは褒美だ、食え」

　焼き肉を渡すとエーデルはそれを美味そうに食べた。

「っ!?　さい……せい……。教官殿、【再生】を覚えました！」

　おおおっと、訓練生たちが声をあげた。

「ゴリアテの時もそうだが、いい動きをした奴には褒美を与える！　フリン、これを食え」

「え？　僕？」

　まさか声をかけられると思っていなかったようで、フリンはかなり驚いた顔をした。

「お前はよくやっている。遠慮せずに食え」

「い、Yes,sir!」

　フリンに与えた焼き肉には【存在力低下】を覚える効果がある。この【存在力低下】は敵から認識されにくくなるだけではなく、ヘイトの上昇も抑えてくれるスキルだ。

　存在力が低下するのは俺にとって最悪だが、フリンからすれば生き残る確率が上がるよいスキルだ。




「よーっし、昼にするぞ！」

　今日の昼食はちゃんこ鍋だ。昆布出汁に野菜を煮込んだスープをベースにして味噌を加える。

　そこにヘルベアーの肉を薄く切って投入し、野菜も沢山入れる。熊肉のちゃんこ鍋だ。

　俺の愛情がたっぷり入ったちゃんこだ、美味いぞ！　食え！

　ここで注意が必要なのは、入れた愛情は決してあのむさ苦しい男どもへの愛情ではない！

　一人愛くるしい容姿の幼児がいるが、それも違うからな。俺はあっちの気はない！　これは料理に対する愛情なのだ！




「美味すぎる！」

　一口食べたゴリアテが叫ぶ。うるさいやつだ。

「本当です！　深みのあるスープにコクのある肉、野菜も柔らかくて美味しいです！　このスープはどうやって……そうか、野菜のうま味か!?」

　お前は料理評論家かと言いそうになったが、犬獣人のブルガは鼻がいいのでスープのうま味の秘密を嗅ぎ分けたようだ。

　一般人なら軽く四十人前はあったのに鍋が空になった。

　完食してくれるのは嬉しいが、こいつらはどれだけ食うのだ!?　レベルが上がると胃袋の容量も増えるのかと思ったが、俺の食べる量に変化がないので関係ないはずだ。
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　その群れはオーガ三十体、レッドオーガ十体、オーガライダー十体、オーガジェネラル一体の構成になっている。

　これまでオーガの群れにレッドオーガが一体か二体混ざっていることはあったが、オーガライダーがいたり、オーガジェネラルが率いる群れとは初めての遭遇だ。

　オーガのレベルは八十だが、レッドオーガは九十、オーガライダーは九十五、オーガジェネラルは百なので今の訓練生のレベルを考えれば丁度いい相手だろう。

　オーガライダーはイノシシのような魔物に黒いオーガが乗っている。突進力と破壊力を兼ね備えた魔物だ。

　そしてオーガジェネラルは鎧を着てゴリアテの大剣よりも大きな剣を持ったオーガだ。

　ジェネラル種は同じ種の能力を底上げするので有名らしい。俺、知らんかったけど。




　オブリの【精霊魔法】とシュバルツの【強きょう射しゃ】によって戦いの火ぶたが切られた。

　矢が一体のレッドオーガの胸を貫くと広範囲の敵にダメージを与えるカッタートルネドが猛威を振るい、オーガやレッドオーガは竜巻に体勢を崩され、さらに全方向から襲いかかる風の刃が強靭な肉体を容赦なく切り裂いていく。奇襲は成功のようだ。




　オーガライダーとオーガジェネラルは後方にいたから無傷だが、雑魚オーガとレッドオーガはそれなりに傷ついている。

　シュバルツの【強射】によって胸を貫かれたレッドオーガはこのカッタートルネドの追撃で絶命している。

　闘弓士の【強射】は同じ弓と矢を使っても通常攻撃の倍の威力を発揮するスキルで、当たれば確実に大ダメージを与えることができる。

　その分、命中率が低下するデメリットもあるが、闘弓士には命中率を向上させる【集中】や確実に命中させる【必中】があるので、これらのスキルと組み合わせて使えば問題ない。




　カッタートルネドの範囲から漏れたオーガライダーが訓練生目がけて突進してくる。血走った目が理性など持ち合わせていないことを物語っているが、普通の人間ならその目を見ただけで体を強張らせ直後には肉の塊に変わっているだろう。




　近づいてくるオーガライダーの胸に矢が刺さる。

　さらに左の太ももと右の上腕にも矢が突き刺さり、エーデルの前に来るとブルガが発動した【爆槍】によって頭部を失い絶命した。

　ブルガの【爆槍】は槍が爆発するわけではなく、単純に槍を受けた部分に大きな衝撃が放たれ爆発したように見えることから【爆槍】というそうだ。

　れっきとしたスキルで普通の槍士ではこの【爆槍】のスキルはほとんど発現しないが、ブルガの闘槍士だと高確率で発現するスキルだ。




　驚くことに黒いオーガが死ぬとイノシシも死んでいた。こいつらは二体で一体なんだろう。珍しいタイプの魔物だな。

　別のオーガライダーはゴリアテがすれ違いざまに首を刎ねた。お互い猛スピードで突進していたことでゴリアテの大剣の威力はすさまじいことになっていたのだろう。

　しかし、ゴリアテも右腕にオーガライダーの斧を受けて傷を負ってしまった。ゴリアテのくせに調子に乗るからだ。

　ゴリアテは怪我を負ったが、その場で立ち止まることなく残りのオーガライダーを迎え撃った。

　傷が痛むのか、歯を噛みしめて恐ろしい顔をしたゴリアテは、オーガたちに立ち向かっていく。




　カッタートルネドの効果が切れ、傷だらけになったオーガたちが訓練生目がけて走ってきた。

　エーデルに取りついたオーガ二体のうち一体をブルガが自慢の槍で突き刺すと、ロッテンは双剣の手数を生かしてオーガに反撃する暇を与えず倒してしまった。

　この二人はレベル九十をすでに超えているのでダメージを負っているオーガなら時間をかけずに倒せてしまう力を持っている。

　近づいてくるオーガにはシュバルツが確実に矢を命中させているので、オーガはカッタートルネドと矢によって少なくないダメージを負っているのだ。




　数が多い群れなのでエーデルがオーガに囲まれてしまった。

　ヘイトを劇的に上げる【アンガーロック】を使っていないが、今のエーデルはレベルが上がったことで【身代わり】というスキルを覚えている。

　この【身代わり】は味方の誰かがヘイトを上げる攻撃や極端な回復などをした時に、その味方が上げてしまったヘイトを代わりに受けるというもので、今回はオブリがカッタートルネドで上げまくったヘイトを代わりに受けているのだ。

　だからオーガたちはエーデルに集まり、他の訓練生が攻撃を受けにくい状態を作っている。




　エーデルの大盾は今持っているもので四つ目だ。

　鎧も三つ目となっており、それだけ激しい攻撃を一身に受けていることが分かる。

　伯爵家が支給している装備なのでエーデルの懐は痛まないが、それでも他の訓練生が武器を一度交換したのに対し、エーデルは盾を三度、鎧を二度交換して装備損耗率は激しい。

　今回の戦闘前に新品に交換した大盾がオーガの棍棒を受け止めた衝撃で悲鳴をあげているようだ。

　訓練当初はオーガの突進に押し込まれていたが、今はレッドオーガの突進でも受け止めている。

　熊の獣人なので二メートルを超える巨体だが、オーガやレッドオーガに比べれば小柄に見える。このエーデルがこの訓練で最も成長しているのかもしれない。




　オーガの首筋から血が飛び散る。隠密短剣士のファルケンがオーガに気づかれることなく首筋を切りつけ、血が飛び散る前に姿を隠した。

　生命力の強いオーガに対しては即効性のない攻撃だが、血を大量に失えば動きが悪くなり、時間が経てば経つほどオーガは弱っていく。

　致命傷にはならないが、ファルケンの攻撃はオーガにとって非常に嫌らしい攻撃だ。

　弱ったオーガはゴリアテやロッテン、さらにブルガのようなダメージ源にとってはいいカモだ。




　エーデルの周囲にオーガが固まっているので、オブリは【精霊魔法】で範囲攻撃ができない。

　味方を巻き込む広範囲の魔法が得意な精霊術師にとっては焦れる時間だ。そんなオブリの視界に一体だけ皆から離れているオーガが映る。

「オーガジェネラル……やってみるか」

　ぼそっと呟いたのを俺は聞き逃さなかった。




　オブリは詠唱しない。そんなことをするとオーガよりも恐ろしい俺の鉄拳制裁がまっているからだ。

　しかしイメージを固めるのに少し時間がかかっているようで、額に大粒の汗が浮かんでいる。

　そのオブリの横には未だ詠唱破棄ができない治癒士のアクラマカンと魔導士であるジャマランが唇を噛んでいる。悔しいと思うが、その気持ちが空回りしている感じは否めない。

　そんな二人をよそにオブリが【精霊魔法】のイメージを固めた。




「エレメンタリーストーム！」

　轟音とともにオーガジェネラルを中心に巨大な風の渦が立ち上る。

　その巨大な風の渦は戦局を余裕の表情で見つめていたオーガジェネラルの巨体を浮き上がらせ、さらに風の刃によって大小様々な傷をつけていく。

　オーガジェネラルは部下のオーガたちでさえ動きを止めるほどの絶叫をあげた。

「はぁ、はぁ、倒していないが、かなりのダメージを与えたはずだ……」

　たしかにかなりの大ダメージを与えたのは間違いないだろう。しかしそれはオブリがオーガジェネラルのヘイトを一身に受けてしまったということでもある。

　オーガジェネラルは怒り狂った表情でオブリを目指して一目散に走り出した。

　傷だらけの鎧を身に着けた巨体がドスンドスンと地響きをたてて突進してくるさまは、オブリだけではなく訓練生全員にとっても脅威だろう。




　オーガジェネラルがエーデルたち前衛の横を通り過ぎようとするとエーデルが【アンガーロック】を発動した。しかしオーガジェネラルはエーデルに見向きもせず真っすぐにオブリを目指した。

　エーデルが【身代わり】を発動していないのに【精霊魔法】で大ダメージを与えてしまったのだ、【アンガーロック】以上のヘイトを稼いでしまったのだ。

「まずいッ!?　オブリ逃げろ！」

　ゴリアテがレッドオーガと剣を合わせながら大声で叫ぶ。

「グオォォォォォォッ！」

「ひぃっっ」

　オーガジェネラルが叫びながらショルダータックルをぶちかますと、オブリは盛大に吹き飛ばされた。

　オブリは何度も地面に叩きつけられた。十数メートルは飛ばされ、瀕死の大ダメージを受けている。

　レベルを上げていなければ即死だったはずだ。もっとも、レベルが上がっていなければ、オーガジェネラルにあれほどの大ダメージを与えることができなかっただろう。




　追いついてきたロッテンがオーガジェネラルに切りかかり、さらにシュバルツが足を地面に縫いつけるように矢を撃ったことでオーガジェネラルはやっと止まった。

　俺とカナンはオーガジェネラルがこちらに向かってきた時点でオブリのそばを離れている。

　これは十人の訓練生による実戦訓練なので、俺とカナンが手を出したら訓練にならないからだ。

　ひりひりとした空気の中で生き残る嗅覚を身につけなければならない。

　オブリは今回助かったら、それを身をもって知ることができるはずだ。




　同じくオブリのそばにいたアクラマカンとジャマランは半狂乱になってオブリの名を呼んだ。そして吹き飛ばされて力なく地面に倒れているオブリに駆け寄った。

「死ぬなオブリ！　今治してやる！」

　アクラマカンは【回復魔法】を発動させオブリに治療を施す。

　さらに血だらけのオブリを見たジャマランが怒りに身を任せて【氷魔法】を発動させ、オーガジェネラルに向けて氷の槍を何本も撃った。




「グオォォォォォォッ！」

　雄叫びを上げるオーガジェネラルはロッテンの剣撃、シュバルツの射撃、そしてジャマランの【氷魔法】による集中砲火をあびるが、反撃をしようにも身動きができない。




「死ぬな、死ぬな、死ぬな、死ぬな、死ぬな、オブリィィィィ」

　アクラマカンは必死の形相で【回復魔法】を何度も発動させ、涙を流している。

　ジャマランも魔力が切れるまで氷の槍を撃ち続け倒れる寸前だ。




　それでもオーガジェネラルは、倒れない。

　満身創痍の体だがオーガの将軍であるプライドが地面に膝をつくのを防いでいるのだ。

　ただし誰にでも限界はある。オーガジェネラルが矢で縫いつけられた足を一歩前に出したところで、ジャマランが倒れた。それを見た瞬間、オーガジェネラルも大の字に倒れた。




　オーガたちを駆逐して駆けつけてきたゴリアテたち前衛は、ジャマランやオブリの状態を見てホッとする。

　ジャマランは魔力の使いすぎで気絶しただけで、オブリは死にそうだったがアクラマカンによる回復が間に合い一命をとりとめた。

　俺は今もオブリのそばで尻を地面につけ茫然自失としているアクラマカンの前に立った。俺のことに気づいたアクラマカンが俺を見上げる。




「やればできるじゃないか、今の感覚を忘れるなよ」

「え……？」

　アクラマカンは自分が詠唱せずに魔法を発動させていたことに気づいていない。

　オブリの状態を確認していたゴリアテが「よくやった！」とその巨大な手の平でアクラマカンの背中をバンバン叩くので、次第に我を取り戻し嬉し涙を流し始めた。

　その涙が詠唱せずに魔法を発動させることができた喜びなのか、ゴリアテに叩かれて痛かったのか、オブリを助けることができた安堵感からなのか分からない。




　オブリは一命をとりとめたが、アクラマカンの【回復魔法】がただのヒールの連打だったので、折れた骨がおかしな方向を向いて治ってしまっていた。

「す、すまない……」

「気にするな」

　気まずそうなアクラマカンにオブリは苦笑いをして、手をひらひらとさせる。

「まったく……締まらない奴だな」

　俺はアクラマカンの頭を小突いて、カナンに【光魔法】で骨の状態を元通りにするように指示を出した。俺も甘いなと思う。




　まだまだ未熟だがアクラマカンとジャマランも詠唱破棄ができたので訓練を切り上げることにした。

　あとはアルグリアに戻って各自が自分を磨けばいいだろう。

　そんなゴリアテたちの前にそいつは突如現れた。

　コンドルに似た大型の鳥類。種族名はグレートバード、レベルは百四十。

　オーガジェネラル以上に強い魔物だ。




　バサッと音がしたかと思ったらオーガの死体を一体鷲掴みにして大空に羽ばたいていった。

　ゴリアテたちは驚いて反応もできなかったが、カナンは冷静に泥棒怪鳥のグレートバードの翼を撃ち抜いた。

　翼を撃ち抜かれたグレートバードは地面に墜落したが、まだ生きている。

　それを見たゴリアテは剣を構えるが、その前にグレートバードが【風魔法】を放ってきたのでカナンが【光魔法】で見えない魔法障壁を張った。




「おい、その鳥はレベル百四十のグレートバードだ。お前たちでやってみろ」

　レベル百四十と聞いたゴリアテたちは躊躇したが、空を飛べないグレートバードに何を恐れているのか!?

　ケツを蹴り上げてやったら俺の方が恐ろしいと気づいたようで、グレートバードに斬りかかっていった。




　グレートバードは上空にいてこそ、その強さを発揮する。しかし地上ではオーガよりも弱い。

　ただし、グレートバードは【風魔法】を使えるので、地上でも十分に警戒する必要がある。

【羽カッター】もそこそこ強いが、周囲を囲んでタコ殴りにすれば瞬殺できるので、問題ないだろう。

　グレートバードが足掻いたことでエーデルとゴリアテが吹き飛ばされたが、怪我は大したものではない。

　ブルガが自慢の槍で喉を突いたことでとどめとなりグレートバードは沈黙した。




「よし、こいつの肉は美味いぞ！　帰ったら宴会だ！」

『おぉぉぉぉぉっ！』

　レベルは百四十と低いがグレートバードの肉は非常に美味い。

　しかしグレートバードの生息域はもう少し奥だったはずだ。俺の知っている限り、ボルフ大森林の魔物は自分の生息域を離れることはなかった。

　こんな場所に現れる魔物ではないので、ちょっと気になるな。





▼▼▼






　高校の入試が終わり、家に帰ると書き置きがあった。

『入試のお疲れ様会をするから三人で買い物に行ってくる』

　父、母、妹の三人で買い物に出かけたようだ。




　キッチンには作りかけのシチューや、タレにつけられた鶏肉などが置いてあった。

　これは母が作ってくれたものだが、問題がある。そう、俺の母は料理が苦手なのだ。それも壊滅的に……。

　両親は二人とも医者で、母はあまり料理をしないというより、年に一度あるかどうかだ。

　その血は妹の歩にも引き継がれていて、俺の周りで俺より料理が上手い人はいないのだ。




　母が作りかけていたシチューと、から揚げの材料だと思われる鶏肉の修正作業をしていると、電話が鳴った。

　その電話は俺に人生二度目の絶望を味わせるものだった。

「そうですか……はい、分かりました……はい……すぐに行きます……」

　電話の相手は警察官で、両親と歩が乗った車が事故にあったと告げられた。

　事故の原因はカーブでスピードを出していた大型トラックが、センターラインをオーバーして三人が乗った車と正面衝突したそうだ。

　電話を切って気づくと俺の目には大量の涙があふれ出していた。

　警察官から聞いた病院へ急いだけど、俺が到着した時にはもう……。




　この日、俺は両親と妹を失った。その後のことは覚えていない。

　伯母に家を追い出されてボロアパートに引っ越し、受験していた高校には合格していたので、そのまま通ったけど、俺はこの時から空気になって生きてきた。




「……夢か」

　久しぶりに夢を見た。最悪の夢だ。

　目を開けると視界がぼやけていることに気がついた。寝起きだからぼやけているのかと思ったら、涙を流していたようだ。

　目を閉じてごしごしと擦り、再び目を開けると……。

「………」

　カナンの顔が目の前にあり、目があった。どうやら膝枕をしてくれていたようだ。

「ご主人様、泣いていたのです……」

「俺が？　カナンの勘違いだよ」

　いつもの俺なら膝枕の気持ちよさをこのまま味わっていたいところだが、今はそんな気分じゃない。




「でも……」

　カナンが心配してくれるのはありがたいけど、あのことを思い出したくない。

　だから心配そうな目で見られると、余計に思い出してしまって、この上なく不愉快で仕方がないんだ。

「勘違いだ！　それ以上、言うな！」

「はい……」




　カナンが悪いわけじゃないけど、刺々しく接してしまう。

　このままじゃダメなのは分かっている。しかし、少しだけ時間がほしい。

「すまなかった、変な夢を見たから気がたっているんだ」

「いいえ」

　カナンの悲しそうな目が俺の心に棘のように刺さる。俺を慕ってくれているカナンにこんな目をさせてしまった俺は最低の男だ。









003　転機











「ハンナ、サーニャ、準備はいいか？」

「「はい！」」

　これからハンナとサーニャの強化をする。ハンナは俺の奴隷だからともかく、サーニャは奴隷でもなんでもない。

　だけど、歩の顔をした狼獣人を放ってはおけないし、サーニャも姉のハンナと一緒にいたいと言うので、ついでに強化することにした。




　まずは能力とスキルの強化だ。

「これを食うんだ」

「「ありがとうございます。ご主人様」」

　俺が何かすると礼を言うのは止めてほしい。それにサーニャまで俺をご主人様と呼ぶのも、勘弁してくれ。




　二人に焼き肉を食わせた。能力アップ系とスキル系の焼き肉だ。




────────────────────────

　氏　名：ハンナ（強化前）

　ジョブ：武闘王　レベル二十八

　スキル：【剛腕】【棒術】【格闘術】【屈強】

　種族スキル：【嗅覚強化】【聴覚強化】

　能　力：体力Ｃ、魔力Ｇ、腕力Ｃ、知力Ｅ、俊敏Ｃ、器用Ｄ、幸運Ｅ

────────────────────────

　氏　名：ハンナ（強化後）

　ジョブ：武闘王　レベル二十八

　スキル：【剛腕】【棒術】【格闘術】【屈強】【身体強化】【暗視】【俊足】【気配感知】【怪力】【頑丈】【鉄壁】【偽装】【逃げ足】【絶対防御】【手加減】【直感】【影縫い】

　種族スキル：【嗅覚強化】【聴覚強化】

　能　力：体力Ａ、魔力Ｅ、腕力Ａ、知力Ｃ、俊敏Ａ、器用Ｂ、幸運Ｃ

────────────────────────




　ハンナが新たに得たスキルは、【身体強化】【暗視】【俊足】【気配感知】【怪力】【頑丈】【鉄壁】【偽装】【逃げ足】【絶対防御】【手加減】【直感】【影縫い】だ。




────────────────────────

　氏　名：サーニャ（強化前）

　ジョブ：アウトファイター　レベル八

　スキル：【投擲】【腕力強化】【気配遮断】

　種族スキル：【回避】

　能力：体力Ｅ、魔力Ｇ、腕力Ｃ、知力Ｄ、俊敏Ｃ、器用Ｃ、幸運Ｆ

────────────────────────

　氏　名：サーニャ（強化後）

　ジョブ：アウトファイター　レベル八

　スキル：【投擲】【腕力強化】【気配遮断】【剛腕】【身体強化】【暗視】【俊足】【気配感知】【怪力】【屈強】【頑丈】【鉄壁】【偽装】【逃げ足】【絶対防御】【手加減】【直感】【影縫い】

　種族スキル：【回避】

　能　力：体力Ｃ、魔力Ｅ、腕力Ａ、知力Ｂ、俊敏Ｃ、器用Ａ、幸運Ｄ

────────────────────────




　サーニャが新たに得たスキルは、【剛腕】【身体強化】【暗視】【俊足】【気配感知】【怪力】【屈強】【頑丈】【鉄壁】【偽装】【逃げ足】【絶対防御】【手加減】【直感】【影縫い】だ。




　姉妹だからか、同じ狼獣人だからか、それとも同じ物理系のジョブだからか、手に入れられるスキルの系統は同じだった。

　全能力は二段階アップしたが、レベルが上がれば能力はさらに上がるし、スキルも覚えるだろう。

　共に物理系のジョブだけど、【影縫い】だけが『魔力』を消費するスキルだ。【影縫い】一つだけなら『魔力』をそこまで消費することもないので、問題ないはずだ。




「「ご主人様……」」

　二人は呆けているが、まだまだあるぞ。

「次は装備を創るぞ！」

　と思ったらカナンからストップがかかった。

「ご主人様、まずはハンナとサーニャの好みを聞いて差し上げてはいかがでしょうか？」

　そりゃ～そうだ、いいこと言うね！




「ハンナはどんな装備がいいかな？」

「ありがとうございます。私はメイド服でお願いします！」

「え？　メイド服？　戦闘用だぞ？」

「ご主人様の給仕をするのは私の役目でございます。ですからメイド服がほしいです！」

　ハンナはこだわりを持っているんだね。

　よし、メイド服だろうがビキニスーツだろうが、創ってやるぞ。

　エンペラードラゴンの素材を【素材保管庫】から取り出して【等価交換】で装備を創っていく。




　伝説のイヌミミブリム　：　聴覚強化（極）の効果があるモエモエメイド装備だお～。ご主人様～モフモフですよ～♪

　モエモエメイド服　：　物理攻撃耐性（極）、魔法攻撃耐性（極）の効果があるモエモエメイド装備だ、ご主人様～っ！

　メイドグローブ　：　腕力を一ランク上昇させる効果があるモエモエメイド装備！　素手で触るなんて……

　モエモエニーハイソックス　：　俊敏を一ランク上昇させる効果があるモエモエメイド装備！　首に巻くんじゃない！

　モエモエブーツ　：　蹴撃威力増大（極）の効果があるモエモエメイド装備！　匂いを嗅ぐんじゃない！

　鉄拳サック　：　我につぶせぬ物はない！　貴様のチ●コもつぶしてやろうか！




　……相変わらずの説明だな。

　それと犬耳じゃなくて狼耳だぞ？　ハンナの矜持は大丈夫なんだろうかと思ったら、「ご主人様が犬だと言えば犬になります！」だってさ。

　とてもありがたいことだが、そこまで要望してませんから！

　それから、鉄拳サックの説明は大丈夫なのか？　俺は勘弁だぞ！




「ご主人様、ありがとうございます！」

「おう、死なない程度に頑張れよ」

「はい！」

　なぜ頭を出してくる……これはケモミミをモフモフしろと言うのか!?

　いいのか？　いいんだよな？　ケモミミ……うっはー、ケモミミ気持ちいい！

　カナン！　自分の耳をちぎって頭の上につけようとしないで！　止めて、悪かったって！




「つ、次はサーニャだな。どんなのがいいんだ？」

　俺はカナンから視線を外して、サーニャに視線を固定する。

　ハンナはまだ頭を俺の方に出してくる。嬉しいけどカオスだ。




「はい、私は身軽な革鎧でお願いします！」

　サーニャはカナンとハンナを見ても普通に返してきた。今の二人に触れてはいけないと分かっているようだ。

　お兄さんは空気の読めるサーニャがいて嬉しいよ。




「私は【投擲】が攻撃手段ですから、よろしければ投げ斧を頂けないでしょうか？」

「投げ斧？　斧を投げるのか？」

「はい！」

　こわっ！　投擲武器って斧もありなのかよ！

　短剣とか槍はメジャーだけど斧か～、少しも頭の中になかったわ～。

　それでも俺はサーニャの要望に応えるべく再びエンペラードラゴンの素材を出して装備を創ることにした。




　ケモミミヘッドカバー　：　聴覚強化（極）の効果があるケモミミのケモミミによるケモミミのためのヘッドカバーだぞ！

　帝竜の革鎧　：　物理攻撃耐性（極）、魔法攻撃耐性（極）の効果がある革鎧。スリムなあなたにピッタリな一品です！

　帝竜の篭手　：　投擲威力増大（極）の効果がある篭手。スタイリッシュな一品に仕上がってします！

　帝竜の膝当て　：　俊敏を一ランク上昇させる効果がある膝当て。この鱗模様がとっても綺麗ですよ！

　帝竜のブーツ　：　回避力アップ効果のあるブーツ。お嬢様のようなアクティブな方にピッタリです！

　帝竜牙トマホーク　：　投擲用の小型斧。四本セットで自己再生機能があり、投擲後は自動で持ち主の元に帰ってくるよ。血まみれなあなたにピッタリな一品です！




　……ヘッドカバーだけなぜ帝竜とつかない!?

　それになぜケモミミがつく!?　まるで俺がケモミミが大好きな変態と言っているようじゃないか！　俺の趣味のようで極めて遺憾だ！

　いや、好きだけど……。




　帝竜牙トマホークもどうなんだよ？　わざわざ血まみれって説明で言わなくてもいいのに……このフレーバーテキスト書いている奴が誰なのか気になる。

　とはいえ、追及できないんだよな～。




「わ～すごいです！　ご主人様、ありがとうございます！　お姉ちゃん、見て見て！」

　帝竜牙トマホークを手に取ってブンブン振り回しながら笑っている美少女の図。カオスだ。

「さ、サーニャもがんばれよ……」

　顔が歩なだけに感情的には微妙だが、本人が戦いたいと言うのなら、俺はそれを叶えてやりたいと思う。

　日本では歩に何もしてやれなかったので、せめてもの俺の気持ちだ。

「はい！」




　ひとしきり喜んだ狼獣人姉妹は俺の前で着替えを始めた。

　まぁ、サーニャは服の上に革鎧を着けるからいいが、ハンナは全裸になって着替えている。なんてけしからん胸をしているんだ！




「お姉ちゃん大胆！」

　サーニャがハンナの大胆さに驚愕の表情だ。
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「何を言っているのですか！　奴隷たるものご主人様に全てをお見せするのが当然なのです！」

　え？　そうなの？　そう言えばカナンも俺の前で全裸になっていたけど、奴隷ってそういうものなの？

　……サーニャは着たばかりの服を脱ぐんじゃない！　止めんか！




「ご主人様、鼻血が……」

　カナンが俺の鼻血を拭いてくれる。

　俺の周りにいる女の子三人はなんてけしからんボディーをしているのだ！

　くそ、サーニャは歩の顔をしているから、異性対象ではないはずなのになんでこんなに胸がぞわぞわするんだ!?





▼▼▼






　ゴリアテたちを強化したので、エイバス伯爵から報酬として三千万ゴールドをもらった。

　エイバス伯爵は国内最高レベルどころか、世界でも有数の戦力を手に入れてご満悦のようだ。




　ロッテンはエイバス伯爵の家臣に復帰したが、今まで通りの騎士団の大隊長というわけにはいかなかった。だから警備隊の小隊長におさまったそうだ。

　警備隊というのは街中の警備の他に、領内全てを回って魔物を間引いたり盗賊を捕縛したりするのが仕事らしく、ロッテンは魔物を間引く部隊を率いているそうだ。

　そんなロッテンは今日も部隊を率いて魔物討伐に向かっているそうだ。




　エイバス伯爵やアリーたちに別れを告げた。

　ゴリアテは鼻水を流しながら別れを惜しんでくれた。それは嬉しいが、抱きつくな！

　ゴリアテを殴り飛ばして集まってくれた奴らと別れの挨拶を交わす。




「寂しくなるな。いつでも遊びにきてくれ」

「短剣ももらっているし、気が向いたらまたくる」

　普通そんなことしないだろうに、エイバス伯爵はわざわざ門まで見送りにきてくれた。




「スメラギ様、また逢う日までご壮健でいてください」

「アリーも元気でな」

　キツネミミをピコピコさせて笑顔を向けてくれる。美人の笑顔を見るってのは心がうきうきするね。




　伯爵邸をあとにして俺たちはサイドルにも別れを告げた。

「そうですか、寂しくなりますね……」

「サイドルの儲けが減ってしまうな、すまん」

「いえいえ、スメラギ様にはカナンを引き取って頂いたご恩があります。そのご恩をお返しできていないので心苦しい限りです」

　サイドルの人柄なのか、自分の娘でもないカナンの冤罪を晴らし救ったことに恩を感じているようだ。

　でも結局カナンは俺の奴隷に戻ってしまったのだから、あまり恩を感じられると俺の方がかえって恐縮してしまう。





▼▼▼






　グレートバードが通常の生息域から出てきたのが気になって、ボルフ大森林の中を確認したら、魔物の大群がアルグリアへ向かっているのを確認した。

　この群れを放置すれば、アルグリアは壊滅するだろう。

　いくらゴリアテたちを鍛えたと言っても、レベル百程度のゴリアテたちでは勝てる要素がない。

　魔物を殲滅するのはハンナとサーニャのレベル上げに丁度いいだろう。しかし、その前にやることがある。

　ハンナとサーニャの限界突破だ。




　ボルフ大森林の中を進むと丁度いい魔物を見つけた。

　シルバーエレファントという象の魔物で、体が銀色に輝いているので見た目が非常に美しい。

　しかし見た目とは正反対に気性が荒く、怒らすと大木を薙ぎ倒して突進する魔物だ。

　シルバーエレファントのレベルは二百三十なので、ハンナの三段階目の限界突破にいいだろう。




「シルバーエレファントはハンナに殺ってもらう」

「はい！」

　黒霧を構え【手加減】を発動させて斬り込んだ。

（最近、こんなのばかりだな。もっと強い相手と戦わないと、戦いの勘が鈍ってしまうぞ）

（そのうちいいのを見繕ってやるから、待っていろよ）

　黒霧がぶつぶつと言ってくるが、今はハンナとサーニャのことが優先だ。




【手加減】を発動させてシルバーエレファントに斬りつけて瀕死にすると、【闇魔法】のダークバインドで動けないようにする。

「ハンナ！」

「はい！」

　合図を送るとハンナが【身体強化】【剛腕】【怪力】【俊足】を発動させシルバーエレファントに駆け寄り、全身全霊の一撃を放った。

　衝撃波が周囲に拡散するほどの一撃を放ったハンナは、その力に体が耐えられなかったようで右腕が爆散した。

　ハンナは『腕力』だけを上げすぎて『体力』を上げていなかったし、【俊足】を使って勢いをつけて殴った結果、肉体が耐えられなかったのだろう。




「お姉ちゃん！」

「ハンナさん！」

　ハンナの右手は爆散したが、シルバーエレファントも息絶えた。

　だらだらと肩口から血を流して、ハンナは顔面蒼白で痛みに耐えて歯を食いしばっている。右手が爆散したのに声一つあげないのはすごい。




「ハンナ、大丈夫か？　これを食え」

　歯を食いしばって我慢しているハンナの口に焼き肉を押し込む。

「噛まなくてもいい、飲み込め。カナン、水だ」

「はい！」




　焼き肉を咀嚼できないでいたハンナの口に水を流し込もうとしたが、なかなかうまくいかない。

　焦れた俺は口に水を含みハンナの口に流し込んだ。

「「ご主人様！」」

　カナンとサーニャが何か言っているが、今はそれどころではない。




「うぐ、ごく……」

　焼き肉を水で無理やり流し込むとすぐにハンナの右腕が再生しだした。見慣れているが、相変わらずグロテスクな光景だ。

　右腕の再生が終わったところで念のためにもう二切れ食べさせておく。




「……ご主人様が優しいです……」

　おい、失礼なことを言うな！　俺はいつでも優しいだろうが！

「カナンの時はとてもスパルタでした。やはり耳なのですか!?」

「耳じゃないし、カナンだって猿に取り囲まれていたところを助けてやっただろ！」

「む～、そうなのですが～……」

　なんだか納得いかない表情だ。




　カナンの言いがかりに憤慨するも、俺は紳士なので女性に対して怒りを見せない。

　これもカナンに出会ったからだろうな。

　カナンのおおらかさ……天然なところが、捨てられて荒んでいた俺の心を癒してくれているのだろう。

　そういうところではカナンに感謝をしないとな。




「ご迷惑をおかけしました」

　焼き肉効果で右腕も顔色も元に戻ったハンナが頭を下げてくる。

　ちょっと顔が赤いのは血行がよくなったからだろう。

「気にするな。死ななければ俺の料理で治してやれるから、無理しないで頑張れ」

「はい、ありがとうございます！」




　次はサーニャの番だ。

　サーニャにはレベル二百二十のシルフェリアという魔物だ。

　見た目は可愛らしい愛嬌たっぷりの妖精のような容姿だが、その可愛らしい容姿につられて近づくと口がいきなりあり得ない大きさに開いて、尖った凶悪な歯で噛みついてくるのだ。

　頭全体が口かと思うほどの変貌ぶりに、初めて見た時はかなり精神を削られた記憶がある。




「ハンナの時と同じように弱らせるからトドメはサーニャだ。体力アップ系のスキルも使って強化しろよ」

「はい！」

　ハンナの右腕爆散を見ているのでサーニャも体力強化系のスキルを使わせることにした。

　帝竜牙トマホークを投げたら腕も一緒についていったでは恐ろしすぎる光景だからな。




　俺はシルフェリアに一瞬で接敵し黒霧を振りぬいた。

　悲鳴のような絶叫とともにシルフェリアの口がぱくりと開き、凶悪な歯が見えた。しかし、そんなものに噛みつかれる俺ではない。

　俺は【影縫い】を発動して、シルフェリアの動きを拘束した。




「サーニャ！」

「はい！」

　サーニャに攻撃の合図を送ると、ズバンッと重い音がしてシルフェリアの頭部（口）がはじけ飛んだ。

　これはシルフェリアがレベルの割に防御力が紙だったことと、サーニャが投げた帝竜牙トマホークの性能のおかげだろう。

　ハンナの時も右手は爆散したが、鉄拳サックは無傷で残っていた。エンペラードラゴン素材の武器はかなり強力だ。




　一気にレベルが上がって、レベル九十三となったハンナとレベル八十四となったサーニャの二人を、オーガジェネラル率いるオーガと戦わせてみる。

　雑魚オーガを二人が連携して殲滅させていく姿は戦闘種族を思わせるものだ。

　突撃したハンナがオーガを殴る蹴るの大暴れを見せて、死角からハンナを攻撃しようとするオーガに、サーニャの帝竜牙トマホークが炸裂する。

　姉妹だからかお互いの位置を見なくても認識している。アイコンタクトなどもしていない。

　なぜここまでできるのか不思議なくらい二人の連携は素晴らしい。

　そう言えば、俺は使う機会がなかったけど【連携】や【集団行動】といったスキルもあったな。

　二人には不要かもしれないけど、戦いの後に与えておこう。もしかしたらもっと高い次元でシンクロして戦えるかもしれない。




　オーガジェネラルの攻撃がことごとく空を切り、攻撃に合わせてハンナはカウンターを放っていく。

　見事なヒットアンドアウェイだ。まさに蝶のように舞い、蜂のように刺すだ。

　ハンナの美しい体捌きに翻弄され、オーガジェネラルはなす術がない。




　さらにオーガジェネラルの死角からサーニャが帝竜牙トマホークを投げつけるとドスッと大腿骨を切断した。

　太い足が切断され、絶叫をあげて倒れこむオーガジェネラルの隙を見逃すハンナではない。

　倒れこんで丁度よい高さになったオーガジェネラルの顔面に、ハンナの後ろ回し蹴りがクリティカルヒットした。

　口からはみ出していた大きな牙が無残に折られ、意識を刈り取られたオーガジェネラルは大の字に倒れるしかなかったが、そこにサーニャが投げた帝竜牙トマホークが脳天にめり込みダメ押しとなった。

　レベルが自分たちよりも高いオーガジェネラルであっても笑顔で圧勝するところを見ると、二人は本当に戦闘民族のようだ。




　地面に倒れている大量のオーガを回収して、このボルフ大森林へきた目的を果たしに向かった。

　そう、魔物の大群の殲滅だ。

　ボルフ大森林を北上すると、小規模な群れがいくつも南下してくるところに出くわした。

「ご主人様、これがそうですか？」

　ケモミミをピコピコさせサーニャが確認してきたので、振り向くと歩の顔があった。

　ドキッとして一瞬固まってしまった。

（何をしている。雑魚とは言え、敵を前に気を緩めるな！）

（お、おう……そうだな……）

　くそ、サーニャだと意識していないと、どうしても歩に見えてしまう。




「ご主人様？」

　サーニャが不思議そうに俺を見た。カナンとハンナも訝しげだ。

「なんでもない。こいつらは南下してくる大群に押し出されるように移動してきた群れだろう」

　俺は頭を振り、歩のことを記憶の奥に封印しようとした。だが、歩を忘れることなんて俺にはできない。

（ツクルは何を苦しんでいるんだ？　私に話してみろ）

（……なんでもない）

（ツクルと私は心で繋がっているんだぞ。ツクルの心が悲鳴をあげていることくらい分かっている。話せば楽になることもあるんだぞ）

（………）

　そうかもしれないけど、今はその時ではない。




　俺は三人の顔を見た。

　俺を心配してどうしたらいいのか分からない感じのカナン。

　自分が何か失敗をしたのかと不安そうな表情のハンナ。

　キラキラした目で俺を見て、不安も何もなさそうなサーニャ。

　三人とも俺が護るべき仲間……。そう、彼女たちは俺の仲間なんだ。




　ふーっと大きく息を吐き、改めて三人を見る。

「三人とも、これからあの魔物を殲滅する」

「「「はい！」」」

（吹っ切れてはいないが、収まったようだな）

（いずれ……いずれ、この気持ちに整理をつけられると思う）

（そうか。ならば、お前の成長を見守ろう）




「カナン、焼き尽くせ」

「畏まりました！」

　カナンは赤き賢者の杖を両手に持ち、顔の前に掲げると閉じていた目をカッと開いた。

「焼き尽くしなさい！　フレアストーム！」

　視界が炎の渦によって真っ赤に染まった。

　カナンが放った魔法は魔物だけではなく、森の木々や地面そして大気さえも焼き尽くさんとする勢いだ。




「あ、熱いです」

　サーニャが顔を腕で覆った。

「これはすごいですね」

　ハンナは常識外れの魔法の威力を目の当たりにして驚いている。

　離れていても頬がチリチリと焼けるほどの威力の炎は、百体ほどの魔物の群れを飲み込むと、飲み込んだ魔物の七割がたを屠った。




「よし、ハンナ、サーニャ、ＧＯ！」

「「はい！」」

　生き残った魔物も多くは瀕死に近いダメージを受けているので、ハンナがちょっと殴るだけで死体に変わっていく。

　そのハンナを援護するようにサーニャの帝竜牙トマホークが飛んでいき、動きの悪くなった魔物の急所に正確に命中する。

　ハンナが魔物に囲まれてもサーニャが上手くフォローして、レベルが上の魔物ばかりなのにハンナは無傷だ。

　そして二十分もすると魔物を完全に殲滅して二人は戻ってきた。




「ご苦労さん」

「いえ、この程度であれば大した苦労はありません！」

「お姉ちゃんの言うとおりです！　ご主人様に頂いた装備に恥じることのない働きをお見せします！」

　二人の鼻息はすさまじいものがあった。

　ここで二人ばかりを褒めるとカナンが拗ねるのでカナンも褒めてやる。

　実際、カナンの先制攻撃によって半数以上が倒れているのだから、褒めて当然だ。




「カナンもよくやったぞ」

　カナンの頭を撫でてやると、カナンは目を細めた。

「あ、ありがとうございます！」

　頬を赤くして俺が頭を撫でるのを受け入れている。




　いくつかの小規模の群れを殲滅しながら進んでいくうちに夕方になった。

「今日はここで野営だな。カナンはテントの設置、ハンナとサーニャは周囲に魔物除けのマジックアイテムを設置してきてくれ」

「「「はい！」」」




　カナンが設置するテントは見た目は二人用の小さなテントだが、中に入ると三十帖ほどの広さがあり、四台のベッドとソファーセットが設置されている。

　もちろん、空調も完備だ。快適空間を作っている。

　これはサイドルの店で買った魔法のテントを【等価交換】によって能力を大幅に上げたものだ。

　設置も簡単で地面において魔力を供給するだけだ。

　ただし、この快適空間を維持するにはそれなりの魔力がいるため、ハンナとサーニャでは設置ができない。




「テントを設置します！」

　カナンは同じくサイドルの店で購入した安物のマジックバッグから、魔法のテントを取り出し魔力を供給した。

　言うまでもないが、このマジックバッグも【等価交換】で能力を大幅に上げてあるから、大容量だけではなく時間経過遅延機能もついている。

　残念ながら時間停止はできなかったが、時間停止が必要なら俺の【素材保管庫】があるからいいだろう。




「「ご主人様、魔物除けの設置を完了しました」」

　ハンナとサーニャには四カ所に魔物除けを設置してきてもらった。

　魔物除けもサイドルの店で買ったが、そのままではこのボルフ大森林に生息しているような高レベルの魔物には効果がない。

　だからこれも俺の【等価交換】で効果を増幅している。

　エンペラードラゴンクラスならともかく、レベル二百のヘルベアー程度ならしっかりと効果を発揮してくれるはずだ。




　森の中での野営キャンプならやっぱりあれだよね。

「三人とも、ご苦労だった。今日の夕食はカレーだ」

　キャンプと言えば、カレーだ。カレーこそキャンプの正義なのだ！




「本当ですか！　やった～カレーだ、カレーだ、わ～い、わ～い」

　カナンが小躍りして喜んでいる。お前は子供か、と突っ込みたくなる。

　以前、香辛料スパイスが手に入った時にカレーを試しに作ってみたのだが、これがカナンには大好評だった。

　それ以来、カナンはカレーの虜になってしまったのだ。

　ハンナとサーニャは初めてのカレーなので、カナンが喜び踊る姿が理解できないようだ。




　カレーは数種類の香辛料を実のまま鍋に投入して炒めて、香りが立ってきたら玉ねぎをみじん切りにして、鍋に投入しあめ色になるまで炒める。

　弱火にしてすり下ろしたショウガとニンニクを加えまた炒めたらトマトを加え、モウ乳から作ったヨーグルトも加えてさらに炒めていく。

　ここで香辛料を粉にしたものを入れ、塩で味を調える。

　軽く混ぜながら美味しいエルリン川の水を加えてのばしていく。そして強火で沸騰させて水分を飛ばす。

　さらに香りをつけるために粉にした香辛料を加えて煮立たせる。

　これでルーの方は完成だ。




「そう言えば狼の獣人は玉ねぎを食べて大丈夫なのか？」

「狼と言いましても私たちは獣人ですから問題ありません。私は玉ねぎを使った料理が好きです」

「私は玉ねぎの辛みがちょっと……」

「ハンナは好きでサーニャは辛みが苦手と」

　玉ねぎは問題ない。基本的に人族の食べる物は食べられるそうだ。むしろ、生肉も食べることができるので人族よりも幅は広いそうだ。

　そうか、こっちの世界の人族は牛肉や馬肉などを生で食べたりはしないのか……。




　レベル百八十のジャイアントバッファローのバラ肉をサイコロ状に切り、別の鍋で炒め、適度に焼き色がついたら先ほどのルーと混ぜて、さらにトマトとモウ乳を加える。

　最後に隠し味としてコーヒー豆を粉にしたものを加えると完成だ。




　カレーだけでは寂しいのでから揚げとトンカツの揚げ物コンビを作る。他にゆで卵とチーズもつけてやろう。

　あとはエルリン川の水で炊いたご飯とカレーを皿に盛りつければ完成だ。

　もちろん、ご飯もルーもカナン用に大量に用意しているし、揚げ物コンビも大量だ。




　テーブルに大量の料理を置くと、ライオンが獲物を狙うような獰猛な目で見つめるカナンがいた。涎を拭けよ……。

「じゃぁ、食べるか……。いただきます」

「「「いただきます！」」」

　その瞬間、カナンはものすごい速度でカレーとご飯を一緒にスプーンですくい口に運んだ。

「お、美味しいぃぃぃぃぃっ！」

　美味しいと言ってくれるのは嬉しいが、泣かなくてもいいと思うぞ。




「「本当です！　美味しいです！」」

　ハンナ、サーニャ姉妹も喜んでくれたようだ。

「ご主人様、アムアム、このから揚げも、パクパク、美味しいです！　カミカミ」

「……そうか、カナンのために沢山作ったからな」

　食べるか喋るかどちらかにしろよな。

「ひゃい！　ゴホゴホ、み、みず～」

　食べ物を喉に詰まらせたカナンはハンナから水をもらうと一気に流し込んだ。

「ぷっは～、生き返った～」

「そんなに急いで食べながら喋るからだぞ。沢山あるんだからゆっくり食え」

「はい！」

　本当に分かっているのかよ。




　食事はカナンの一人舞台だった。

　山盛りだったから揚げやトンカツも平らげ、カレーだって大鍋で作ったのに空になった。

　あの細い体のどこに入っていくのか不思議だと思っているのは俺だけではないはずだ。

　ハンナとサーニャの姉妹も口をあんぐりと開けカナンを見ていた。

　この世界に大食い選手権があればカナンは有名選手となれるだろう。

　ちなみに俺の作った食事は一人前だろうが十人前だろうが、得られる効果は一緒だ。

　素材の数だけ効果もあるが、量による効果アップはない……はずだが……。

　カナンの魔法の威力を考えるともしかしたら食べた量が一定以上になると効果が上がったりするのかな？　今度検証してみるか。





▼▼▼






　翌朝、俺とハンナとサーニャはおにぎりを食べて軽く腹を満たしたが、カナンだけはガッツリ食べて腹を満腹にしていた。

「よし、いくか」

「「「はい！」」」

　それでも普通に動けるのだから、カナンの胃袋がどれだけ丈夫なのか確認してみたいものだ。




　強い魔物の群に追われるように弱い魔物の群れが追い立てられている。今回の弱い魔物の群れはオーガだ。

　多くのオーガは体の一部がなくなって死んでいく。それだけでハンナとサーニャの攻撃力が既にオーガを凌駕していることが分かるだろう。

　二人の戦闘センスは俺の常識を超えていた。オーガキングでさえハンナは子供のようにねじ伏せてしまったのだ。




　オーガの次はボアグノンだ。オーガ戦でレベルも上がって、ボアグノンの群れにも怯まず突撃したハンナの戦闘力は素晴らしい。

　狼対猿、狼は犬の仲間だから犬猿の仲に相応しく、壮絶な戦いが繰り広げられた。

　ボアグノンはトリッキーな動きを駆使して戦うが、ハンナはボアグノン以上のトリッキーな動きで木々の間を飛び回っている。

　サーニャが的確にハンナを援護しているので、ハンナは危なげない戦いを繰り広げている。




　次はハイエナウルフだ。ボアグノンどころではない数だから、一体一体倒していくハンナやサーニャの攻撃は非常に効率が悪い。ここからカナンの出番だ。

「カナン、焼き払え！」

「はい！　……えい！」

　可愛い声と共に視界が真っ赤に染まるほどの範囲を燃やし尽くすカナン。

　ハイエナウルフはカナンの範囲攻撃を受けてかなり減ったが、それでもまだ数百匹はいる。




「ハンナ、サーニャ、ＧＯ！」

「「はい！」」

　俺の声でハンナが突貫した。ハンナが通った後にはハイエナウルフのバラバラ死体が転がっていた。

　ハンナもすごいが、サーニャが投げる帝竜牙トマホークがすごいことになってきた。

　一投で数匹から十数匹を餌食にするのだ。まるで帝竜牙トマホークが意思を持っているかのようにハイエナウルフを断ち切っていく。




「貫け！　ガトリングファイア！」

　小さな火の玉が高速で飛翔していく。一度に百個以上の火の玉が飛んでいくので、残っていたハイエナウルフは数を一気に減らした。

　この火の玉はハイエナウルフ程度なら貫き、そして燃やしつくすほどの威力を持っている。

　ハンナの機動力とサーニャの支援力もすごいが、やはり数に対するにはカナンの魔法が一番だ。




　ハンナやサーニャから見たカナンの魔法は常識外れらしい。逆にカナンから見ればハンナとサーニャのケモミミ物理姉妹も常識外れらしい。

　俺から見たら三人とも常識がなくなってきたと思う。つまり俺だけが常識人だ。

「「「ご主人様が一番常識外れです！」」」

　なぜそこでハモる!?




　これまで戦ってきた群れは大群の先遣隊のようなもので、この後にはレベル二百オーバーの魔物が控えている。それが本隊と言って良いだろう。




「ぷっは～、ご主人様の作られたジュースは美味しいです！」

　カナンが小瓶に入ったジュースを飲み干したが、風呂上がりのオヤジみたいに腰に手を当てて飲むなよと言いたい。

　カナンが飲んでいるのはオレンジから搾ったジュースに魔力が回復する効果を与えている物だ。

　小瓶に分けて、十本をカナンに渡してある。




「カナン。ハンナとサーニャの休む時間を稼いでくれ」

「分かりました！」

　魔力の回復したカナンはガトリングファイアを撃ちまくる。範囲攻撃の中でも魔力の消費が抑えられるガトリングファイアは圧倒的多数に対して使いやすい魔法のようだ。

　これは【魔力操作Ⅲ】を持っているカナンだからできることでもある。




「まったく、なんて数なのでしょうか……」

「お姉ちゃん腕が上がらなくなってきたよ……」

　カナンの援護で後方に引くことができたケモミミ姉妹はかなり疲れていた。

　特に前線で縦横無尽に動き回っていたハンナは疲労困憊寸前だ。




「これを食べろ。疲れがとれるぞ」

　二人に渡したのは忙しい戦場でも簡単に食べることができるハンバーガーだ。

　具はシンプルにジャイアントバッファローの肉で作ったパティ、レタス、玉ねぎで、トマトケチャップとマスタードで味つけをしている。




「はむ、かみかみ……美味しい！　それに疲れが吹き飛びました！」

「はむはむ……本当だ～、腕が上がるよ、お姉ちゃん！」

「「ご主人様、ありがとうございます！」」

「おう、辛くなったらこれを食べろ。行儀は悪いが動きながらでも食べられる。魔物を相手にしていておかしな話だが、安全第一だぞ」

「「はい！」」

　疲れがにじみ出ていた表情が一変した二人は元気いっぱいで戦線に復帰した。




　都合、十時間。やっと魔物の群れをせん滅したが、俺の作ったジュースやハンバーガーで魔力や肉体疲労、精神疲労を常に回復していたから、三人の表情は明るい。

「よし、今日はここまでだな。後方に下がって野営をするぞ」

「「「はい」」」




　後退したら野営の準備だ。

「よし、今日は三人とも頑張ったからスペアリブとパエリアにするぞ」

「スペアリブ？　パエリア？　それはどんな料理なのですか？」

　この世界にはスペアリブやパエリアはないのか？

「スペアリブはダンガーピッグの骨付きばら肉を甘辛いタレに漬け込んだものを焼いた料理だ」

　ダンガーピッグはレベル百八十の豚型の魔物で牛ほどの大きさがある。

　見た目はおっとり系で大きさを除けば可愛らしいのだが、近づくと縄張りを荒らされたと思い怒り狂って襲ってくる狂暴な魔物だ。




「うわ～美味しそうですねぇ～」

　カナン、涎を拭け！

「聞いただけで食欲が湧きますね」

「ダンガーピッグなんて食べられるのは世界広しといえど、私たちだけですよね。楽しみです！」

　ケモミミ姉妹はいいコメントするね。お兄さん、頑張っちゃうぞ！




「パエリアは米料理の一種だな。色々な具を入れた料理だ。これも美味いぞ」

「じゅるる～。ご主人様、早く食べたいです！」

　わ、分かったから涎を拭けよ！

「「楽しみです！」」




　ケチャップと醤油、砂糖、酒、マスタード、ニンニクのおろしたもの、ショウガをおろしたものをボウルに入れてタレを作る。

　ダンガーピッグの骨付きばら肉をタレに漬け込みしばらく馴染ませる。

　程よく味がしみ込んだら本来はオーブンで焼くけど、ここは【究極調理】で焼く。

　全ての工程を【究極調理】で一括でできるが、それでは楽しみがないから、できることは自分でしている。

　醤油ベースのタレが香ばしい香りを立たせる。

　その匂いを嗅いだカナンの目が獲物を狙う猛禽類のように鋭い……。




　パエリアはエルリン川で獲ったエビと貝、そしてグレートバードのもも肉を具にした。

　巨大なフライパンに油をひいてニンニクを炒め、そこへ玉ねぎ、ピーマン、キノコ類を入れてグレートバードのもも肉と一緒に炒める。

　さらにといだ米を入れてさっと炒めたら、水を入れて塩コショウで下味をつけ、ケチャップを入れてから色づけにサフランを入れる。

　最後にエビと貝を入れ蓋をして炊くと出来上がりだ。

　蓋を取るとニンニクベースの食欲を誘う香りが立ち上る。

　カナン君、涎を拭けよ。




　肉と米だけでは寂しいので最後にサラダを作る。

　レタスを適度な大きさにちぎり水にさらしておいた玉ねぎのスライス、キュウリ、トマト、そしてコッコというレベル百の鶏のような魔物の胸肉の薄切りを盛りつける。

　そこにレモンベースの少し酸っぱいけど爽やかなドレッシングをかけた。




　出来上がったスペアリブ、パエリア、サラダを机の上に並べ取り皿を置く。

　匂いがすきっ腹の俺たちを誘ってくる。

「わ～、いい匂いです！」

　カナンの目は料理から離れない。

　料理を右に左に動かすと、待て状態の犬のようにその動きに連動してカナンの顔も右に左に動きそうだ。




「食欲を誘う匂いですね」

　ハンナは相変わらずクールビューティーで食べ物では釣られない感じだね。

　皆の取り皿にパエリアとスペアリブを取り分けていくその姿はメイドそのものだ。

　カナンの皿に料理を取り分けようとしたが、そこでハンナの手が止まる。カナンの無言のプレッシャーにあてられているようだ。

　……山のように盛られたパエリアにドンッとスペアリブを積み上げていく。

　それを見たカナンの頬が緩む。口元も緩み涎が……。

　俺とサーニャはパエリアとスペアリブだけじゃなく、サラダも大盛のカナンの取り皿を見て苦笑いを浮かべた。




「お姉ちゃん、これがダンガーピッグの肉なんだね！」

　なぜかサーニャはダンガーピッグの肉に執着心を見せる。

　過去の彼女とダンガーピッグとの間に何があったのだろうか？




「よし、カナンも待ちきれないようだから食べるぞ。いただきます」

「「「いただきます」」」

　俺は最初にサラダを食べる。どの野菜も瑞々しく新鮮なのが分かる。レモンベースのドレッシングは爽やかな風味で俺は好きだ。




　次はパエリアに口をつける。ニンニクの香りが鼻を抜けていく。美味い。

　他人のニンニク臭は好きではないが、食べるのは好きだ。寧ろ好んで食べる。

　今度餃子でも作ろうかな。ニンニクが効いた餃子も美味いよな。




　そしてメインディッシュのスペアリブを手に取りかぶりつく！

　醤油タレの風味が肉の臭みを消しているし、しっかりとした歯ごたえもある。

　脂身も上品な甘さだし胃がもたれるようなしつこさはない。素直に美味しい。




「ご主人様、美味しいです！」

「そうか、沢山あるからな」

「はい！」

　カナンの手と口が止まらない。

　まるで料理専用のブラックホールのようなカナンはどんどんお代わりをして、巨大なフライパンのパエリアと山のようにあったスペアリブが消えていく。

　サラダは最初に盛りつけられたものをちょびちょびと箸休めのように食べている。

　サラダが嫌いというわけではないが、主食とメインディッシュを食べるのに全力を注いでいるようだ。




　ハンナとサーニャの姉妹は一般的な食欲だ。

　獣人なので普通の人族（カナンは例外）に比べると食べる量は多いようだが、誤差範囲だろう。

　俺的には大して食べてもいないのに「お腹いっぱい」とか言う若い女性は好きではない。

　歳を取って食が細くなったとか、病気で食欲がないと言うのなら仕方ないが、健康なら食え！　と言いたい。

　それに残されると、そんなに不味かったのか？　と少し落ち込むのもある。

　カナンのように沢山食べてくれる女性の方がどれだけいいか。これは料理を作る側の考え方だけどな。





▼▼▼






　翌朝も魔物の群れとの戦いは続く。

　ヘルベアーやムスクレパードのようなレベル二百以上の魔物が数十体。これが本隊のようだ




　ヘルベアーが地響きを立てながら進んでくると、カナンの広範囲殲滅魔法が炸裂した。

　焼けただれた皮や肉の放つ臭いが周囲を覆うと、これが戦端となりハンナとサーニャが前に出る。




「はぁぁぁぁぁっ！」

　カナンの魔法で瀕死のダメージを負っているヘルベアーを殴り飛ばして勢いをつけたハンナは、そのままムスクレパードに蹴りをいれて頭を吹き飛ばした。

「やぁっ！」

　同時にサーニャの帝竜牙トマホークもヘルベアーの頭を吹き飛ばした！

「私も負けてられません！」

　カナンの魔力が膨れ上がるとガトリングファイアが放たれた。カナンの無詠唱も板についてきたな。




　ガトリングファイアはムスクレパードなどの動きが速い魔物には避けられることもあったが、それでも二十体ほどが大きなダメージを負った。

「よし、俺も暴れるか。カナンはハンナとサーニャの援護を頼むぞ」

「はい！」

　レベル百代の雑魚でレベルを上げる必要がなかったので今まで手を出さなかったが、本隊の後方から迫ってくる大きな反応の奴だけは別だ。




「ハンナ、サーニャ、雑魚は任せたぞ！」

「は、はい！　お任せ下さい！」

「ご主人様、行ってらっしゃいませ！」

　俺は二人と二人が戦っている魔物を飛び越えその後方から迫ってくる奴を迎え撃つことにした。




（ツクル、この先にいるものは強敵だぞ。心しろ！）

（おう、さっきから鳥肌が立っている。化け物がいるのは確実だ）

　ドンッ。黒霧と話しているとまるで壁にでもぶつかったような衝撃を受け足を止める。

「っ!?」

　背筋がぞわぞわして気持ちが悪い。




「あら、何か来たと思ったら人族ですか？」
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　今、俺の目の前には空中からスーッと降りてくる女性の姿がある。

「まさかの人間かよ……」

　見た目は人族の女性。容姿が半端なくいい。

　長くて綺麗なストレートの銀髪をゆらゆらと揺らしながら降りてくるその姿は天使かと思えるほどだ。

　しかもその目は金と銀のオッドアイ。見つめられると、吸い込まれそうになる透明感のある瞳だ。




「あなたがこの森を荒らした張本人ですか？」

　森を……荒らした……だと？

「我らが治める森で好き勝手していたのでしょ？」

「………」

　一瞬でも気を緩めればあっという間に意識を持っていかれそうなプレッシャーを放ってくる。




「この森の魔物を追い立てて何をするつもりですか？」

　この魔物の大移動はこの美人が仕組んだんじゃないのか？

「……お前は何者だ？」

「聞いているのは私ですよ」




（あれはエルフだな）

（エルフ？　そういえば耳が長く尖っているな）

（おそらくはエンシェントエルフだ）

（エンシェント……太古のエルフ？）

（エルフの原種にして始祖のエルフだな。エルフでも珍しいのに、さらに珍しいエンシェントエルフとは、当たりを引いたな！）

　声高に笑う黒霧。めちゃくちゃ嬉しそうだな。俺は嬉しくないぞ。




　それは突然だった。

　とっさに黒霧を抜いて防御しなかったら、今頃俺の体は真っ二つになっていただろう。

　目の前のエンシェントエルフは俺に向かって風の刃を飛ばしてきたのだ。

　無意識に防いだが、それでも俺の左腕は大きく切られもう少しで完全に切断されるところだった。




「問答無用どころかいきなりだな！」

「ほう、あれを防ぎますか。面白い。あなたは本当に人族ですか？」

「人の話は無視か!?」

「うるさいですね。いいですか、この森は我らエルフの聖域です。そこに無断で入り込んだあなたは問答無用で有罪なのです！」

　あ～これは、言葉を理解できるのに通じないってやつだな。




「だったら看板でも立てておけよな。それにこの森がお前の土地だと俺は認めていない！」

「うふふふ、口は立つようですね！」

　その瞬間、また見えない風の刃が飛んできた。

　話している間に左手の傷は【超再生】の効果で完治しているが、また切られてはたまったものではない。

「ハッ！」

　黒霧を一閃し風の刃を打ち落とす。




「愚かな人族。苦しまずに死ねたものを」

「うっせー！　こっちとら死の間際まで行ったことは一回や二回じゃないんだ。簡単には死なねぇぞ！」

（右だ！）

　ちぃぃぃっ！

（左！）

　くそたれがっ！

　エンシェントエルフの奴、詠唱もせずに連続で致死性の魔法を放ってきやがる。

　だが、俺だって伊達に剣聖なんて称号があるわけじゃないんだ！

「格上が相手だろうと、俺と黒霧のコンビは最強だ！」

（よく言った！　それでこそ我が相棒だ！）

　黒霧が嬉しそうに俺を褒めてくれた。




「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　無数に飛んでくる風の刃を躱し、俺は上空にいるエンシェントエルフに迫る。

「甘いですよ」

「ぐはっ……」

　目の前に現れた竜巻に弾き飛ばされ俺は地面にたたきつけられた。

　竜巻に弾き飛ばされたときに細かい風の刃によって無数に切りつけられ、体中から血が流れ出ていく。

（不用意に近づくからやられるのだ。相手をよく見ろ！）

（言われなくても、見ているってーの！）




「風使いのようだな。なら、俺だって剣聖の誇りにかけて！」

【素材保管庫】から取り出した焼き肉を口に放り込んで噛まずに飲み込むと、足に力を入れ地面を蹴った。

「まだきますか、悪あがきを」

　余裕の表情のエンシェントエルフに猛スピードで接敵すると、奴は予想通り風の渦を発生させた。

「喰らえ！　三枚おろし！」

　風の渦を三枚おろしで切り刻み、打ち消してやった。

　この技は『調理師』ならではの剣技を編み出したいと思って創り出したもので、鋭い斬撃を数回発生させる剣技だ。スキルではない。




「おら！　皮剥ぎ！」

　これも俺のオリジナル剣技で、魚をさばく工程にヒントを得た剣技だ。

　威力は三枚おろしに譲るが、手数はこちらの方が上だ。

　俺の皮剥ぎを受けてエンシェントエルフがたまらず引いた。




「……まさか、私に攻撃を当てるとは思ってもいませんでした」

　着ていた服がパラパラと落ちていき、一糸まとわぬ姿になったエンシェントエルフだが、まだ余裕がある。

　エルフっていうだけあって綺麗な体をしている。胸は気持ち程度の膨らみだが、雪のように白く透明感のある肌には見惚れるものがあるぜ。

　しかも、下の毛も銀色なんだな！




「全てがお前の思い通りになると思うなよ！」

「ふふふ、面白い。私に本気を出させる者はいつ以来でしょうか」

（エルフは長寿だ。エンシェントエルフともなれば寿命はないと思っていいだろう。あれは絶対ＢＢＡだぞ！）

（お前、ＢＢＡなんて言葉どこで知ったんだよ!?）

（ふふふ……）

　笑って誤魔化しやがった！




「これからが本番ですよ。その前に貴方の名を聞きましょうか。これほどの者ですから墓石を造ってさしあげます」

「はんっ！　名前を聞くときは自分から名乗るもんだぜ！　礼儀知らずのＢＢＡさんよ」

「ＢＢＡ？　よく分かりませんが、減らず口の絶えない者ですね。いいでしょう、死出への手向けです。名乗りましょう。私はアンティア。エンシェントエルフのアンティア」

「俺はツクル。こいつは相棒の黒霧だ！　俺たちの名を抱いて逝けや」

　アンティアは不敵な笑みのまま俺の口上を聞いていた。沸点の低い奴なら簡単に挑発に乗るんだけどな。




────────────────────────

　氏　名：アンティア

　種族：エンシェントエルフ　レベル四百十五

　スキル：【危機感知Ⅱ】【魔力感知Ⅱ】【暴風魔法Ⅲ】

　ユニークスキル：【風を支配する者】

　エンシェントスキル：【第二の命】

　能　力：体力Ｓ、魔力ＥＸ、腕力Ｃ、知力Ｂ、俊敏Ａ、器用Ｃ、幸運Ｄ

　称　号：始祖エルフ、試練を課す者

────────────────────────




　む？　種族だと？

　このアンティアというエンシェントエルフは魔物と同じ表記か。

　しかもレベルが四百十五って俺より百も上じゃねぇか！

　参ったね、強いとは思っていたけど、ここまでレベルが上だとは思っていなかったよ。

　それにユニークスキルだけじゃなく、エンシェントスキルの【第二の命】、そして称号の試練を課す者ってなんだよ？　わけ分からんぞ！




「何かしましたか？　う～ん、鑑定系のスキルでしょうか？」

　アンティアには鑑定系のスキルがないので俺のステータスは分からないが、相手の強さは感覚で分かるのだろう。

　それに鑑定系のスキルを使われたことも分かるようだ。




「まったく、私の問いを無視しますか。もういいです。死になさい」

　アンティアが初めて手を動かすと、俺の周囲に無数の竜巻が発生し襲ってくる。

「黙ってやられるほど俺は甘くねぇぞ！」

　俺はレベル差二百以上を倒してここまでやって来たんだ。たった百程度の差なんて大したことないぜ！




　目の前に迫る竜巻の中に突っ込む！

「この程度！　鱗落とし！」

　剣技の鱗落としを発すると同時に【鉄壁】を発動しダメージを無効にするが、それでも身にまとっていた死熊のコートがボロボロだ。

　死熊のコートは結構気に入っていたから、ショックが大きい。

　この気持ちを黒霧にのせて【鱗落とし】を発動させ、竜巻を次々に封殺していく。




「やりますね。む!?　どこに行ったのですか!?」

　アンティアは先ほどまで俺を睨みつけていたのに、いきなりきょろきょろとし出した。いったいどうしたというのだ？

　あ～あいつか、変出者……嬉しくない称号。

　竜巻の中を強行突破したときに、存在のゴールドリングと死熊のコートが破損して機能しなくなったから俺が見えなくなったようだ。

　存在がいきなり路傍の石になってしまった。だから俺がどこにいるのか分からないってやつか……嬉しいのか、嬉しくないのか、びみょぉ～だな。




　しかしこれはチャンスだ！　やられてばかりは気に食わない！

　闇の中に入りアンティアの後ろに移動するとアンティアの心臓に黒霧を突き立てた。

「くっ!?」

「チェックメイトだ」

　気配を感知できない奴などレベルが高くても脅威ではない。今までは圧倒的なレベルで敵をねじ伏せてきたのだろうが、俺にそれが通じると思わないことだ。




　黒霧を引き抜き距離を取る。

　追撃してもよかったが、【野生の勘】がそれはダメだと言った気がした。

　アンティアは胸と口から血を流しているけど、その存在感が薄まることはない。




「やりますね。私の負けのようです」

　やっぱり死なないのか。そうなると、あのスキルのせいだな。

「死なないのは【第二の命】のせいか？」

「……まさかエンシェント種以外に負けるとは思ってもいませんでした。その通りです、【第二の命】があることで私は生き続けてきました。ただし、今すぐに致命傷を負えば私でも死にます」

「そんなことを教えてもいいのか？　俺はお前を殺そうとしているんだぞ？　もっとも、お前が先に戦いを仕掛けてこなければ何もしなかったけどな」

　アンティアは目を閉じると、口を釣り上げた。

「ふふふ……あははは」

　気でもふれたか？

「私はトラの尾を踏んだわけですね。降参です。私はツクルに降参します」

　降参かよ、あっけないな……。




　この世界にきて人族や獣人族、他にもエルフやドワーフがいるのはアルグリアで見聞きして知っていたが、まさかエンシェントエルフなんてものがいるとは思わなかった。

【第二の命】があることで、不老不死らしいが、永遠に生きるってどんな気分なんだろう？

　俺なら御免こうむりたいな。永遠の命があっても楽しくないだろ？　いつか飽きがくると思うんだ。

　それに命に限りがあるから一生懸命生きて、一生懸命生きるから楽しいんだ。今ならそう思える。




「それで、どうしますか？」

「ん？」

「私はツクルに降参したのです。つまり、私の処遇はツクル次第なのです。私を凌辱でもしますか？」

　凌辱って……俺をなんだと思っているんだよ……。





▼▼▼






　カナン、ハンナ、サーニャの三人と合流した俺は三人にアンティアを紹介した。

「魔物の討伐に向かったと思ったら、こんな美人さんを連れて帰ってきたのです!?」

　カナン君、俺がナンパ師のような言われ方は非常に不本意だ。




「英雄色を好むと言いますから、さすがはご主人様です！」

　ハンナよ、俺は英雄ではないぞ。




「皆同じように可愛がってね、ご主人様」

　サーニャよ、可愛がるのはいいが、内容によるぞ。




「うふふ、私は可愛い娘がほしいですね」

　アンティア、三人を挑発するようなことを言うなよ！　カナンたちの目の色が変わったじゃないか！




「ご主人様！　カナンは男の子と女の子がほしいです！」

「ハンナは十人くらい子供がほしいです」

「サーニャも十人くらいがいいかな」

　カオスだ。




　なんで女が集まるとこんなにうるさくなるのだろうか？

　俺は四人を横目に夕食の支度をした。今日の夕食はアイアンクラブ三昧だ。

　アイアンクラブは非常に硬い殻を持ったカニの魔物で、その身はとても美味しい。




　まずはカニ足をボイルして身をほぐしたらレタス、玉ねぎ、コーンの上にのせる。カニサラダだ。

　次はカニの身とカニ味噌を混ぜて、モウ乳のチーズをたっぷりのせてパン粉をふって焼く。そう、カニグラタンである。

　三品目はカニ足を生で食べるが、カニ酢がなかなか難しい。料理を作るよりカニ酢を作る方が難しいという罠があったが、完成だ。

　四品目はカニ鍋で、白菜、ネギ、シイタケ、焼き豆腐、そしてカニ足の身をこれでもかと入れたものだ。




「美味しいのです！」

　カニグラタンをひと口食べたカナンが涙を流している。

「ご主人様の作られる料理は超一流料理人でも作れません」

　品のよい食べ方はハンナだ。

「お姉ちゃん、ご主人様の料理を食べられてサーニャは幸せだよー」

　歩もそんな顔をして俺の料理を頬張っていたっけ……。




　たくさん食べてくれ、皆に美味しいと言ってもらえると俺は嬉しいぞ。

「あら、この野菜……とても美味しいですね。かかっている液体がいいのかしら？」

　エルフはベジタリアンが多いと勝手に思っていたからサラダを用意したが、アンティアはサラダだけではなく、カニグラタンにも手を伸ばしていた。

「そのサラダにかかっているのは特製のレモンドレッシングだ。気に入ってくれたか？」

「ええ、サラダも美味しいし、このチーズの焦げた料理も美味しいわ」

　綺麗な顔で綺麗な所作のアンティアは、出した料理全てを美味いと言ってくれた。




　ちょっと前まで命をかけた戦いを繰り広げた俺とアンティアだけど、今はなんのわだかまりもない。なぜか憎めないのだ。

　アンティアは世間知らずのエルフを体現する存在なのかもしれないな。なんだか飄々としていて憎めない。




「なぁ、あの魔物の大群は誰が仕掛けたんだ？」

　ちょっと気になったことを聞いてみた。

「私はツクルがその張本人だと思ったのですが、違っていました」

「なら、あの魔物の大群はなぜアルグリアの方に向かっていたんだ？」

「おそらく、魔族が関わっているのではないでしょうか。今思えば、魔族でしたら魔物を従えるスキルを持っている者もいますから」

　魔族か……。この世界に住んでいれば、いつかは出くわすかもしれない種族だ。




「しかし、魔族と一括りで言うけど、人族や他の種族と同じように、いい奴もいれば悪い奴もいるんだろ？」

「いいとか悪いとかではなく、お互いに相容れない存在なのです」

「どうして？」

「それは神の時代にまで遡ることになりますから、長くなりますよ？」

「……ご飯を食ってから聞こうか」

「そうですね」




　食事はやっぱりカナンの一人舞台だった。

　カニ鍋が終わるとおじやにしたが、ハンナ、サーニャ、アンティアはおじやがあるとは思っていなかったため、ほとんど食べられなかった。

　大きな土鍋に半分ほどあったおじやは、ほとんどカナンが一人で食べた。

「ふ～、食べたのです～。もうデザートしか食べられません」

　まだ食えるのか!?　やっぱりカナンの胃袋はすごい。




　食後、アンティアから長い話を聞いた。寝物語としては丁度いいものだった。

　数千年前にエルフ、人族、ドワーフ族、獣人族の四種族の連合と、巨人族と魔族の二種族連合との戦いがあった。

　結果として四種族連合が勝ったが、一つの大陸が滅び、六種族にとても大きな被害を出したそうだ。

　その戦い以来、この大陸の巨人族や魔族は迫害されてきた。

　戦いに敗れた巨人族と魔族は東の大陸に逃れたらしいが、東の大陸は俺たちが今いるこの大陸よりも環境が厳しく、屈強な体を持つ巨人族や魔族でも生活は大変だという。

　その後も四種族連合と二種族連合は小競り合いを繰り返して今に至っているわけだ。




　四種連合は何もなければお互いに不干渉の間柄であったが、この数百年は四種連合の一角である人族が、他の三種族と敵対している。

　人族の思惑は分からないが、このままでは二種連合がこの大陸で勢力を伸ばしてしまう。

　ボルフ大森林で魔物の大群と戦っていた俺たちの気配を感じ、エルフの聖地からアンティアが出てきたのも、そういった背景があるからだ。

　アンティアの話をまとめると、こんな感じだな。おかげでよく眠れたぞ。




　翌朝、俺たちは魔物の残党を掃討しつつアンティアの里に向かった。

「エルフの里に人族や獣人族が入るのはいつ以来かしら？」

「そんなに交流がないのか？」

「昨夜も話したように基本的に不干渉なのです。私たちエルフは森の中に住んでいるから、もともと他の種族との関係が希薄ということもあります」

　他種族との関係が希薄だってことは分かっているんだな。一応、引きこもりの自覚はあるわけだ。




　俺たちはアンティアに連れられて森の奥へ向かい、エルフの集落に到着した。

　今日はそこで泊めてもらうことになったが、エルフのアンティアへの信奉はものすごいものがあった。

　アンティアを見た瞬間、五体投地のように地面にうつ伏せになったので、最初に見た時はビビった。




「長老に会いたい。案内してください」

「は、はい！」

　一人のエルフにアンティアがそう言うと俺たちは長老の家まで案内された。

　エルフの長老が家から出てくるなり五体投地した。ここまで来るのに何十人もの五体投地を見てきたので、驚くよりも笑ってしまった。




「私とこちらの四人を、今夜一晩泊めてください」

「もちろんでございます！　始祖様にお泊りいただけるような立派な屋敷ではございませんが、精一杯のおもてなしをさせていただきます」

「よろしく頼みます」




　長老はどう見ても二十歳代にしか見えない。

　そういえば、このエルフの里に来て老人を見かけていないけど、老人でも目の前の長老のように若い容姿をしているのなら、見た目で歳は分からないということか。




　長老は俺たちにも丁寧な口調で接してくれた。

　アンティアは一人部屋で、俺、カナン、ハンナ、サーニャは四人で一部屋を使うことになった。

　最初は一人一部屋だったが、俺がそうしてくれと頼んで変えてもらったのだ。

　別にやましいことをするから一部屋にしてくれと頼んだわけではないぞ、カナンがこの世の終わりのような顔をするから、仕方なくだ。




「エルフは気難しい種族だと聞いておりましたが、長老さんはお優しい方でした」

「おそらく、アンティアさんが一緒だったからでしょう。私たちだけでこの集落にきていたらどうなっていたか」

　確かにアンティアへの信奉は半端ない感じだった。

　エルフの中には俺たちに敵意を持っていた者もいた。それはハンナも気づいていたようだ。

　そういうところはカナンよりもハンナの方が敏感だ。




　すぐに夜になった。

　アンティアがいるからかエルフの長老が宴会を行うと言うので、それならと俺も料理を作ることにした。

「客人にそのようなことをさせるのは……」

「客からの土産だと思ってくれ」

　長老は一度だけ断ってきたが、再度申し入れると受け入れた。断ったのは社交辞令なんだろう。




　エルフたちが用意したのはブラッククロウという芋虫の魔物の丸焼きだ。エルフって意外とワイルドだな。

　そんな俺の横でカナン、ハンナ、サーニャの三人は酷く動揺していた。

　獣人でも芋虫を食べないのかとハンナに聞いたら、「食べません！」と強く否定された。

　まぁ、人ほどの大きさの芋虫の丸焼きだから慣れないと食うのはきついかもな。




　俺は大丈夫だ。

　食材ならそれが芋虫だろうが、なんだろうが食べるのに抵抗はない。食材だから。

　俺が用意するのはアイアンキャンサー料理だ。アイアンクラブよりも大型のカニの魔物で、生でよし、茹でてよし、焼いてよし、の食材だ。

　殻がアダマンタイトくらい硬いので殻剥きが大変だが、そこは俺のスキルの出番だ。




　今日のカニ酢は昨日の物よりいい感じに仕上がっている。

　カニ酢をここまで作り上げるのに苦労した。しかし、その苦労を吹き飛ばすいい仕上がりだ。

　カニ酢は米酢、醤油、みりん、酒、そして昆布と鰹節の出汁で作った。

　ポートという町に行ってなければ昆布と鰹節の出汁はできなかっただろう。

　米酢、醤油、みりん、酒、出汁を一、一、一、一、五の割合で混ぜるとカニ酢が出来上がる。

　これが本当のカニ酢なのかは分からないが、美味しいと思う。




「こ、これは……アイアンキャンサーか？」

「本当だ、アイアンキャンサーの足だ！」

　エルフが騒いでいる。

　なんでもアイアンキャンサーは硬くてとても狩れないので食材としては非常に珍しいそうだ。

　納得だ、アイアンキャンサーは硬くて黒霧でも切るのに苦労したから。

　しかし関節部などの僅かな隙間に刃を添わせて切ると意外と簡単に切れるのだ。




「う、美味い！」

「なんという芳醇な味わいだ！」

　エルフ諸君が口々にアイアンキャンサーの刺身を褒めちぎった。

「このタレがまたアイアンキャンサーの肉に合う！」

　うんうん、そうだろう。よし、次は茹でカニを食え！




「なんだと、これもまた甘みが濃くて美味いぞ！」

「本当だ！　タレともよく合ってこれも美味い！」

　ははは、よきかな、よきかな。最後は焼きガニだ！

　焼きガニはカニ味噌に出汁を加えたタレで食べてもらう。




「なんという芳醇な味わいだ！」

　それさっき聞いたぞ。

「美味すぎる！　こんな食べ物があるなんて知らなかった！　五百年生きてきた中で初めての美味しさだ！」

　そこまで言うなら予定にはなかったけど、アンタにはこれを出してやろう！




「これは……この匂いはなんだ？　とっても食欲を誘う匂いだ……アツッ!?」

「ご主人様、これはグラタンですか？　カナンにはないのですか？」

「おう、カナンの分もあるぞ！　食え！」

　カナン用に巨大な器のグラタンを出してやった。

「ありがとうございます！　とても美味しいでふ！　ハフハフ」




「ツクルの料理は美味しいですね」

「アンティア、エルフの食はあまりよいとは言えないようだな？」

　少なくともブラッククロウを塩だけで焼き上げる料理はもう少し考えた方がいいだろう。

　焦げ臭いし、何よりもせっかくのクリーミーさが台無しになるほど焼いている。

　豪快というよりは雑な料理だった。

　ミディアムレアで焼いたらクリーミーさが引き立ってもっと美味しかったと思うが、それだと腹を壊すかな？




　エルフの集落で歓待を受けた俺たちは翌朝早く集落を後にした。

　集落を離れるときに多くのエルフがまた来いと言ってくれた。

　どうも昨夜のカニ尽くしが気に入ったようだ。

　人の心を掴むには胃袋を掴むことだとどこかの偉人が言っていたっけ。まぁ、俺の言葉なんだがな。




「私はこのツクルと行動を共にします。人族の寿命は短い。百年もすれば戻ってきますから、あとのことは任せましたよ」

「ははぁ！　お気をつけて行ってらっしゃいませ！」

　俺はあと百年も生きられるのだろうか？　それにしても百年というのに、散歩に出かける感じなのは長い年月を生きるエルフの時間感覚というものなんだろう。




「これからどこへ行くのですか？」

「クソジジィをぶっ飛ばしに行く」

「クソジジィ？」

　アンティアは不思議そうに聞いてきた。

「ご主人様の仇なのです！　ぶちのめす奴なのです！」

　カナンの鼻息が荒い。

「そのクソジジィがツクルの仇なのは、なんとなく分かりました。しかし、仇というのは尋常ではありませんね」




　俺から許可をもらったカナンは、俺のことをアンティアに話した。

　アンティアは納得したようだが、カナンは俺の話を盛りすぎだろ？　なんだよその地獄の業火に焼かれたって。

　俺は地獄に行ったことなんてないぞ。




　ついでにと言ってはあれだが、ハンナとサーニャもその話を聞いていた。

　ハンナ、サーニャ、アンティアの三人は俺が異世界人だと知っても態度は変わらなかった。

「別に異世界人だからどうこうはありません！　ご主人様は私をそばに置いてくださり、サーニャを助けてくださりました！」

「異世界人でも魔族でも、ご主人様はご主人様です！」

　ハンナとサーニャは受け入れてくれると思っていた。

　なんの確信もないけど、なんとなくそう思っていたんだ。

「うふふふ、慕われていますね。私も仲間に入れてもらいましょうか。これでもまだ番つがいはいないのです」

　何か勘違いしたエロフがいるぞ!?




「はいはいはーーーい！　カナンもいますよーーー！」

「なんだよ、その子供みたいな主張は。カナンは俺の家族だと思っているから、変に主張しなくても大丈夫だ。ハンナ、サーニャ、アンティアの三人が俺の家族となれるかどうかは、これからだな」

「やったのです！　カナンは家族です！　ではでは、ご主人様の子供がほしいです！」

「ぶふっ!?　ななな、何を言っているんだ!?」

　俺は飲んでいたお茶を吹き出してしまった。




「ご主人様は、他の男の人にカナンが抱かれてもいいのですか？」

「なんでそんな話になるんだよ!?」

「ご主人様がカナンに子供をくださらなければ、他の男の人の子供を産むか、一生子供を産まないことになります……」

　悲し気な目で見るなよ……。




「ご主人様の子種をハンナにもください」

「サーニャもほしいー！」

「うふふ、愛されていますね。もちろん、私にも子種をいただけるのですよね？」

「お前たちなぁ……」

　期待するような目で見るなよ。




　カナンもそうだがハンナも俺の奴隷なんだよな。奴隷は結婚の自由がないから、俺が……。

　その時俺はサーニャを見た。無邪気な笑顔を俺に向けてくる歩と同じ顔をした少女。

　さすがにサーニャはダメだ。カナン、ハンナ、アンティアは一歩譲っても、サーニャだけはダメだ。




「踏ん切りがつかないのですね。ならば、クソジジィとの戦いの後で構いませんから、結論を出してください」

「………」

　アンティアは長い年月を生きてきたためか、ゆったりとした考え方だ。

「そうだな。クソジジィをぶっ飛ばしたら皆のことをちゃんと考えるよ」

　正直言って、ハンナはいずれ奴隷から解放するつもりでいたから、俺にこだわらなくてもいいと思う。

　だけど、カナンは無理だよな。一度奴隷から解放されてたのに、俺との繋がりを求めてまた奴隷になるような奴だ。カナンは俺がしっかりと受け止めてやらないといけないだろう。

　サーニャは論外だし、アンティアはまだ知り合って間もないから、これから人柄を見て考えるさ。

　アンティアとの出会いは最悪だったけど、性格はさばさばして気持ちのいい女だ。

　幸いなことに彼女たちのことを考える時間はある。これからしっかりと考えよう。





▼▼▼






　ボルフ大森林をもう少しで抜けようという時だった。

　何かの気配を感じて空を見上げた。

「ご主人様……」

「ああ、くるぞ」

　カナンもそれの魔力を感じたようだ。

　ハンナ、サーニャ、アンティアの三人はまだ気づいていないようだが、それは急速にこちらに落ちてくる。




「隕石かしら？」

　アンティアが呟いた。この世界にも隕石があるのを今知ったよ。

　上空から落ちてくるのは確かに隕石のように見える。空気との摩擦抵抗によって発熱して真っ赤に燃え盛っている。

　それがこっちに向かって落ちてくるのだ。




「ご主人様、あれはなんでしょうか？」

「ハンナはなんだと思うんだ？」

「かすかにですが、殺気を感じます。隕石ではないと思います」

「そうだな。皆、警戒を怠るなよ」

　全員が頷いた。




　それが近づくにつれて殺気の密度が増していき、それを感じて皆の緊張が高まっていく。

「おっせーなぁ。もったいぶった登場の仕方が気に入らん。くるならさっさとこいってんだ！」

「じれったいのです。どれだけ待たせればいいのですか？　ご主人様、撃ち落としますか？」

　あれは俺たちのいるこの場所目がけて落ちてきているよな？　それを俺たちが指を咥えて待っている義理もないか。

「よし、撃て！」

「はい！」
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　俺の言葉を聞いてカナンの魔力が膨れ上がっていく。

　深紅の髪の毛が逆立ち膨大な魔力がカナンを包み込むと、紅き賢者の杖を天に掲げる。

　赤き賢者の杖の前にできた火の球が大きくなっていき炎の球になり、直系三メートルほどの炎の球が今度は収縮して青白い拳大の球になった。

「狙い打ちます！」

　どっかで聞いたようなセリフだが、それはいい。

　放たれた青白い拳大の球は猛スピードで飛んでいき、落ちてくる何かに当たると巨大な爆発を起こした。




「おおぉ、派手に爆発したな～、さすがはカナンだ」

　俺は素直にカナンの魔法の威力を褒めた。

「今の爆発であれの軌道が変わったようですね」

　ハンナは冷静に状況を分析した。

「帝竜牙トマホークでもあんな高い場所を狙って投げられないのです。カナンさん、すごいのです！」

　サーニャは目をキラキラさせてカナンを見た。

「ふむ、私の魔法と互角といったところでしょうか」

　アンティアは意外と負けず嫌いだった。




　カナンの魔法を受けて軌道が変わった何かは俺たちのいる場所から数キロメートル離れた森の中に落ちた。

　その際に爆発が起きて周囲の樹木を根こそぎ焼き、爆風で地面に大きな被害をもたらしたが、俺たちがいる場所から遠かったこともあって、俺たちにはなんの被害もない。




「ふふふ……ぶっ殺します！」

　アンティア、こわっ!?

　この森に住んでいるエルフたちの始祖であるアンティアは怒っていた。

　目が死んだ魚のようになって、眉間に深いシワを作り、こめかみには青筋が出ているので、アンティアがとても怒っているのがよく分かる。




　爆心地の爆炎が晴れてくると、黒い大きなものが見えた。

　それはとても大きく、ボルフ大森林の樹木をはるかに越える高さだ。

「ご主人様、山が落ちてきました!?」

　おそらく、この後にはあれとの戦いが待っていると思うが、カナンはなんだか楽しそうだ。




「本当に山のようです。何が出てくるか楽しみです」

　ハンナが戦闘狂になっている!?




「なんだかとても強そうだけど、戦って勝てるかな？」

　サーニャも戦う前提はハンナと一緒なんだな。さすがは姉妹だ。




「私の森を破壊した報いを受けてもらいましょう」

「俺がエンペラードラゴンと戦った時はもっと広範囲で森を破壊したぞ。主にエンペラードラゴンがやったんだけど」

「森に住む魔物との戦いで森を破壊するのと、むやみに森を破壊するのとでは意味合いが違いますよ、ツクル」

　鋭い視線で何かを見つめているアンティアの言葉を聞いて、カナンが俺の横でだらだらと汗をかいていた。

　俺もそうだけど、カナンも魔法を使う時は気をつけような！




　巻き上げられた土埃も落ち着くと、あれの全容が露わになる。

「人？」

　それはとても大きな人だった。

「巨人族です」

　アンティアが呟いた。

「ほえー、巨人族なんて初めてみるのです」

　カナンは初めて巨人族を見たようだ。

「尋常ではない殺気です」

　ハンナはあの巨人族が隠そうともしない殺気を感じて額に汗をかいている。

「なんなのですか、あれは!?」

　巨人族の殺気にあてられてサーニャは混乱気味だ。




「あれは巨人族のクラフトンですね」

「クラフトン？　そいつは有名なのか？」

　俺はアンティアの目を見て聞いてみた。相変わらず綺麗なオッドアイをしている。

「巨人族の始祖です。エンシェントジャイアントのクラフトンです」

　種族にはエンシェント種の他にオールド種がある。エルフの村の村長がオールドエルフで、アンティアの次に偉いエルフだった。

　エンシェント種はその種族に一人しかいないが、オールド種は複数存在した。もちろん、その下に一般のエルフがいる。




「巨人族のトップがここになんの用だ？」

「私が動いたので、様子を見にきたのではないのでしょうか？」

　エンシェント種というのは常にマークされているってことなのか？

「それとも魔物の大移動に関わっているのかもしれませんね」

　なるほど、その可能性もあり得るな。




「エンシェント種ってことはレベル的には四百代か？」

「そう思っていいですよ。ただ、以前遭った時よりも強くなっているように見受けられますね。それにあの時はもう少し小さかった気もします」

　エンシェント種ってことは少なくても数千年は生きていると思うけど、それでも成長するのか？




　ドシーン、ドシンと地響きをたててこちらに向かってくる

「バカデケーな」

「デカいだけが取り柄の蛮族です」

　アンティアはクラフトンを嫌悪しているようで、辛らつだった。

　クラフトンは背の高いボルフ大森林の木々の数倍も高い背丈をしている。おそらく百メートル近くあるんじゃないか。

　ぼさぼさの赤茶色の髪の毛に浅黒い皮膚、獣の皮を纏って、巨大な槌を持っている。見た目はデカい原始人だ。




「がーっははは！　アンティア、久しぶりだな」

　体がデカいと声もデカいようだ。鼓膜にびりびりと響いて痛い。

「我が森を踏み荒らすとは、また我らに戦いを挑みにきたのですか？」

　アンティアの視線は今まで見た中で一番厳しいものだ。そうとう嫌っているようだな。

「ふんっ。一対一では勝てぬからと、数を頼んだものが言うではないか」

　アンティアとクラフトンが世間話をしている間に、俺は必要な情報をもらうことにしよう。




────────────────────────

　氏　名：クラフトン

　種　族：エンシェントジャイアント　レベル四百九十五

　スキル：【危機感知Ⅲ】【気配感知Ⅲ】【巨人力Ⅲ】【破壊王Ⅲ】

　ユニークスキル：【力を支配する者】

　エンシェントスキル：【第二の命】

　能　力：体力ＥＸ、魔力Ｂ、腕力ＥＸ、知力Ｃ、俊敏Ｂ、器用Ｃ、幸運Ｅ

　称　号：始祖ジャイアント、試練を課す者

────────────────────────




　レベル四百九十五。レベルで言えばアンティアよりもはるかに強い。

　それに【巨人力Ⅲ】と【破壊王Ⅲ】は本当にヤバいスキルだ。

　スキル【巨人力】には【剛腕】や【身体強化】、それに【鉄壁】や【頑丈】など身体を強化するスキルが詰まっている。

　もう一つの【破壊王】にも【格闘術】や【槌術】など打撃系のスキルが詰まっている。

　つまり、こいつは破壊に関してのプロフェッショナルだ。

　まぁ、あんなデカい体をしているのだから、破壊が得意というのは納得がいく。性格もガサツそうだしな。




「キサマ、ここで踏みつぶしてやるわ！」

「あら、その汚い足を私に向けないでください。臭くて敵いません」

　アンティアはクラフトンを嫌っているが、自分から手を出すようなことはしないようだ。

　エンシェント種同士の戦いは、すなわち、種族と種族の戦いとなるからだろう。クラフトンの方はそれを望んでいるようだがな。

　だが、同じエンシェント種でも力の差は明らかだ。一対一なら確実にアンティアが負けるだろう。

　レベルもそうだが、クラフトンの纏っている気配は戦いの中に身を置いてきた奴のそれだ。森で引きこもって戦いから遠ざかっていたアンティアでは勝てないだろう。

　戦いというのは、レベルも大事だが、何より大事なのは戦いの勘だ。この勘が鈍っていると勝てるはずの相手にだって負けることがある。

　命をかけた極限の戦いを多く経験することで身につけることができる感覚と言い換えてもいいだろう。

　長い年月を生きていても、そう簡単には身につかないものだ。




「この森の魔物が大移動をしたのも貴方のせいね？」

「……さぁーって、なんのことやら」

「その顔は知っていると言っていると同じよ。脳が少ないのは仕方がないですけどね」

「キサマ、ぶっ殺す！」

　どうやらこのデカぶつが関わっているのは確定のようだ。




「アンティア」

「何かしら？」

「世間話もいいが、いい加減先に進めよ」

　いい加減、話を進めてくれ。じれったい。

「………」

「がーっははは！　坊主の言う通りだ。やろうじゃないか」

「なぁ、アンティア。こいつの相手は俺がしてもいいか？」

　負けると分かっている戦いをわざわざ挑む奴はいない。アンティアだってそれは同じだ。

　だが、世の中にはあえて逆境に向かっていく天邪鬼な奴がいるんだよ。そう、俺みたいにね。




（いいぞ、いいぞ、それでこそ我が相棒！）

（なんだよ、急に。そんなにあのデカいのと戦いたかったのか？）

（ふふふ、私が人間だったころにも巨人族とは戦う機会があったが、あれほどデカい奴とは戦ったことがない。これがわくわくしないわけがないだろう！）

（まったく、この脳筋め）

（脳筋の何が悪い!?　ツクルは私に知略を望んでいるのか？　それは無理だぞ）

　完全に開き直ってやがる!?　ここまで開き直られると、かえって清々しいな。




「はぁ？　この坊主が我とだと？　正気か？　人族の坊主が？　がーーーっははは！　笑わせる！」

　俺を見下ろしあきれ顔のクラフトン。デカいから物理的に見下ろすのは仕方がないが、存在自体を見下ろされるのは気に入らない。

　そして、なにより……俺の気持ちがこいつをぶちのめせと高鳴るのだ。




「なんだ、デカいのは図体と口だけか？　俺が怖いなら、そう言えよ。許してくださいと言えば、手出しはしないぞ」

　おい、カナン、笑ってやるなよ。

「坊主、命が要らぬようだな!?」

　クラフトンの怒気によって殺気が吹き荒れる。だが、そんな殺気も俺にとっては慣れた戦場の空気だ。

　む、殺気が吹き荒れたことでアンティアのワンピースのスカートがめくれた。

　そこは隠そうとしろよ。隠そうとすることに美学があるんだぞ。しかもノーパンで形のよいお尻が見えてるし！




「こいつは俺がぶっとばすから、アンティアたちは下がっていてくれ。手出し無用だ」

「ツクル、あんなのでも強いですよ」

「俺は負けない。その点は安心してくれ」

「……分かりました」

　そう言うとアンティアは下がっていった。




「ご主人様……」

「任せろ。俺は絶対に勝つ」

「でも……」

「カナン、俺は勝つと言ったら必ず勝つ。勝利を信じて見ていろ」

「……はいなのです」

　カナンの頭を撫でてやる。手触りのいい柔らかい髪の毛だ。またこの髪の毛に触るためにも必ず勝つから安心しろ。




「ご主人様……」

「ハンナ、俺は無敵だ。必ず勝つから安心しろ」

「……分かりました。ご武運をお祈りいたしております」

　ハンナの頭も撫でてやった。狼の耳がモフモフでとても気持ちがいい。やっぱりケモ耳は正義だ！




「ご主人様……」

　このくだりも四回目となると、同じことしか言えないな。

「俺は勝つ。あのデカぶつを狩って戻ってきたらサーニャに話がある。俺を信じて待っていてくれ」

　サーニャが死に別れた妹の歩に似ていると話そう。そして、俺の妹になってほしいと頼もう。

「え、話が……分かりました！」

　なんかえらい食いつきだな。俺、何か変なことを言ったか？





▼▼▼






　クラフトンの槌が俺を圧し潰そうと振り下ろされた。

　俺はその攻撃を後ろに飛んで躱したが、地面に当たった巨大な槌によって地面が割れ、爆風が周囲を覆う。

「爆風があっても上半身が見えているんだから、本当にデカいな」

　戦闘開始から三十分くらい経っただろうか。その間、お互いに様子見といった感じだ。




「なぜ避ける!?　尋常に勝負しろ！」

　なぜ避けるって、避けるのは当然だろ。このデカぶつは何をバカげたことを言っているんだ。

「大男総身に知恵が回りかね、ってね」

「む、意味は分からぬが、侮辱されたことは分かるぞ！」

　クラフトンはもともと厳つい顔だが、その顔がみるみるうちに険しくなった。どうやらかなり怒っているようだ。




　クラフトンが地面から槌を引き抜くと、また振りかぶる。

「俺は防御よりも攻撃が好きなんだよ！」

　地面を蹴ってクラフトンの巨大な足に迫り、黒霧を一閃した。

「かゆいぞ。そんな攻撃で我と戦おうとは片腹痛い！」

　轟音をたてて俺の目の前を槌が通り過ぎて行く。いちいち暴風のような風が起こるので土埃がウザい。

「力任せの攻撃が俺に当たるとは思うなよ、独う活どの大木が！」

「むぅ、またバカにしたな!?」

　クラフトンは怒り狂い槌を振り回す。

　だが、怒りに任せて無造作に振っているようでいて、数回に一度は的確で鋭い攻撃が俺を襲ってくる。




（このデカぶつ、まだ底を見せていないぞ）

（分かっている。こんなんで終わったら拍子抜けすぎるしな）

　クラフトンの思惑がなんなのか分からないが、こんなもので終わるほどエンシェント種は簡単な存在ではないはずだ。




「ええーい、ちょこまかと！」

「デカいだけが取り柄のお前とは違うんだよ」

「キサマ!?　楽に死ねると思うなよ！」

　クラフトンの雰囲気が変わった。ただでさえ凶悪な殺気を出していたが、その殺気がさらに増す。




「ふんっ！」

「ひょいっと」

　蹴りが飛んできたので、躱してクラフトンの巨体を駆けあがり、顔面に攻撃した。

「三枚おろし！」

　顔面に剣技を叩きつけてやったが、黒霧が弾かれた。かってーな、おい!?




「ぐははは、こそばゆいぞ！」

　分厚い皮膚と筋肉に阻まれてダメージはないようだ。無駄に硬い奴だ。

　反撃で俺に拳を撃ち出してきたが、これを躱した。【巨人力Ⅲ】【破壊王Ⅲ】がどれほど強力なスキルでも、当たらなければどうということはない。

　魔法のような遠距離攻撃がないのであれば、接近戦だけだ。接近戦なら俺の間合いだ！




「鬱陶しいぞ、坊主！」

「邪魔くさいぞ木偶の棒！」

　クラフトンの殺気がさらに増した。仕掛けてくるようだ。




　クラフトンは腰を落として俺を睨みつけたと思ったら、弾丸のように飛び込んできた。

「ちっ!?」

　巨体だけに避けるにもかなりの距離を移動しなければならない。だったら迎え撃つ！

　黒霧に気を送ると、黒霧はその身に青黒い炎を纏った。

「死ねや坊主！」

「お前が死ねや、木偶の棒！　業火剛斬！」

　クラフトンは自分の巨体を生かした純粋な力技であるタックルを仕掛けてきたので、俺は黒霧の【必殺技（一）】である業火剛斬を発動させて迎え撃つ！




　巨大な質量のクラフトンと、膨大なエネルギーを放つ俺。

　両者が激突したことで轟音と衝突エネルギーの奔流が発生し、大地を抉り、大気を裂き、眩い光を発生させた。

「くっ!?」

「ぐっ!?」




　衝突エネルギーによって大きく弾かれた俺は、爆風の中で体を数回転させて体勢を立て直すと着地した。

　爆心地の土埃が晴れるのを待つが、黒霧を持つ両手がプルプルと震え痺れているのが分かった。

「さすがは破壊のプロフェッショナルだ。俺たちの業火剛斬を受けて未だ健在か」

　土埃で視界はゼロだが、クラフトンのバカみたいな殺気は未だ衰えていない。




「坊主、やるではないか。楽しくなってきたぞ、がーっははは！」

　土埃が晴れる前にクラフトンが立ち上がったことで、クラフトンの上半身が土埃の上に見えた。

「我のぶちかましを耐えたのは坊主が初めてだ。改めて名乗ろう。我はクラフトン。巨人族の始祖にして巨人族と魔族を従える者である！　坊主、名はなんというのだ？」

　巨人族と魔族を従えるだと？　魔族は巨人族と同盟関係じゃないのか？

　まさか、魔族のエンシェント種を倒して魔族を従えたのか？　うーむ、分からん。分からんものは仕方ない、クラフトンを倒して確認できたらするとしよう。




「今さらだな。俺はツクル。ただの人族だ」

「がーっははは!?　ただの人族が我のぶちかましを耐えることなどできぬ！　テマスが死んだとも思えぬが、人族はエンシェント種を二人も得たのか？」

　テマスってのが人族のエンシェント種の名前か。クソジジィに復讐する道を進めば、もしかしたら会うこともあるかもな。




「俺は正真正銘『ただの人族』だ」

「我のぶちかましを耐えるただの人族などいるものか!?　ふん、まあいい。ここでツクルを倒し、我の糧とすればいいのだからな」

「糧となるのはどっちかな？」

（『調理師』のツクルに料理されて、本当に食われるのはあのデカぶつの方だぞ！）

　なんだか俺が人食い人種のような言い方が納得いかないが、事実なのであまり抗議もできないな。

　クラフトンの肉は硬くて不味そうだな。

　強い奴と戦うのは楽しいし、戦いの後には料理の素材が手に入るから嬉しいが、こいつが相手では少しやる気が失せる。




　そんなことを思っていると、クラフトンが気張りだした。

「なんだ？　ウ●コか？」

（そんなわけあるか!?）

　思わぬところからツッコミがきた。さすがは俺の相棒だ。

（ツクル、気をつけろよ。デカぶつの気が高まっていくぞ！）

（おう、任せろ！　しかし、あいつのウ●コはやっぱり超巨大なんだろうな？）

（知らんわ！）




　クラフトンは今まで肌の色が浅黒かったが、みるみるうちに赤茶色に変わっていく。

　それと同時に肌から湯気が発生し出した。

「どうやら発熱しているようだな？」

「それだけ力を溜めているということだ」

　黒霧が喋ってきた。

「なんだ、念話はもう止めたのか？」

「誰もいないのだから、念話をする必要もないだろ？」

「ふ、そりゃそうだ」

　黒霧と話しているうちに、クラフトンの強化が終わったようだ。




「よう、終わったか？」

「ツクルよ、これからが本番だぞ」

　クラフトンは不敵に笑った。子供が見たら泣き出すような笑みだ。

「あんまり出し惜しみしていると、クラフトンは弱くなったと噂が流れるぞ」

「口が減らぬ奴だ。ふん！」

　クラフトンが拳を突き出した瞬間、衝撃が俺を貫いた。クラフトンが放った拳圧が俺を襲ったのだ。

　腕をクロスさせて拳圧を受けたが、さすがは【巨人力Ⅲ】と【破壊王Ⅲ】だ、俺の防御を貫通してダメージを与えてきた。




「………」

「気が緩んでいるから、あの程度の攻撃も防げないんだぞ」

「……ぺっ」

　黒霧の言う通り、ちょっと余裕をかましすぎていたようだ。血の混じった唾を吐き出して気を引き締めた。




「がははは。まだまだいくぞ！」

「調子に乗るなよ、クラフトン！」

　クラフトンはまるでボクシングのジャブのように右の拳を連続で出してきた。

　どの拳からも拳圧が放たれたが、同じ攻撃に黙ってやられるつもりはない。

　俺は黒霧を構え、拳圧を撃ち落とすように相殺した。




「やるな！　これならどうだ!?」

　クラフトンの連撃の数が増す。俺も黒霧を振り続け拳圧を迎え撃つ。

「ツクル、このままではキリがないぞ」

　黒霧の言う通りだ。

「分かっているぞっと！」

　じゃ、どうするか、それは……攻撃は最大の防御なり！

　クラフトンの手数よりも俺の手数が上回れば、それ即ち攻撃となる！

「おらおらおらぁぁぁっ！」

「む、やりおる！　血が騒ぐぞ！」

　俺とクラフトンの手数はどんどん増えていく。こうなったらどっちが先に息切れを起こすか我慢比べだが、そうなると俺の方の分が悪いのは言うまでもない。

「この脳筋がっ！」

「褒め言葉だ！」

　お互いの手数が増え続け、地面はこれ以上ないほど抉れて、森だった場所は酷い有様だ。これは、あとからアンティアに叱られそうだ。




「ほらほら、どうしたツクルよ!?」

「クラフトンこそ息があがっているんじゃないか？」

　こういう力と力の戦いは俺の望むところだが、正直言ってかなり厳しい。

　レベルが高いクラフトン。さらに『腕力』と『体力』もクラフトンの方が高い。

　こんな脳筋とまともに力と力のぶつかり合いをしても俺が勝てる可能性は限りなくゼロに近い。

　なら、どうやったら勝てるのか。それは技だ。

　力では届かなくても力と技を駆使すれば、脳筋クラフトンの力に届くはずだ。




「がーっははは！　おらおらぁぁぁっ！」

　クラフトンの拳圧を力ではなく、技で受け流す。その上で、クラフトン以上の手数を繰り出せばいいのだ。

　ただ、言うのは易く、行うのは難し……である。

　直撃ではないが、次第に俺は被弾が多くなる。【頑丈】と【鉄壁】を駆使しても、【超再生】があっても、そのダメージは蓄積されていく。




「おらおららぁっ！　どうしたツクルよ！」

　クラフトンがさらに手数を増やしてきた。本当に底なしの体力だな。

　調子にのるだけのことはある。今の俺ではわずかに届かないようだ。悔しいがそれを認めよう。

　だが、ここで俺は諦めたりしないぞ！

　もっとだ、俺の体よ、もっと速度を上げろ！　速く動け！　血を巡らせろ、体を動かせ、俺をもっと高みに押し上げろ！




「なめるなっ！」

　俺は【覇動】を黒霧に纏わせる。すると、黒霧はまるで炎のような金色の気を纏った。

　以前よりもレベルが上がっているせいか、かなり美しいエフェクトになっている。

「何っ!?」

「驚くのはまだ早いぞ！　真・流星牙斬衝！」

　黒霧の【必殺技（二）】である、流星牙斬衝に【覇動】を上乗せしてパワーアップさせた真・流星牙斬衝は数百もの刺突撃を放つ技だ。

「おぉぉぉらぁぁぁっ！」

　金色の【覇動】を纏った流星牙斬衝はクラフトンの拳圧を吹き飛ばして、クラフトンの右腕の肉を裂き、骨を砕いた。

「ぐあぁぁぁっ!?　な、何が起こった!?」

　クラフトンの腕が壊れても俺の攻撃は終わらない。すると、クラフトンの右腕が爆散して完全に消滅した。




　ここで手を緩める気はない！

「死ねや、クラフトン！」

「なめるな、ツクル！」

　全身全霊を込めた黒霧を振ると、クラフトンも健在な左手で気持ちの乗った拳を打ち出してくる。

　お互いの意地と意地、技と力がぶつかり合った。




　巨大な爆発が起こり、俺とクラフトンは吹き飛んだ。

　あの巨体のクラフトンでさえ吹き飛ぶのだから、質量の小さい俺はかなり吹き飛んだ。

「ぐわっ!?」

　地面に打ちつけられて、体中の筋肉の繊維がぶちぶちと音を立てて切れ、骨がばきばきと音を立てて砕けた。




「「「ご主人様！」」」

「来るな！」

　カナン、ハンナ、サーニャ、アンティアが心配して駆け寄ってくるのが見えたので、制止した。

「まだだ、戦いはまだ終わってない！」

　皆を下がらせたものの、俺の体はとっくに限界を越えている。体中の細胞から悲鳴が聞こえてきそうだ。

　だが、こんなにぼろぼろになっても、ぎりぎりの戦いが楽しい。

　血反吐を吐きながらこんなことを考えている時点で、俺も脳筋の部類なんだろうな……。




　かすむ視界は爆風による視界の悪さもあるが、俺自身のダメージによるものだ。

「随分と派手にやられたな、ツクルよ」

　全身が複雑骨折なんだから意識があるだけすごいと思うけどな。

「まぁな、久しぶりにここまでダメージを受けたぜ」

「まだまだ修行が足りないということだ。あそこで勝負を急いだのはまずかったな」

　クラフトンの右腕が爆散したのを見た俺は追撃を仕掛けたが、クラフトンの奴はまったく動揺もせずに俺の攻撃を迎え撃った。

　まさかあそこで迎え撃たれるとは思っていなかったよ。本当に失敗した。




　ドスン……ドスン……。

　まさかと思ったが、クラフトンの奴、動けるのかよ……。

「がーっははは！　ぼろぼろではないか、ツクルよ」

　俺を見下ろすクラフトンも右手は肩からなく、左腕もあちこちから出血していることから、かなりのダメージを受けているはずだ。『体力ＥＸ』は伊達ではないということだな。




「クラフトンの方こそぼろぼろじゃねぇか」

「だが、我はまだ戦えるぞ」

　今の俺とクラフトンを比べれば、明らかにクラフトンの方が有利だ。まったく……だから筋肉バカは嫌いなんだよ。




　悔しいが今の俺ではクラフトンに届かないのか……？

「ここまで追い込まれたのは初めてだ。いい戦いであった」

　クラフトンは俺を踏みつぶそうと、巨大な足をゆっくりと上げるが、俺の体は動かない。こんな時にまったくよ。

　このまま殺されるのか……バカ言え！　俺は誰にも負けない！　決して負けねぇよ！

　俺は【素材保管庫】から焼き肉を取り出そうとした。その時だった……。




（強くなりたいですか？）

　いきなり頭の中に聞き覚えのない声が響いた。黒霧の念話ではない。

（誰だ!?）

（そのようなことを聞いている時間はないと思いますが？）

　たしかにそうだ。クラフトンが今にも俺を踏み潰そうとしている。

（……分かった）

（では、最終確認です。強くなりたいですか？）

　そんなの答えは決まっているだろ！

（もちろんだ！　俺は誰よりも強くなりたい！）

（分かりました。では、私の加護を解放します）

（加護？　あんたは……？）

（いずれ分かりますよ）

　なんなんだよ……？




『＃％＄＆の加護の封印が解放されました。＃％＄＆の加護が解放されましたので、ユニークスキル【神々の晩餐】を覚えました』




「っ!?」

　文字化けしてるし!?　今はそんなことにツッコミをいれている場合ではないか。

　この【神々の晩餐】がこの状況を打破するっていうのなら、それでいい！




　神々の晩餐　：　レベル三百以上の素材を使うことで神々の晩餐を作ることができるよ。神々の晩餐を食べると、どんな願いも五分だけ叶えてくれるけど、効果終了時点から二十三時間五十五分はペナルティーとして感覚の一つを失うことになるから、気をつけてね。それと、同じ個体からは一回しか作れないし、同じ種族からは累計で十回までしか作れないから、使いどころをしっかり考えてね♪




　どんな願いも叶える……だと？

　ふ……ふふふ……誰かは知らないが、ぶっ壊れたスキルをくれたものだ。

　だが、感謝するぞ！

　俺は【素材保管庫】に入っているエンペラードラゴンの肉を取り出し、【神々の晩餐】を発動させた。

　なんでもいい、クラフトンを倒す力を俺によこせ！

　エンペラードラゴンの肉が強烈に発光した。

「何ごと!?」

　クラフトンはこの光を警戒したようで、足を引いた。チャンス。

　俺はでき上がった【神々の晩餐】を見もせずに口に放り込んで、ほとんど噛まずに飲み込んだ。

「うげ、不味い!?」




『ユニークスキル【神々の晩餐】によって、個体名ツクル・スメラギにゴッデススキル【神力】を一時譲渡します。有効時間は五分です』




　神力　：　神々の力だよ。気力、魔力、覇気の上位互換だから、超強力だからね♡




　なんでもいい、【神力】発動だ！

　その瞬間、俺の体が発光し力がみなぎった。しかも体中の怪我が治り、戦いの前よりも体が軽い。

「な、何をした!?」

「いくぞ、クラフトン！」

「おいおい……それはなんだよ、相棒……」

　今は喋っている余裕はない。なんせこの【神力】はたった五分しか使えないのだから。




「うおぉぉぉっ！」

　俺はまるで足場があるかのように空中を駆けた。そして、クラフトンに取りつくと、黒霧を一閃した。

「ぐわぁぁぁっ!?」

　クラフトンの分厚い胸板を切り裂き、さらに手を休めることなく、クラフトンを蹂躙した。

「ぐおぉぉぉっ!?」

　クラフトンが反撃してくるが、既に俺はそこに存在せず別の場所に攻撃を与えている。

「このぉぉぉ、なめるなぁぁぁっ！」

　クラフトンが死力を振り絞って反撃してくる。だが、その攻撃は俺に届かない。

「これで、トドメだ！　業火剛斬！」

　俺は【必殺技（一）】の業火剛斬を発動し、クラフトンを真っ二つに切り裂いた。

　ズルズル……。ズドーーーン。クラフトンが力なく大地に倒れた。




「ご主人様、すごいのです！」

「さすがはご主人様です！」

「ご主人様カッコイイのです！」

「見事です」

　カナン、ハンナ、サーニャ、アンティアの四人が駆け寄ってきた。皆、嬉しそうだ。
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「でもまだです。まだクラフトンは死んでいません」

　そう、アンティアの言うようにクラフトンは死んでいない。

　クラフトンにはエンシェントスキルの【第二の命】がある。真っ二つにしても、また復活するのだ。




　倒れたクラフトンを見ると、奴はすでに傷がなくなっていた。

「こい、ミョルニ！」

　カッと目を見開いたクラフトンがそう叫ぶと、奴の手には槌が握られていた。

「させるかよ！」

　俺は今度こそトドメを刺すべく、地面を蹴った。すると、クラフトンがミョルニと呼ぶ槌を無造作に振った。

「飛んでいけ！」

　その瞬間、ミョルニから光り輝く魔法陣が発せられた。

　それと同時に【野生の勘】が警鐘を鳴らしてあれはヤバいと訴えてきた。

　俺は身をひるがえして四人を抱えると、その場を離れようとした。しかし、間に合わずミョルニから発せられた魔法陣が俺たちを包みこんだ……。









004　クソジジイ











「はぁ……」

　アンティーク家具が置かれた部屋でため息を吐いたのは一いちノの瀬せ涼すず乃のである。

　ツクルの幼馴染であり、『聖女』という回復に特化した職業に就いている。

　美しい黒髪の色白の美少女で、長かった髪の毛はこの世界へきてさらに長くなり腰に届きそうである。




「ツクル君は元気かな……？」

　この世界に召喚されてすぐにツクルと離れることになったが、今はそれを後悔している。あの時、無理にでもついて行けばよかったと。




「スズノン、またため息吐いた。ツクル君はきっと大丈夫だよ」

　彼女は葉は山やま美み紀き。涼乃の親友であり、同じルク・サンデール王国に所属する勇者の一人である。

　ソバカスが特徴の活発系女子で、『魔弓士』として日々魔物と戦っている。




「会いたいよ……」

「きっと会えるから、希望をもって生きていこうよ！」

　二人はこのルク・サンデール王国で生活をしてきて実感していることがある。

　この世界は命が非常に軽いのである。日本では考えられないほど理不尽なことで命を落とす人が多いのだ。




「我慢して今は踏ん張ろうよ。じゃないとツクル君にも会えないよ」

「うん、そうだね……」

　この世界に召喚された勇者の中には、この世界に馴染めない者も相当数いる。

　日本では考えられないほど殺伐としたこの世界で生きていくだけでも必死で、感情を削り落としてなんとか精神的な均衡を保っているのだ。




　もちろん、中にはこの世界に馴染んでいる勇者も存在する。

　このルク・サンデール王国に所属する勇者の中には、馴染むどころか日本人だとは思えない行いをする勇者が一人いた。

　彼は毎日楽し気に魔物を狩っているのだ。これだけでも日本人離れしていると思えるだろうが、こんなことは序の口である。

　彼は魔物を狩れば狩るほど自分の地位が上がっていき、金を稼げることを知ってしまった。だから魔物を狩って得た金で獣人の奴隷を買いあさっている。




　彼が買う獣人の奴隷は、どれも十歳にも満たない幼い少女だ。それは彼の趣味なのだろう。

　そんな彼に軽蔑の視線を投げる勇者は多い。特に女性勇者の多くは彼と口をきこうともしない。彼自身、勇者の女性には興味がないので、まったく気にした素振りも見せない。

　彼は幼い獣人の少女が好きなのだ。しかも購入した幼い獣人の奴隷に対して酷い扱いをしている。このことは勇者の中でも知られていて、正義感の強い涼乃などは何度も抗議をしていた。

　幼い獣人の奴隷を購入して何をするのか？　それは日本であれば確実に警察の世話になるであろう行為である。

　だが、この世界で勇者として実績を残している彼が幼い獣人の奴隷に何をしようと、問題にさえならないのである。




　今日も今日とて、彼はゴールドランクのダンジョンから帰ってくると、奴隷商店に向かい獣人の幼い少女を買ってきた。

「ふふふ。いいねぇ。うん、君可愛いよ」

「………」

　獣人の少女は彼、空から山やま海かい斗とに恐怖して震えるだけである。それほどに空山海斗の目には狂気が見えたのである。

　買われた最初の日は風呂に入れると言って一緒に風呂に入って幼い獣人奴隷の体中を洗い、二日目は夜の相手をさせ、三日目には拷問まがいの行為を行い、四日目には悲鳴をあげることもできなくなる。

「ぐふ、ぐふふふ。次の子も可愛いといいなぁ～♪」

　空山海斗のような鬼畜でもこの世界では勇者であり、非人道的行いをしても許されるのである。





▼▼▼






　この世界ではレベルが強さのバロメーターだが、それだけで強さが決まるわけではない。職業もあれば、スキルもあるからだ。

　俺の職業は生産職の『調理師』だが、今ではレベル三百を越えている。おそらく、この世界の人間からしたら信じられないことだろう。




　そんな俺は今、荒野でぶっ倒れている。

　俺の周りにはカナン、ハンナ、サーニャ、アンティアの心配そうな顔がある。

　クラフトンのミョルニによってどこか知らない場所に飛ばされたその直後に、【神々の晩餐】の効果が切れた俺はぶっ倒れた。

　おかげで、四人に代わる代わる膝枕をしてもらえるのだから、悪いことばかりではないのだが。




　この【神々の晩餐】は五分間しか有効時間がなく、その後にペナルティーが与えられる。

　ペナルティーは感覚の一つを二十三時間五十五分間失うというものなので、俗にいう五感のどれかが失われると俺は思っていた。

　ただ、今回俺に与えられたペナルティーは、どうやら触覚を失うというもののようだ。




　五感に分類されない触覚だが、このペナルティーはキツイ。

　なんと言っても地面に足をつけている感覚もなければ、何かに触った感覚もないため、立っているのが難しい。

　目は見えるし、耳も聞こえるが、喋ろうとすると舌や喉の感覚がないので、上手く喋れないのだ。

　せっかく四人に膝枕をしてもらっているのに、柔らかいであろう太ももの感触を実感できないことが悔やまれる。




　言葉は喋れないが、話をすることはできる。黒霧に通訳を頼んだのだ。

　黒霧と俺は念話で話すことができるし、黒霧自身は剣なのに声を出して喋れるからだ。

　念話でカナンたちに話しかけることもできたが、黒霧のことを四人に知ってもらういい機会でもあったので、黒霧に通訳を任せたのだが……。

　ボルフ大森林で原始人生活をしていた俺のことを、話を盛って面白おかしく話すので四人はすぐに黒霧とうちとけた。




「ご主人様が全裸で……」

「そうだ、全裸で踊るものだから変な称号を与えられてな、本当におかしな奴なのだ」

（お前はあの時いなかっただろうが！　変なことを喋るなよ！）

（いいじゃないか、ツクルが恥ずかしくて話せないことを、私が代わりに話してやっているのだぞ）

（うるさい！）




　まったく、黒霧には困ったものだ。

　それはそうと、ここがどこかだが、それはアンティアにも分からないらしい。

　荒野はアメリカのグランドキャニオンによく似ている。

　岩が切り立った山が遠くに見え、深い谷もある。その全てが赤茶けた土に覆われているのだ。




　乾いた風が吹いているのか、膝枕をしてくれているカナンの鮮やかな赤い髪の毛がふわふわと揺れている。

　俺の目の前にある二つの柔らかそうな双丘は風がなくても揺れそうだが、せっかくなのでこの機会に目の保養をさせてもらおう。




「カナンさん、そろそろ時間です」

　今度はハンナが膝枕をしてくれるようだ。

　ハンナはボリュームがある双丘なので、メイド服を着ていてもその存在感はすごい。

　四人の中ではナンバーワンの存在感を主張しているその双丘が、俺の目の前にあるのだから幸せを感じないわけがない。




「お姉ちゃん、交代だよ」

　ハンナの迫力のある双丘を見ていたら、今度はサーニャの番になった。

　サーニャもハンナ同様に大きい。迫力ではハンナに一歩譲るが、それでも柔らかそうないい双丘である。

　まだ十五歳なので成長途上だと考えると、いずれはハンナを越えるかもしれないな。けしからんことだ。




「うふふふ、次は私ですね」

　アンティアはエルフという種族特有で双丘というよりは平野に近い。

　ただ、胸のことを除外しても、美しい顔にくびれた腰、引き締まって形のよいお尻が胸のことを忘れさせるだろう。




　俺に膝枕をしてくれているアンティア以外の三人は周囲の確認をしに行っている。

　ここがどこか分からないと帰ることもできないし、クソジジィのいる神殿にも行けないからだ。




「周囲には何もありません。見たままの荒野が広がって、人がいた形跡もありません」

　代表してハンナが報告する。

　相変わらずのクールビューティーだが、膝枕をしてくれていた時、密かににやにやしていたのを俺は真下から双丘越しに見ていたぞ。

　何がそんなに楽しいのだろう？　そう言えば、四人とも楽しそうにしていたな。何かあるのかな？




「今日はここで野営をして、ツクルが回復したら移動しようと、言っているぞ」

　黒霧に俺の考えを伝えてもらったので、四人は野営の準備に取りかかった。

「では、テントを設置します～。ハンナさんとサーニャちゃんは魔除けの設置をお願いします～」

　カナンが持っているマジックバッグからテントや魔除けを取り出していく。

　ただ、カナンのマジックバッグには食料がほとんど入っていないので、少し悲しそうな表情だ。

　それでも普通の人なら五人で二日くらい食べられる量が入っている。ただ、カナンの胃袋では一食分にしかならないだろう。




　食料のほとんどは俺の【素材保管庫】に入っているが、取り出そうとしてもなぜか取り出せない。

　触覚が失われていると、【素材保管庫】も使えないらしい。

　触覚が元に戻ったらマジックバッグを創ろうと思う。空間拡張系のアイテムを【等価交換】で一から創ろうとすると、かなりの『魔力』を持っていかれたので途中でキャンセルしたことがあった。

　だから安物のマジックバッグの機能を強化して、カナンに使ってもらっていたが、今なら一から創れる気がする。

　それは今の俺のレベルがあの頃よりもかなり上がっているからだ。




────────────────────────

　氏　名：ツクル・スメラギ

　ジョブ：調理師・レベル四百三十

　スキル一：【究極調理】【着火】【解体】【詳細鑑定】【素材保管庫】【湧き水】【道具整備】【食材探知】

　スキル二：【暗視】【俊足】【気配感知Ⅱ】【嗅覚強化】【野生の勘Ⅱ】【連携】【集団行動】【囁き】【怪力Ⅱ】【屈強Ⅱ】【剛腕Ⅱ】【頑丈Ⅱ】【鉄壁Ⅱ】【気配遮断Ⅲ】【偽装Ⅲ】【逃げ足】【絶対防御Ⅱ】【闘神Ⅲ】【覇動Ⅱ】【超再生Ⅱ】【物理攻撃耐性Ⅱ】【魔法攻撃耐性Ⅱ】【念話】【スキル付与】【クリーン】

　スキル三：【木魔法】【風魔法】【影縫い】【闇魔法】【死霊召喚術Ⅱ】【土魔法】

　ユニークスキル：【等価交換】【神々の晩餐】

　能　力：体力Ｓ、魔力ＥＸ、腕力Ｓ、知力Ｓ、俊敏ＥＸ、器用ＥＸ、幸運ＥＸ

　称　号：変出者、魔境の覇者、剣聖、強者喰い

　加　護：＃％＄＆の加護

────────────────────────




　レベルがとうとう四百を超えた。これはアンティアとクラフトンの二人と戦ったからだ。

　少なくとも一度は二人を倒しているからレベルがガンガン上がっている。




　スキルに関しては職業由来のスキル一欄にはなんの変化もない。

　スキル二欄では、【投擲】や【剣術】などの戦闘系スキルは【闘神】があることから不要になっていたので、【等価交換】を使う時の糧にしているし、いくつかのスキルが『Ⅱ』や『Ⅲ』に上がっている。

　スキル三欄では【死霊召喚術】が『Ⅱ』になっている以外は変化ない。

　そして、ユニークスキルに【神々の晩餐】が増えた。この【神々の晩餐】のおかげでクラフトンとの戦いに勝てたのだ。




　能力を見ると、『魔力』と『俊敏』が『Ｓ』から『ＥＸ』に上がっている。さすがに『体力』や『腕力』は上がっていないが、このままつき進めばいつかは『ＥＸ』になると信じている。




　称号では『強者喰い』、そして加護の欄が増えて文字化けしている『＃％＄＆の加護』が追加されている。

　この『＃％＄＆の加護』が読めるようになれば、俺に加護を与えてくれた存在のことが分かるだろう。

　カナンたち四人のステータスも確認しておこう。




────────────────────────

　氏　名：カナン

　ジョブ：魔術師　レベル二百六十

　スキル：【炎魔法Ⅳ】【魔力操作Ⅳ】【魔力ブーストⅣ】【風魔法Ⅱ】【木魔法Ⅱ】【魔力感知Ⅳ】【土魔法Ⅱ】【雷魔法Ⅱ】【氷魔法Ⅱ】【クリーン】【光魔法Ⅲ】【破壊魔法Ⅱ】

　能　力：体力Ｂ、魔力Ｓ、腕力Ｃ、知力Ｓ、俊敏Ｂ、器用Ａ、幸運Ｂ

　称　号：魔導王

────────────────────────




　スキルの【火魔法】が【炎魔法】に進化して、【破壊魔法Ⅱ】を覚えている。

　どのスキルも軒並み伸びていることから、もはや出会った頃のポンコツカナンではない。

　何より驚いたのが称号だ。『魔導王』なんて大層な称号によって、カナンの魔法系スキルは爆発的に威力を増しているのだ。




────────────────────────

　氏　名：ハンナ

　ジョブ：武闘王　レベル二百三十

　スキル：【剛腕Ⅲ】【武闘王Ⅱ】【屈強Ⅲ】【身体強化Ⅲ】【暗視Ⅱ】【俊足Ⅱ】【気配感知Ⅱ】【怪力Ⅲ】【頑丈Ⅲ】【鉄壁Ⅲ】【偽装】【逃げ足】【絶対防御Ⅱ】【手加減】【直感Ⅱ】【影縫い】【連携Ⅱ】【集団行動Ⅱ】

　種族スキル：【嗅覚強化Ⅳ】【聴覚強化Ⅲ】

　能　力：体力Ｓ、魔力Ｃ、腕力Ｓ、知力Ｂ、俊敏Ｓ、器用Ａ、幸運Ｂ

────────────────────────




　ハンナも成長したな。【棒術】と【格闘術】がなくなって、【武闘王Ⅱ】になっている。

　素晴らしい成長だと言えるが、称号はまだない。




────────────────────────

　氏　名：サーニャ

　ジョブ：アウトファイター　レベル二百二十

　スキル：【投擲Ⅳ】【腕力強化Ⅲ】【気配遮断Ⅲ】【剛腕Ⅲ】【身体強化Ⅲ】【暗視Ⅲ】【俊足】【気配感知Ⅱ】【怪力Ⅲ】【屈強】【頑丈】【鉄壁】【偽装】【逃げ足】【絶対防御】【手加減】【直感Ⅱ】【影縫い】【連携Ⅱ】【集団行動Ⅱ】

　種族スキル：【回避Ⅱ】

　能　力：体力Ｂ、魔力Ｄ、腕力Ｓ、知力Ａ、俊敏Ｂ、器用Ｓ、幸運Ｃ

────────────────────────




　サーニャはもう飢餓状態にあったころの面影はない。

　レベルやスキルだけではなく、見た目も少し肉がついて女性らしい体つきだ。

　俺としては歩に似たサーニャがちょっとやそっとでは害されないレベルになったことが一番嬉しい。

　折りを見て歩のことを話そうと思うが、それがサーニャの重荷にならないように配慮しなければならないな。




────────────────────────

　氏　名：アンティア

　種　族：エンシェントエルフ　レベル四百十五

　スキル：【危機感知Ⅱ】【魔力感知Ⅱ】【暴風魔法Ⅲ】【魔力ブースト】【魔力操作】【魔力感知】【クリーン】

　ユニークスキル：【風を支配する者】

　エンシェントスキル：【第二の命】

　能　力：体力Ｓ、魔力ＥＸ、腕力Ｃ、知力Ｓ、俊敏Ａ、器用Ａ、幸運Ｂ

　称　号：始祖エルフ、試練を課す者

────────────────────────




　アンティアのレベルに変化はない。

　スキルに至っては魔法系の【魔力ブースト】【魔力操作】【魔力感知】と便利スキルの【クリーン】を覚えた。

　能力に関しては『知力』『器用』『幸運』が上がっているが、ほとんど戦闘を行っていないので、実感はないみたいだ。




────────────────────────

　銘　　：黒霧（第三形態）

　スキル：【不壊】【鋭利Ⅱ】【浄化Ⅱ】【進化】【必殺技（三）】【経験値倍Ⅱ】

　能　力：体力ＥＸ、魔力Ｓ、腕力Ｇ、知力Ｓ、俊敏Ｇ、器用Ｇ、幸運Ｓ

　称　号：闘神剣

────────────────────────




　黒霧も第三形態に進化している。

　見た目は変わらないが、【必殺技（三）】になったので、『氷龍絶界撃』という必殺技が使えるようだ。今度試してみよう。

　その他にも【鋭利】【浄化】【経験値倍】が『Ⅱ』になっている。特に【経験値倍Ⅱ】は嬉しい。

　このレベルになると、アンティアのようなエンシェント種と戦わないと、【経験値倍Ⅱ】があっても俺にほとんど経験値が入ってこない。

　ちなみに、【経験値倍】が『Ⅱ』になったことで、二・五倍の経験値が入るそうだ。




────────────────────────

　氏　名：ベーゼ

　種　族：リッチデストロイ　レベル百八十

　スキル：【生体感知Ⅱ】【存在隠蔽Ⅱ】【透過Ⅱ】【吸魂Ⅱ】【眷属召喚Ⅱ】【極寒魔法】【物理攻撃無効】【魔法攻撃耐性Ⅱ】【隠蔽Ⅱ】【偽装Ⅱ】【転移術Ⅱ】

　能　力：体力Ａ、魔力Ｓ、腕力Ａ、知力Ｓ、俊敏Ｓ、器用Ｓ、幸運Ｃ

────────────────────────




　今回ベーゼの登場はなかったが、だからと言ってベーゼがサボっていたわけではない。

　むしろ、ベーゼほどの働き者はいないだろう。俺はそのことを知ってる。




　ベーゼは戦いよりも情報収集に時間を割いている。そのため、カナンたちに比べるとレベルは少ししか上がっていないし、能力に変化はない。

　スキルは【氷絶魔法】が【極寒魔法】に進化しているし、スキルのほとんどはレベルが上がっている。

　忠実な僕しもべなので、もっと活躍の場を増やしてやろうと思う。





▼▼▼






　触覚が復活した。

　復活したはいいが、今問題なのはこの荒野がどこなのかということだ。

　そこで探索しようと思ったが、さっきから蜘蛛の下半身に人間の上半身の化け物と、牛の頭に人間の体の化け物と、馬の下半身に人間の上半身の化け物の集団から攻撃を受けている。




「まったく魔族というのは、どうしてこうも好戦的なのでしょうか」

　ベーゼが戦っているというのにティーカップを持ってお茶を飲みながら、駆逐されていく魔族を白い目で見るアンティアはやっぱり大物だ。

　攻撃してきているのは、アラクネ（蜘蛛女）、ミノタウロス（牛頭）、ケンタウロス（馬男）で、アンティア曰く魔族らしい。




　なぜ魔族の攻撃を受けているかというと、昨日に遡る。

　俺が触覚を失って横になっている間に、魔族の訪問があったらしいんだが、それが威力偵察部隊だった。

　俺たちを見て問答無用で攻撃をしてきた魔族の威力偵察部隊は、ハンナとサーニャにあっけなくぶちのめされたのだ。




　威力偵察部隊の魔族の魂をベーゼが【吸魂Ⅱ】で回収して、【眷属召喚Ⅱ】で眷属として召喚したことから話を聞くことができた。

　ここから二百キロメートルほど離れた場所に魔族の町があり、俺たちがこの土地に飛ばされてきた時の膨大な魔力を感知して、威力偵察部隊が派遣されてきたらしい。




　分かったのはそれだけではない。

　この土地は俺たちがいた世界とは別の世界だというのだ。つまり、俺は日本のある世界、ボルフ大森林がある世界、そしてこの荒野がある世界と、三つの世界を旅したことになる。

　まだ十八年しか生きていないが、なかなかヘビーな異世界ツーリストになってしまったようだ。




「しかし、異世界か……」

　そういえば、ベーゼを召喚する時にいつもよりも多くの魔力を持っていかれた気がしたが、異世界だからかな？

　異世界でもベーゼを召喚することができると分かったし、悪いことばかりではなかった。




　別に異世界だからと悲観することはない。

　今の俺には【神々の晩餐】があるから、その効果を使って時空を渡りボルフ大森林がある二つ目の世界に戻るスキルを得ればいいのだ。

　……そう考えると、日本にだって帰れるわけだ。ただ、ペナルティーが面倒なので、あまり頻繁に使えるわけではない。

　素材に制限がありすぎて簡単に使えないのが現状だ。レベル三百制限だけなら問題ないが、回数制限がついているところが嫌らしい。




　ここは異世界なのになんで魔族がいるかというと、大昔の四種族連合と二種族連合の大きな戦いが起きる前の話になる。

　巨人族と魔族の争いがあって、その時に巨人族の長、つまりクラフトンによって首脳陣を含めた多くの魔族がこの世界に飛ばされたらしい。

　クラフトンが持っていたあのミョルニという槌には、対象をこの世界に時空転移させる能力があるのだろう。

　アンティアはそんなアイテムがあることさえ知らないと言っているが、俺たちもあのミョルニという槌から発せられた魔法陣に包まれてこの世界に飛ばされたのだから、間違いないと思う。




　話は戻るが、今は魔族の部隊とベーゼが戦闘中だ。

　威力偵察部隊が戻らなかったことで、魔族はより多くの人員を揃えて部隊を再派遣してきたのだ。

　こっちとしては話し合いで収めてもよかったが、俺たちを見た瞬間に魔族は攻撃を仕掛けてくるので、話し合いどころではない。

「魔族の死体が増えれば増えるほど、ベーゼの眷属が増えていくのは、魔族にとって悪夢だろうな」

「自分たちの蛮行によって滅ぶのだから、自業自得というものです」

　相変わらずアンティアは魔族に厳しい。




「しかしこの世界に魔族のエンシェント種がいたとはな」

「エンシェント種が生きている限り、新しいエンシェント種が生まれることはありません。クラフトンはそれを利用して、私たちの世界の魔族にエンシェント種がいない状況をつくって、魔族を従えたのでしょうね」

「あの脳筋がそんなことを思いつくとは思えないがな。それにあのミョルニという槌の存在も異質だ。後ろにクラフトンを動かしている奴がいるんじゃないか？」

　アンティアは切れ長の目で俺を見つめ、口元に笑みを浮かべた。




「いると思いますよ。体が大きいだけで脳みそのないクラフトンがそんなことを考えられるとは思えませんからね」

「そいつが誰か、アンティアは分かっているのか？」

「考えられるのは、クラフトンを創った巨人種の神であるグリトロスでしょうか。しかし、グリトロスも筋肉バカですから、そんな知恵があるとも思えませんが」

　敵方の神とはいえ、神を筋肉バカと言い放つか。それほど嫌悪しているのだろうな。




「その筋肉バカ以外にも心当たりがあるんだろ？」

「そうですね……死霊族ですかね。あの者たちは狡猾ですから。ただ、死霊族と巨人族は敵対していますから……。あとは、人族もないとは言えませんね」

　考えだしたらキリがないわけか。




「主様、魔族を駆逐しました」

　ベーゼがバックアップ要因のカナン、ハンナ、サーニャと一緒に帰ってきた。

「ベーゼさんは強すぎます。何もする必要がなかったのです」

「カナンさんの仰る通りです。ベーゼさんは本当に私たちよりもレベルが低いのでしょうか？」

「ベーゼさんから放たれるプレッシャーがすごくて、びっくりしました」

　カナン、ハンナ、サーニャの三人はベーゼを褒めちぎった。

「皆、ご苦労さん。休んでくれ」

　ベーゼは魔物の一種だから、レベルが同じなら人間よりも戦闘力が高いのは分かるが、そこまですごいのか。次はしっかりとベーゼの戦いを見ておこう。




「ベーゼ、新しい奴らから何か新しい情報を聞けたか？」

　ベーゼが眷属にした元魔族から情報を引き出すのは当然のことだろう。

「は、今回の部隊が帰らねば、次は魔族軍が派遣されるとのことです」

「魔族は男も女も全員が戦闘員ですから、町の住人が全て兵士に変わると思っていいでしょうね」

　ベーゼが引っ張った情報にアンティアが追加した。

　しかし、全員が戦闘員なのかよ。どんだけ戦闘民族なんだよ。




「全員が戦闘員って、子供はどうするんだ？」

「魔族は生まれて数週間で成人と変わらないほどに成長するから、あまり子供はいないと思うわよ」

　生まれて数週間で戦力として期待できるのか。戦争向きの種族だな。




「数はどのくらいになるんだ？」

「次は一万。それがダメであれば十万の軍が動くそうです」

　もはや戦いという規模ではなく、戦争だな。




「話し合いの余地は？」

「ありませぬ」

「ないわね」

　ベーゼとアンティアの声が被った。

　どうでもいいことだが、アンティアの凛とした声とベーゼの低音ボイスが被っても音域が違うせいか不快ではないな。




「そうか。なら、こっちから攻め入るか」

「ふふふ、やっぱりツクルですね」

　やっぱりってなんだよ、アンティア君。

「攻めましょう！　ぶっ飛ばすのです！」

　ノリノリだな、カナン君。

「ご主人様のご意思のままに」

　うん、ありがとう、ハンナ君。

「偵察部隊は弱すぎてレベルが上がる気がしませんでした。万の敵を倒せば少しは上がるかな？」

　サーニャ君、いつの間にそんな脳筋的思考になったの？

　どうでもいいが、俺は待つのは好きではないのだ。

　こうして、俺たちはこちらから魔族の町に攻め入ることにした。




　魔族の町は石造りの城壁で囲まれていた。大昔にここに飛ばされてから数千年は経っているので、しっかりと根づいているようだ。

　しかし、ベーゼにそんな石造りの城壁などなんの意味もなく、町の中の情報は俺たちに筒抜けである。

　ベーゼが集めてきた情報によると、魔族は明日の朝には一万の軍が町を出る準備をしているそうだ。

　町の造りに関しても把握できているので、俺たちは今から攻め込むことにした。




「その前に飯にするぞ！」

「ご飯なのです！」

　カナンや、涎を拭け。

「お手伝いします」

　ハンナはどこに行ってもメイドがメインだ。

「ご主人様のご飯が一番好きです」

　サーニャは俺の料理にくびったけのようだ。

「締まりませんねぇ。でも、それがツクルらしいです」

「なんだ、アンティアは食べないのか？」

「そんなことは言っていませんよ」

　結局食べるんじゃないか。




　ぱちぱちと焚火が爆ぜる音を聞きながら、サンドイッチを食べる。

　これから運動をするので、軽めの食事をと考えたらサンドイッチになった。

「もっとほしいのです……」

　そんなに悲しそうな顔をするなよ。

「魔族をぶっ飛ばしたらガッツリ食べさせてやるから、安心しろ」

　カナンには大皿に盛られたサンドイッチ一皿では足りなかったようだ。あれでも多かったと俺は思っているのに。

「ご主人様、約束なのです！」

「ああ、約束だ」




　お茶を飲みながらそんなとりとめもない話をしていると、町から魔族がぞろぞろ出てくるのが見えた。

　町から一キロメートルほどの場所で隠しもせずに焚火をして食事をしているのだから、見つけてくれと言っているようなものなんだがな。




「人族と獣人だ！」

「エルフもいるぞ！」

「殺せ！」

　相変わらずの問答無用である。これなら町を滅ぼしても皆の良心は痛まないだろう。

　ん、俺？　ボルフ大森林に捨てられた時から弱肉強食の食物連鎖を受け入れているよ。

　そうじゃなかったら今まで生きてこれなかったしね。




「ベーゼ、任せたぞ」

「承知」

　レベルが百前の魔族を相手するのにカナン、ハンナ、サーニャを出しても得るものはない。

　それよりベーゼに任せて、レベルが一番低いベーゼの経験値にした方がいい。




　わらわらと町から出てくる魔族をベーゼは【極寒魔法】で凍らせた。

　なんであんなに広範囲の【極寒魔法】が撃てるのだろうか？　ベーゼは魔力は高いが【極寒魔法】だけしか攻撃魔法を持っていない。

　見た目は魔法使い系だけど、攻撃魔法よりは眷属を召喚する召喚士なので、【極寒魔法】で百単位の魔族を凍らせるのはおかしいと思う。




　どれだけの魔族を倒しただろうか、町からの増援が切れてしまった。

　まだ万はいっていないと思うんだけど……。そうか、準備中だから半分くらいしかいなかったんだろう。うん、そういうことだな。

「ベーゼ。防衛も飽きてきたから、攻め込もうか」

　攻撃してくる魔族がいなくなったので、攻めてみることにした。

　考えたら、魔族を攻めにきたのだった。ははは、まぁいいや。




　ベーゼがこつこつ集めた魔族の魂を召喚していく。

「ざっと五千といったところかな」

　五千人もの死霊軍団を眺めると、なかなかに壮観だな。




「カナン、エンシェント種の魔力は捕らえているか？」

「問題ありません。一番大きな魔力を捕捉しています」

　カナンは【魔力感知】のレベルが『Ⅳ』まで上がっていて、俺たちの中では一番索敵範囲が広い。

　城壁の外からでも町のほぼ中心にいるエンシェント種の大きな魔力を捕捉できるのだから、すごい。




「ハンナ、サーニャ、オールド種が出てきたら動け」

「「はい」」

　オールド種のレベルは二百前後らしいので、死霊軍団では対抗できない。

　せっかく数をそろえたのだから、無駄な損害を出す前にオールド種をケモミミ姉妹に任せよう。




「よーっし！　ベーゼ、蹂躙しろ」

「承知」

　ついさきほどまでは自分たちの味方だった魔族が自分たちを襲うのだから、魔族からするとシャレにならないだろう。

　しかも、この死霊軍団に殺されたら、そいつも死霊軍団の仲間入りだ。たまったものではない。

　俺が魔族を率いるエンシェント種なら、戦略的撤退を選ぶけどな。




「撃てぇぇぇっ！」

「殺せ！　殺せ！」

　死霊軍団が城壁にとりつこうとしたら、城壁の上から魔法が飛んできた。

　しかし、死霊軍団の平均レベルは百五十。レベル百にも満たない魔族の攻撃を軽々と防ぎ、死霊軍団も遠慮なく魔法を撃つ。

　魔法の応酬はレベル差によって死霊軍団に軍配が上がった。




　魔法の応酬の際に破壊した城壁から死霊軍団が町中へ入っていく。

　魔族の中には女性の顔と鳥の体をもつハーピーや、子供のような体にコウモリの翼をもったインプ、妖艶な人間の女性の体にコウモリの翼をもったサキュバスなどは空を飛べるので、航空戦力としてなかなか役に立っている。

　今のところ、制空権はこちらにあるようだ。




「ええーーい、不甲斐ない！　それでも貴様らは栄えある魔族か!?」

　なんか出てきたぞ。見た目はマントを羽織ったただの人間にも見えるが、纏っている雰囲気が禍々しい。

「我は栄光ある魔貴族のバンパイア伯爵である！」

　ああ、バンパイアか。やっぱドラキュラとか吸血鬼は伯爵なんだな。

　その伯爵が長々と演説をしている。うーん、これって聞かなきゃダメなの？




────────────────────────

　氏　名：ガーゼン・バンパイア

　種　族：オールドエヴィル　レベル二百四十五

　スキル：【爪闘術Ⅱ】【吸血Ⅱ】【眷属化Ⅱ】【気配感知Ⅱ】【統率Ⅱ】【鼓舞Ⅱ】【超再生】

　能　力：体力Ｂ、魔力Ａ、腕力Ａ、知力Ｃ、俊敏Ｂ、器用Ｃ、幸運Ｅ

　称　号：魔貴族（伯爵）

────────────────────────




「あれ、オールド種だ」

　俺がそう言った瞬間、ハンナとサーニャのケモミミ姉妹が飛び出した。

　二人の視線は伯爵を捉えていて、猛スピードで接近していく。

　モーゼが海を割ったように死霊軍団が割れていく……死霊軍団を操るベーゼの手腕だな。ケモミミ姉妹は目の前に死霊軍団がいたら跳ね飛ばして進んでいただろう。

　たしかに、オールド種が出てきたら動けと言ったけど、そんなに一目散に進まなくていいんだよ。




　伯爵の顔面にハンナのパンチがクリティカルヒットした。

　そこにサーニャの帝竜牙トマホークが顔面にめり込んだ！　うわー、スプラッターだ。脳みそがでろーんって、ヤバくね？

　おお、伯爵は脳みそでろーんでも動いてるよ。ハンナに顔だけは殴るなとか言っているけど、そこまでハンサムじゃないし。

　ハンナの手刀が伯爵の胸を貫いた！　最後まで何もさせる気はないようだね。

　さらに帝竜牙トマホークによって、首が切り飛ばされた。

　そして、ベーゼが放った【極寒魔法】によって伯爵は氷の棺に閉じ込められ、ハンナのパンチで氷の棺ごと粉々になった。あれでは、どんなに生命力の強い奴でも死んだな。




　その後も数人のオールド種が出てきたけど、ケモミミ姉妹にぶっ飛ばされて短い登場時間だった。

　さらにベーゼの死霊軍団も着実に戦果を挙げていった。

「逃げる者は追うな。向かってくる奴だけ徹底的に潰せ！」

　逃げる魔族を追いかけて殺す必要はない。そんなことに時間を費やすのはもったいない。




「ただし、エンシェント種だけは逃がすな」

「はいなのですー」

　カナン、返事が軽いよ。

「「はい！」」

　ケモミミ姉妹は仲がいいね。

「承知」

　ベーゼはこの世界にきてから、それしか言ってなくね？　いいけどさ。

　アンティアは相変わらず何もしないんだね。まぁ、やることないからお茶でも飲んでゆっくりしてよ。




　しばらくすると、町中の掌握が完了した。

　ねずみ算式に死霊軍団が増えていき、最後には十万規模になっていた。数えるのも面倒になったのでそんな感じかな、って数だ。

　ケモミミ姉妹はオールド種をぶちのめして戦いを勝利に導いた。

　カナンがエンシェント種の魔力を捕捉しているので、俺たちはそのエンシェント種がいる城へやってきている。




　魔族の城はなんと言えばいいのか、けっこう芸術っぽい。意外だ。

　町のほぼ中央に岩山があって、その岩山を彫って造られているペトラ遺跡のような感じの城だ。




「あっちです」

　カナンの案内で城の中を迷うことなく進んでいく。

　俺の【気配感知Ⅱ】だとエンシェント種がいる方向はわかるが、迷路のような城の中を迷わずに進むことはできない。

　だが、カナンの【魔力感知Ⅳ】は、迷路のような城の中の構造まで把握できるのだ。すっげー便利だ。




「ここなのです！」

　カナンが案内してくれた場所には大きな観音開きの扉があった。今まで見てきた魔族の各種族が彫りこまれた無駄に豪華な扉だ。

「外観がよかっただけに、残念でしかないな」

「カトブレパスであれば、このような趣味の悪い彫刻の扉があっても、なんの不思議もありません」

　この言葉でも分かるように、アンティアは魔族のエンシェント種が嫌いだ。

　その魔族のエンシェント種はカトブレパスという名前らしいが、いったいどんな奴なのか。




　ハンナとサーニャが扉を開けてくれたので、中に入ってみる。

　謁見の間といった感じの広間の真ん中に赤い絨毯があって、その一番奥に数人の魔族がいた。

　多分、一番高いところの趣味の悪い金ぴかの椅子に座っているのが、エンシェント種のカトブレパスなのだろう。

　カバのようにでっぷりとした体に短い手足。あれでどうやって動くのだろうか？　はいずってかな？　人を見た目で判断してはいけないと思うが、あの容姿はないわ～。




────────────────────────

　氏　名：カトブレパス

　種　族：エンシェントエヴィル　レベル四百四十

　スキル：【呪いの瞳Ⅲ】【毒の瞳Ⅲ】【超再生Ⅲ】

　ユニークスキル：【魔を支配する者】

　エンシェントスキル：【第二の命】

　能　力：体力Ａ、魔力ＥＸ、腕力Ｓ、知力Ａ、俊敏Ｓ、器用Ｃ、幸運Ｇ

　称　号：始祖魔族、試練を課す者

────────────────────────




　まぁまぁかな。クラフトンと戦った後だからか、それほど脅威には思えなかった。

　ただし、【呪いの瞳Ⅲ】と【毒の瞳Ⅲ】は目を合わせたら呪われたり猛毒に侵されてしまうスキルなので、要注意だ。

「あれは俺が殺る。他は皆に頼む」

「「「はい！」」」

「承知」

「私は見ているわ。レベルも上がらなさそうだし」

　カナン、ハンナ、サーニャは嬉しそうに返事をした。ベーゼもお約束の返事だ。

　アンティアだけが見物を決め込んだ。まぁ、アンティアが出ると、皆の経験値が減ってしまうからそれでいいだろう。

　カトブレパス以外に四人のオールド種がいたので、カナン、ハンナ、サーニャ、ベーゼで一人ずつ担当することになった。




「貴様たちは何者だ!?」

　オールド種の一人が誰何してきたが、それは俺たちに喧嘩を売る前に聞くべきだったよな。

「む……貴様、アンティアかブ？」

　カトブレパスがアンティアに気づいたようだ。そんなことより、語尾の「ブ」ってなんだよ？　ネタか？

「貴方の軽いおつむで、よく私の顔を覚えていましたね」

　言葉に棘があるのはクラフトンの時と同じだな。




「ふ、ふふふ……アンティアもクラフトンに飛ばされたようだなブ。この世界に閉じ込められた以上は、もう元の世界に帰ることは叶わぬぞブ。にもかかわらず、元の世界と同じように我と敵対すると言うかブ。愚かなことだブ」

　語尾の「ブ」のおかげで笑えてしまう。なんでこんなのがエンシェント種なんだよ？




「あら、先に攻撃をしてきたのは魔族の方ですよ。相変わらず愚か者ですね。許してほしければ、そこに跪いて命乞いをしたらどうですか？　あら、ごめんなさい、貴方の体では跪くことができないですね。うふふふ」

　カトブレパスの灰色の顔が真っ赤になった。怒っているようだ。

「ぐぎゃっ!?」

　あーあ、側近のオールド種を持っていた杖で殴り殺してしまったよ。




「おい、獲物が少なくなるから、共食いするなよ！」

「なんだ、貴様はブ!?　人族のくせにアンティアの部下かブ!?」

「うふふふ、ツクルは部下ではありませんよ。私の夫ですから」

　アンティアの言葉を聞いてカトブレパスはきょとんとした。




「……人族が夫ブ？　とうとうアンティアも気が触れたようだブ！　がーーははははブ」

「「「がーははは」」」

　オールド種も一緒に笑った。多分、こういう時に調子を合わせて笑わなければ、さっきの奴のように殺されるんだろうな。

　こういうのって絶対王政って言うんだろ？　国王の顔色だけ窺っている酷い部類の統治だよな。




「よし、もういいだろう。カナン、ハンナ、サーニャ、ベーゼ。ＧＯ！」

　俺の言葉と同時にハンナは飛び出し、カナンとベーゼは魔法を発動、サーニャは帝竜牙トマホークを投げた。

「………」

　カナンとベーゼの魔法と帝竜牙トマホークによって、残っていた三人のオールド種は死んでしまった。そして、呆然とその死体を見下ろしているハンナ。




　ハンナがとぼとぼと歩いて戻ってきた。いつものクールビューティーに見えるが、こめかみに血管がちょっと浮いている……。目がこえー。

「サーニャ、ちょっときなさい……」

　サーニャがハンナによって部屋の外に連れ出されるのを、俺たちは何も言わずに見送った。

「………」

　戻ってきた二人。でもサーニャの目が死んでいる気がする……。

　俺では触れてはいけない姉妹の上下関係というものがあるのだろう。




「さ、さて……残ったのはお前だけだな」

　今度は青い顔をしているカトブレパスに黒霧を向けた。

「ええぇぇぇい、役立たずどもがブ！」

「お前のような奴に仕えてくれていたんだ、部下に感謝して逝け！」

　俺は赤い絨毯の敷かれた床を蹴り、カトブレパスに迫った。




「ブ！　舐めるなブ！　死ねブ！」

　カトブレパスは【呪いの瞳Ⅲ】と【毒の瞳Ⅲ】を発動しようとしたんだろう。

　しかし、カトブレパスの胸には黒霧が深々と突き刺さっていた。

「おい、こんなのに私を刺すなよ」

　黒霧が文句を言ってくるが、その気持ちはわからないでもない。

　そのまま上へ黒霧を振り上げると、カトブレパスの胸から頭部を真っ二つにした。




「ブ……どうしてブ……」

「近い距離にいたんだ。目を閉じたってお前の居場所くらい分かるっつーの」

　そう、俺は目を閉じて接近してカトブレパスの胸に黒霧を突き刺したのだ。

　カトブレパスの【呪いの瞳Ⅲ】と【毒の瞳Ⅲ】は相手の目を見なければ効果がないスキルなので、目さえ閉じていれば何も怖くはない。




　伊達に『剣聖』などという称号を持っているわけじゃない。




「今度こそエンシェント種をぶっ殺す！」

　俺はカトブレパスのエンシェントスキルである【第二の命】が発動するタイミングを見計らい、再び黒霧を振ってカトブレパスの首を刎ねた。

「つまらぬものを斬ってしまった」

「お前は斬●剣か!?」

　実際には斬●剣の持ち主のセリフだが、いいだろう。それに、今の俺なら銃弾を打ち落とすくらいは朝飯前だ。

「なんだ、その斬●剣というのは？」

　知らずに言っているお前が怖い！
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　カトブレパスを倒した後、せっかくきたのだからこの世界を少しだけ探検しようという話になり、一カ月という期限を設けて旅をすることにした。

　そんな旅の途中、見たこともない変な魔物を発見した。

　この荒野の大地のような赤茶色の塊が淡い光を発しながら空中に浮き、ゆっくりと移動しているのだ。




────────────────────────

　種族：アースエレメント　レベル三百三十

　スキル：【土魔法Ⅲ】【自爆Ⅲ】【土属性吸収Ⅲ】【風属性耐性Ⅲ】【火属性耐性Ⅲ】【魔力感知Ⅲ】

　能力：体力Ｂ、魔力Ｓ、腕力Ｃ、知力Ｃ、俊敏Ａ、器用Ｃ、幸運Ｆ

────────────────────────




　ステータスを見る限り、大地のエネルギーから生まれた魔法生物のようなものかな？

「アースエレメント？　あんな魔物、見たことがありませんね」

　世界が違うのでアンティアも知らない魔物がいた。




「カナン、あれは土属性を吸収するらしいぞ。やってみるか？」

「はいなのです！　ぶちのめします！」

　レベルが三百三十だから、レベル的にカナンに丁度よい相手だ。

　魔法に対する耐性が高そうな相手にカナンがどう戦うのか。カナンもこれまでの戦いで強くなっているので、楽しみだ。

　カナンの戦いぶりに期待をこめて見ていたが、お互いに魔法を撃ちまくっての殴り合い、我慢大会だった。

　ボクサーが足を止めて殴り合うような魔法の応酬だ。これはこれで見ていて面白いが、これって脳筋の戦い方だよな。




「はぁはぁ……ご主人様、やりました！」

「お、おう……がんばったな……」

　ぼろぼろになったカナンが、満足そうにやり切った感を出して報告してきた。

「へへへ」

　一応、楽しませてくれたから、頭を撫でてカナンを労った。




「ベーゼ、あれの魂はあるか？」

「……いいえ、魂はまったく見当たりません」

　やっぱり魂のない無生物という感じの存在なんだな。




　それ以降もこの世界を旅したが、荒野から草原に変わったところにウインドエレメントがいたし、火山帯ではファイアエレメント、水辺にはウォーターエレメントがいた。

　エレメントは同じ種族名でもレベルが違っているので、事前情報を得るために【詳細鑑定】は必須だ。

　この世界には人間はいないようで、町から落ちのびた魔族は時々見たが、現地人は見ることはなかった。




「さて、この世界の探索も当初の予定通り、一カ月が過ぎた。これから帰るが、いいな？」

「ご主人様、お願いがあるのです！」

「言ってみろ、カナン」

「【神々の晩餐】を私に食べさせてください！」

　ん、これは食いしん坊カナンだから、ではないよな？




「世界を渡る魔法を私が行使してみたいのです。魔術師にとって【時空魔法】は、究極の魔法の一つなのです。その【時空魔法】を自分で使って解析してみたいのです。お願いします！」

　なるほど、魔術師の性さがと言うわけか。

「構わないぞ。ただし、五分後には感覚の一つを失うことになるからな」

「はい！　ありがとうございます！」

「「カナンさん、がんばって！」」

「「………」」

　ケモミミ姉妹とベーゼ＆アンティアペアとでは反応が違うようだ。とは言え、ベーゼ＆アンティアペアがカナンの挑戦を苦々しく見ているわけではなく、基本的に反応が薄いだけだ。

　アンティアに関しては同じエンシェント種に対しては結構辛らつなんだけど。




　緊張なのか、震える手で【神々の晩餐】を受け取ったカナンは、エンペラードラゴンの肉をローストビーフ風に調理した【神々の晩餐】を見つめた。

　最初の時はクラフトンとの戦いの最中だったので、ただの焼き肉になってしまったが、今回はちゃんと調理したぞ。

「料理が光っています……」

「綺麗ですね」

　ケモミミ姉妹の言う通り、ローストビーフ風【神々の晩餐】は光り輝いていて、食欲をそそる。




「では、食べます。……あむ………うえぇ、不味いです……」

　前回、俺が食った時もかなり不味かった。あの時は急いでいたから味が不味くなったと思っていたが、今回もとなると【神々の晩餐】は名前の通り神々用の料理だから、俺たちの口には合わないのかもしれないな。




　カナンが光った。【時空魔法】を得て発動させたのだろう。

　魔力が膨れ上がっていき、カナンの足元に魔法陣が浮かび上がり、そしてその魔法陣はいくつもの層を形成した。

「カナンの性格が現れているように、温かくて美しい魔法陣だ」

「ええ、芸術のような魔法陣です。カナンは魔法の天才ですね。『魔導王』の名に相応しい方です」

　珍しくアンティアが人を褒めた。それほどにカナンが紡ぐ魔法陣が美しいのだ。

　俺はハンナ、サーニャ、アンティアを抱き寄せてカナンのそばに立った。

「「ご主人様……」」

「………」

　抱き寄せたっていいだろ？　この魔法陣はそこまで大きくないんだからさ。

　魔法陣が俺たちを包み込み、視界がホワイトアウトした。
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　壁も床も白く広い何もない部屋。そこには一人の老人がたたずんでいた。

　一見すると好々爺にも見える老人だが、俯いていることから表情は読み取れない。

　ツクルなどであれば、ここは神の部屋かもしれないと考えるだろう。

　しばらくして老人が床に片膝をついたかと思うと、部屋の中の雰囲気が一変して張り詰めた。




「テマスよ、勇者は覚醒したか」

　この部屋には老人が一人しかいない。では、老人が独り言を言っているのかというと、そうではない。

　どこからともなく声がするのだ。まるで本当に神の空間のように。




「申しわけございません。未だ覚醒した勇者はおりませぬ」

　テマスとは老人のことのようだが、その声には緊張が見て取れたことから、姿の見えない声の主がテマスよりも目上の存在であることが窺い知れた。




　勇者というのはツクルと一緒に召喚されたクラスメイトたちのことである。

　勇者は時空を越えてやってくるためか、本来は勇者であってもレベル百で頭打ちになるはずのレベルがそのまま成長するのである。

　それをテマスたちは覚醒と呼んでいて、ツクルのように圧倒的なレベル差の敵を屠ることで限界突破したこととは違い、なぜ限界突破ができるのか、条件が分かっていないのである。




　テマスと謎の声の主は勇者の覚醒を望んでいるようだ。

　覚醒を望む理由は分からないが、戦力にするためなのは誰にでも思いあたることだろう。




「此度の勇者もハズレであったか。まあよい。次の勇者を召喚せよ」

　叱られると思っていただけに、いささか拍子抜けではあったが、これがまた怖い。

「は、ご意思のままに」

　テマスは頭が床につくほど下げ、姿の見えない声の主が立ち去るのを待った。

　姿が見えないのに立ち去ったのがなぜ分かるのか？　それは簡単なことである。空気の鋭さ、重さ、温度が変わるので判別はすぐにつくのである。




「役立たずの勇者どもを集めねばならぬな。あの者らを次の勇者召喚の人柱とすれば、すぐにでも勇者召喚が可能であろう」

　老人は立ち上がった。その顔はツクルをボルフ大森林へ捨てた神官であった。

　勇者召喚には膨大な魔力が必要である。

　この世界の魔法士を集めると千人規模の数が必要となるが、勇者であれば百人もいればこと足りる。

　それが百人の勇者の命ならば、次に召喚する勇者の質も上がるだろうと皮算用もできた。
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　私の父は騎士団に剣を教える剣術指南役だったこともあり、私は厳しく剣を仕込まれた。

　そのおかげで私は若くして父の跡を継いで剣術指南役に就くことができた。




　順風満帆な剣術指南役生活だったが、私が二十五歳の年に騎士団が壊滅するほどの戦いがあった。

　私は剣聖などともてはやされていたが、私の育てた若き騎士たちは誰一人戻ってこず、見知った顔がある日を境にまったく見なくなったことに、私は無力感を覚えた。

　私が教えた剣はその程度のものなのだと考えると、いても立ってもいられなかった私は、剣術指南役の職を辞して剣術修行の旅に出た。

　名目は責任をとるものだったので、周囲からはかなり冷たい扱いを受けた。




　旅に出た私はあまり町や村に立ち寄らず、来る日も来る日も魔物を狩り続けた。

　この世に生を受けて既に四十年が過ぎていた。だが、剣士としては一番脂がのっていると自負がある。

　レベルは百に到達してこれ以上上がる見込みはないだろう。だが、私は知っているのだ、レベルの壁を越えた者がいるということを。

　私はレベルの壁を越えるべく、いつまでも足掻くつもりだ。生涯をかけて取り組むだけのやり甲斐があると思っている。

　それに戦い続けていれば、スキルレベルだって成長する。ジョブレベルが上がらなくても剣を極める過程で剣技を磨くことで、ジョブレベル差を埋めることができるのだ。

　だから、私は剣技を磨き、ジョブレベルが圧倒的に高い魔物であっても倒してきたのだ。




　ある時、私は深い森の中で迷ってしまった。そこで私は人生最大の危機を迎えていた。

　私は体中から出血し、息も絶え絶え、剣を持つ手にも力が入らないという情けない状況に追い込まれていた。

　出会った魔物はエヴィルベアーという熊の魔物だ。

　硬い毛皮に護られた屈強な体と、巨体から繰り出す破壊力抜群の攻撃は脅威どころの話ではなかった。

　レベル二百どころか三百はあるかもしれない。その化け物に私は遊ばれている。

　かつてこれほどの屈辱を味わったことがあるだろうか。いや、ない！　しかし、今の私ではいかんともしがたい相手である。




「ここで死ぬのか……私にはふさわしい死に場所だな」

　誰にも知られずエヴィルベアーに弄ばれ殺されるのだと覚悟を決めた時だった。

　周囲の温度が一気に下がった。私の出血が限界に達して死ぬ間際だと思ったが、すぐにそれによってもたらされたものだと分かった。




　私とエヴィルベアーの前に現れたそれによって、エヴィルベアーは一瞬で首を刎ねられた。

　次は私の番だと二度目の覚悟を決めたが、それは私に語りかけてきたのだ。

「我が眷属となれば助けてやろう」

　私がそれというのには理由がある。形容しがたい不定形の何かなのだ。

「我に永遠の忠誠と恐怖をもつのだ」

　忠誠と……恐怖だと……？　眷属になるのだから忠誠を示すのは分かるが、なぜ恐怖なのだ？




「返答はいかに？」

　あり得ないほどの強者だというのは分かる。しかし、このような得体も知れないものの眷属などになるのは、私のプライドが許さない！

「例え死ぬことになろうとも、眷属になるのはごめんこうむる」

「ふふふ、そなたの弟子たちも同じことを言っておったな。無駄にプライドが高いのは寿命を縮めることになるぞ」

「私の弟子だと……では、貴様がっ!?」

「そうだ。我がそなたの弟子である騎士たちの命を奪った。そなたの弟子の魂はなかなかに美び味みであったぞ」

「貴様が……貴様が……」

　私はこの時、何かを悟ってしまった。この何かは私を追い込むために弟子たちを殺したのだと。

　心の底から怒りがこみあげてきた。




「そなたなら面白いと思ったのだがな……残念である」

　私は怒りで自身さえ焦がしてしまいそうだった。

　剣を地面に突き立て杖代わりにして立ち上がろうとしたが、私の剣はぼろぼろとまるで砂でできた剣のように崩れ去ってしまった。




　何が起こったのか分からなかった。ふと気づくと、私の足も剣と同じように崩れていくのが見えた。

　それが何をしたのか私には分からなかったが、次第に意識が混濁して遠のいていく感覚だけは覚えている。




　気づいたら私は私ではない何かになっていた。

　意識はあるが、決して外に出せず、別の何かが私を支配している感じだ。

　数年、数十年、そして数百年……気が遠くなるほどの年月が過ぎ、私は自分が何ものなのか次第に知ることになった。

　自分を知ってもどうにもならない煩悶とした日々が永遠に続くのだと諦めていた。




　実際にどれだけの年月が過ぎたか覚えてもいないが、私はある日彼に出会った。

　彼は私を封じるための器を壊してくれた。そのおかげで、私は自我を表に出すことができるようになったのだ。




「ツクル、感謝しているぞ」

「なんだよ、急に？　変なものでも拾い食いしたのか？」

　ふ、ツクルはいつもそうだ。飄々として掴みどころがない。だが、熱い男でもあるのだ。




「私に口などないから、拾い食いなどできないだろ。私の栄養源はツクルの精神なんだからな。ふふふ」

「っ!?　こわっ！　黒霧怖すぎ！」

　今日も相棒であるツクルと馬鹿を言いあいながら、私は今の私にできることを精いっぱいしようと思う。
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　聴覚を失ったカナンの回復を待つために俺は【等価交換】で家を建てた。

　木材や金属はいくらでも持っているし、足りなければまた手に入れればいい。

「ご主人様、お茶をどうぞ」

「ありがとう。ハンナ」

　家の造りは日本的な和洋折衷といった感じのものだ。家に入る時は靴を脱いで上がるのがルールである。




「この畳という敷物の匂いは心が休まりますね」

　和洋折衷なので和室もあって、アンティアは畳の部屋が気に入ったようだ。

　エルフだからなのか木と畳の匂いのする部屋が落ち着くようで、「森の中にいるみたい」と嬉しそうに入り浸っているのだ。

　俺も畳の部屋は嫌いではないので、胡坐をかいてハンナが点たててくれたお茶を飲んだ。

　抹茶なんかあるのかと思うだろうが、日本茶に似たお茶があるので、それを【等価交換】で抹茶にしたのだ。

　ハンナには俺が知っている抹茶の点て方を教えたら、すぐにマスターしてしまった。できるメイドは違うね。

「この和菓子というものは、抹茶に合いますね。ほんのり甘いのが丁度よいわ」

　もろ外人顔エルフのアンティアが一番和室を堪能している。




　翌日、回復したカナンはエネルギーを補給するかのように膨大な食事を摂った。

　大皿のサンドイッチ、大皿のパスタ（カルボナーラ）、カレーに至っては大皿二皿だ。

　本気で腹が爆発するんじゃないかと心配したが、当の本人はけろっとしてお代わりを求めてきた。




「それで、魔法陣の方はどんな感じだ？」

　食後に気になることを聞いてみた。

「はい。なんとなくですが、理解できました。ただ、魔法陣の研究には少し時間がかかると思います」

「時間がかかるのは仕方がない。無理せずに進めてくれ」

「はいなのです！」

　転移系の魔法はかなりハードルが高いのは分かっている。だから時間がかかるのも理解できるし、再現できなくても構わない。




　さて、俺の方も大事な話をしないといけないな。俺は意を決して口を開いた。

「サーニャ、お前に話したいことがある」

「私に？　なんでしょうか？」

「私たちは席を外しましょうか？」

　ハンナが気を利かせて席を立とうとしたが、俺はそれを制した。

「皆にも聞いてほしいんだ」

　カナン、ハンナ、アンティアにはそのまま席に座っていてもらう。




　そして、俺にとってかけがえのない妹である歩とサーニャが瓜二つだということを話した。

「私がご主人様の……」

「サーニャと皆が俺のことを好いてくれているのは分かっている。でもサーニャは妹にしか思えないんだ。すまない」

　サーニャは目を閉じた。カナンたちは俺とサーニャの動向を静かに見守ってくれている。




「お姉ちゃんやカナンさん、アンティアさんのことはどうされるのですか？」

　サーニャが目を開けて俺をしっかりと見つめて聞いてきた。

「正直言って俺は誰か一人だけを選ぶことはできない」

「それは三人とも好きということですか？」




　この世界に放り出されて初めて気を許せたのがカナンだ。俺は多分カナンのことが好きなんだと思う。

　ハンナは俺に対して無償の忠誠を誓ってくれていて、俺が死ねと言えば笑って死んでいくだろう。

　そんなハンナの気持ちに応えてやりたいと思っている。

　飄々として掴みどころのないアンティアとの出会いはいきなり戦闘で始まったが、今では俺のよき理解者だ。本人は俺との子供を望んでいるし、俺もアンティアのことは嫌いではない。

「そうだ」




　俺の返答を聞きサーニャは笑顔になった。

「だったら三人を奥さんにしてあげてください。そうしたら私はご主人様を諦めます」

「すまない……」

「いいのです。でも一つだけお願いがあります……」

「なんだ？」

「あの……ご主人様のことを……お兄ちゃんって呼んでもいいですか？」

　俺は隕石が頭に落ちてきたかのような衝撃を受けた。




「ごめんなさい。出しゃばり過ぎました。忘れてください」

　サーニャが席を立ってどこかへ行こうとしたので、俺はその腕を掴んだ。

「構わない。むしろ俺からそう頼みたい。俺を兄と呼んでくれるか？」

　サーニャが歩でないのは分かっている。だけど、どうしても別人だとは思えないのだ。

　もしかしたら歩の転生後の姿なのかもしれないと、つい考えてしまう。

　異世界なんだから、転生があったとしてもおかしくないだろ……。




「あ、ありがとうございます！　ご主人様！」

「サーニャ、俺は兄だぞ」

「あ、ごめんなさい……お、お兄ちゃん……はぅ」

　サーニャが真っ赤になった。可愛いやつだ。無意識に頭を撫でてしまうじゃないか。




「おめでとうです。サーニャちゃん！」

「サーニャ、よかったですね」

「私の義理の妹です」

　カナン、ハンナ、アンティアの三人がサーニャを囲んで喜び合った。

　うん、いい光景だ。こういう和やかな空気はいつ以来だろうか。




「さて、ツクル。先ほどの話を確認しましょうか」

　アンティアが俺に向き直った。

「先ほどの話？」

「私たち三人をツクルの妻にするということです」

「あっ……」

　サーニャがそんなことを言っていたな……。




「ご主人様、カナンのような奴隷では嫌ですか？」

　カナンがうるうるした上目遣いで見てきた。

「い、嫌なものか!?」

　声が上ずってしまった。

「では……」

「俺でよければ、妻になってくれ」

「はい！」

　カナンは花が咲いたような笑顔で返事をしてくれた。




「ご主人様……」

「ハンナにも俺の妻になってほしい」

「はい、喜んで！」

　クールビューティーのハンナが笑顔を見せてくれると、とても破壊力がある。




「ツクルは私も妻にするのでしょ？」

「もちろんだ！　俺の妻になってくれ」

　アンティアはにやりと笑った。嫌な予感がする。

「それでは、子作りをしましょう！」

　欲望に忠実だな!?




「ご、じゃなかった。お兄ちゃん、おめでとうございます！　カナンさん、お姉ちゃん、アンティアさん、おめでとうございます！」

「「「「ありがとう。サーニャ！」」」」

　こうして、俺に四人の家族ができた。何年かぶりの人の温もりを感じた瞬間だった。




　この世界の結婚の風習は色々あるようだ。地球だって、日本と他の国では違う風習があったし、日本国内でも様々だから不思議ではないが……。

　カナンとハンナが所属しているテンプルトン王国では一夫多妻が認められていて、結婚の際には書類を役所に出すことで正式に夫婦と認められる。

　対して始祖エルフであり、全てのエルフの頂点であるアンティアはどの国にも所属していないし、エルフの里では結婚は里の長が認めればよかった。ただし、里の長はアンティアよりも格下なので、アンティアの結婚に関しては特にルールや風習はない。




「で、なんで皆いるの？」

「お背中を流すのです」

「夫婦の営みの一つです」

「子作りです」

　俺が風呂に入っていたら、カナン、ハンナ、アンティアの三人が入ってきた。

　風呂だから、俺も三人も裸である。




「ツクル、夫婦になったのですから、恥ずかしがることはないでしょう」

　これまでの言動でもわかるように、どうやらアンティアは肉食系のようだ。

　エルフというと、草食系のイメージがあるが、そのイメージが壊れていく。




　しかし、三人の裸は破壊力があるな……。

　俺の前で着替えているから、裸は見慣れている……こともないが、見たことはあるが、まじまじと見ると本当に三人とも美しい。

　大きすぎず小さすぎない胸で、整ったプロポーションなのはカナンだ。

　強力な双丘を持っていて、動くたびにぷるんぷるんと揺れるのはハンナである。

　そして双丘はささやかだが、絶世の美女であるアンティア。

　俺はこの三人を妻にしたんだな……。




「ふふふ、ツクルの下の方は正直ですよ」

「え？　……」

　俺は下半身に目を向けた。

「し、仕方ないだろ！　三人が美しすぎるんだから！」

　カナンとハンナは顔を赤くしてもじもじしているが、アンティアはがっつりと俺の下半身を見つめていた。





▼▼▼






「よし、行くぞ！」

　朝が来た。昨日のことは言えないとだけ言っておこう。

「「「「はい」」」」

　二番目の世界に帰ってきたのだから、俺の目的を果たすための旅立ちだ。

　つまり、クソジジィをぶっ飛ばしに行こうということで、ラーデ・クルード帝国にある神殿を目指す。




　魔族のいた世界からこの世界に帰ってきた場所は、俺たちがクラフトンと戦った森の中だ。

　俺たちが帰ってきた時には、既に森の修復が終わっていて焼け野原のようだった場所は木々が生い茂り、ボルフ大森林のいつもの顔を見せていた。

　そこからテンプルトン王国を南下して、エンゲルス連合国に入る予定だ。

　このエンゲルス連合国は人族至上主義の国で、その後ろにはラーデ・クルード帝国と並ぶ大国のルク・サンデール王国がある。

　そのルク・サンデール王国から東に行くとラーデ・クルード帝国があるので、まずはエンゲルス連合国を目指している。




　森を出ようと歩いていると、俺は突然違和感を感じた。

　カナン、ハンナ、サーニャ、アンティアの四人も俺と同じように違和感を感じたようで、足を止めた。

「何かくるぞ」

　俺が警戒を促すと、四人は頷いた。




「地面からです！」

　カナンの声で俺たちは飛びのいた。

　その直後、地面が大きく盛り上がって、何かが地面の中から現れた。




　土埃をまき散らして現れたそれは、俺にとって会いたくて仕方がなかった人だった。

「てめぇ……クソジジィ！」

「小僧、口を慎め。テマス様に失礼であるぞ！」

　クソジジィと一緒に現れた取り巻きが何か言っているが、俺には聞こえない。

　こんなところでクソジジィに会えた喜びに、燃えるような熱い血が俺の体中を駆け巡っているからだ。




「あら、テマスじゃない。まだ生きていたのですね」

　アンティアの凛とした声が聞こえてきた。冷静になれなくても俺の愛妻の声くらいは聞こえるのだ。

　それよりもテマスだと？　俺の記憶が確かなら、それは人族のエンシェント種の名前だったはずだ。

　つまり、俺をボルフ大森林に捨てたあのクソジジィがエンシェント種だということなんだろう。




「アンティア……お主の気配が消えたと思ったら、久しぶりに現れた。何をしたんだ？　それに人族と獣人……何を企んでいるのだ？」

「企むだなんて失礼ね。私はテマスと違って姑息な真似はしないわよ」

　クソジジィがエンシェント種なので、アンティアとは顔見知りなのは理解できる。だが、俺の妻であるアンティアの名を馴れ馴れしく呼ぶんじゃねぇよ！




「この未熟者が、殺気を抑えられないようでは、剣の道を極めることはできないぞ」

　無意識に殺気が漏れていたようだ。

　この黒霧の声にはっとして、俺は肩の力を抜くことができた。

「あの顔を見たら、ついな……」

「平常心を保てないのは未熟者の証だ。修業をやり直す必要があるぞ」

　俺は黒霧の言葉を噛みしめた。

　平常心は剣を使う者の基本だと黒霧は言う。俺もそう思うが、あの顔を見ていると自然と血がたぎるんだ。

「はいはい。お小言は後から聞くよ」

　気を落ちつけよう。せっかくクソジジィの方からこの場にきてくれたんだから。




「ご主人様……あれがクソジジィなのですか？」

「カナンの言う通りだ。こうやって見ると、ふてぶてしい面をしてやがるな。腹が立って仕方がないぞ」

　俺の妻となったことで、カナンとハンナは奴隷から解放している。今はカナン、ハンナ、アンティア、そして俺の四人でお揃いの結婚指輪をしている。

　結婚指輪の素材はミスリルで、どこに俺がいても繋がりを感じられるものになっている。

　カナンは意外と寂しがり屋で、俺と繋がっていると思わないと不安なんだと。




「ご主人様の敵はハンナの敵でもあります。ぶっ飛ばしましょう」

「ハンナ、あれは俺の獲物だぜ。周りの奴らを任せるよ」

「分かりました。雑魚を殺ります」

　頼もしい限りだ。




「お兄ちゃん、雑魚は私たちに任せて」

「ああ、頼んだぞ」

　お利口な妹の頭を撫でてやる。

「えへへへ～」

　ケモミミも一緒にモフモフすると、サーニャも気持ちよさそうにする。何より俺が落ち着いた。




「好き勝手なことをほざいているが、小僧、貴様何者だ!?」

「黙っていないでなんとか言え！」

「フルク殿、あの者は足がすくんでいるのであろう」

「そうか、バカな奴だ！」

　クソジジィの取り巻きがうるさいが、こういう奴らは無視するに限る。




「おい、クソジジィ。俺の顔を忘れたか？」

「その物言い、不遜であるぞ！」

　三人いる取り巻きの一人が俺に魔法で造った土の棘を放ったが、それはカナンが瞬時に発動した見えない壁に阻まれて粉々になって消えた。【光魔法Ｖ】の防御障壁だ。

　それと同時に俺に土の棘を放った取り巻きの頭が爆発して、その場に力なく倒れた。

　カナンの【破壊魔法Ⅱ】だ。魔法が飛んでくる感じもしないので、避けるのが難しいんだよ、あれ。




「俺との力量の差も分からずに、吠えまくる野良犬の末路だな」

「はい、ご主人様に牙を剥いたところで、傷一つつけられないのに愚かな野良犬です」

　カナンも言うようになったな。




「「貴様!?」」

「やめい！」

「「……」」

　残りの取り巻きの二人がいきり立ったが、クソジジィが制した。




「アンティアよ、我が眷属を屠るとはどういうことだ？　我らと戦争になるぞ」

「あら、私は何もしていないわよ。言いがかりは止めていただけないかしら」

　たしかにアンティアは何もしていないな。

「いくら耄碌したバカでも見ていたのですから、それくらい分かるでしょ？」

　アンティアも煽るね～。




「それとも人族と人族の争いに私を巻き込むのかしら？　本当に耄碌したようですね」

　取り巻きは歯噛みしているのがわかるほど怒っているようだけど、クソジジィも口元がぴくぴくしているので、それなりに怒っているようだ。

　ははは、もっと言ってやれ。おちょくってやれ～。




「あ、分かりました!?　耄碌したから人族を抑えることもできなくなったのですね！　無能なのではと思っていましたが、本当に無能だったのですね！」

　その瞬間、何かが切れる音がして、地面が隆起してできた巨大な槍がアンティアに迫ったが、それも【光魔法Ｖ】の見えない防御障壁に妨げられた。




「あらあら、同じ人族に勝てないからといって、私に八つ当たりですか？　みっともないですね。こんなことであれば、カトブレパスの方がよほど往生際がよかったわ」

　いいぞいいぞ、もっと言ってやれ。




「カトブレパスだと!?　バカなことを、あやつは……」

「あら、カトブレパスがどこにいるのか知っているような口ぶりですね」

　ほう、こいつまさかとは思うが、クラフトンと繋がっているのか？　なんか、色々と悪さしていそうだから、裏で繋がっていても不思議じゃないけどさ。




「それなら、ディックとコバルにもそう伝えておかなければなりませんね」

　ディックはドワーフ族、コバルは獣人族。共にエンシェント種だと聞いている。

　これでもアンティアの夫なんで、そこら辺の名前くらいは聞いている。




「ふふふ、四種族の関係を悪化させようというのか？」

「悪化させるも何も、貴方はすでに人族至上主義などという愚かな思想を人族に広めているではありませんか。今さらですよね？」

　クソジジィは不敵に笑っている。四種族連合はほぼ瓦解していると言ってもいいのに、何を企んでいるんだ？




「二種族連合が攻めてくるぞ」

「その二種族ですけど、クラフトンはしばらく動かない、いいえ、動けないわよ。うふふふ」

　エンシェント種の【第二の命】は絶対じゃない。確かに一度死んでも復活できるけど、復活してから百年はそのまま。つまり、【第二の命】を使ってから百年は死んだら復活できないので、死ねないのだ。死んだら本当に終わりなんだよね。




「あの体力バカさんでしたら、喧嘩を売る相手を間違えて倒されていましたよ。残念なことに逃げのびたようですが、あの命もいつ尽きるやら。うふふふ」

「………」

　クソジジィの顔色が変わった。

　まさかとは思っていたけど、クラフトンに期待していたようだ。




「それに幽閉されていたカトブレパスは死んでしまいましたから、近々新しいエンシェント種が生まれるはずです。そうしたら巨人族と魔族の二種族連合もどうなるかしらね？」

「貴様……」

　クソジジィが後ずさった。この程度で後ずさるなんて、肝の据わっていない奴だ。




「それで、私に攻撃をしたことについて、謝罪はあるのかしら？」

　クソジジィが追い詰められていく姿を見るのは、楽しいな。

「く……それは……」

「エンシェント種は種族を代表しています。その私に攻撃を仕掛けたのですから、謝罪がないとそれなりの対応をすることになりますよ」

　クソジジィは黙りこくった。

「テマス様……」

　たまらず取り巻きが声をかけるが、クソジジィはそれどころではないようだな。




「分かった。謝罪しよう」

　ほう、謝罪するのか。面白みがないな。

「わかりました。テマスの謝罪を受け入れましょう。今後は気をつけなさいね」

　今回のやりとりを見ている限り、クソジジィはクラフトンと必ずしも良好な関係にはない。多分、お互いが利用しあっているんだろう。

　そして同盟を結んでいたエルフ、ドワーフ、獣人の三種族と単独では戦えないと思っているようだ。だったら人族至上主義なんていうふざけた思想を広めるなよな。




　ただ、分からないことがある。

　綱渡り的な政策をなぜするのだろうか？

　下手をすれば、人族は種族滅亡の危機に陥るというのに、何を考えているんだろうか？

　そう考えたら、俺たちを召喚したことに関係があるのかと勘ぐってしまう。

　召喚の思惑に関係なく、俺はクソジジィはぶちのめすけどな。




「我らはこれで引かせてもらおう」

「おっと、アンティアとの話がついたから帰りたいのかも知れないが、俺の用事はまだ終わってないぜ」

　せっかくの遭遇だ、俺の目的を果たさせてもらう。

「小僧、控えろ！」

「雑魚は引っ込んでいろ、その野良犬のようになるぞ」

　地面に倒れている頭のない死体を指さした。なんだか俺が悪役のようだ。




「言わせておけば！」

　飛び出してきた取り巻きが俺に剣を突き立てようとした。

「なっ!?」

　もちろん、俺に剣が届くことはない。

　ハンナが取り巻きの剣を指二本で受け止めたのだ。

「調子に乗るのはいただけませんね」

　ハンナがそう言うと、耳、目、鼻、口から血を流して取り巻きは力なく地面に倒れた。ハンナのジャブが三十五発入ったので、脳がシェイクされてしまったようだ。




「なぁ、雑魚が何人いても結果は同じだから、クソジジィがかかってこいよ」

「言わせておけば！」

　またそのセリフかよ。ボキャブラリーが足りない奴らだ。

　そんな取り巻きをクソジジィは手で制した。

「下がっておれ」

「し、しかし……分かりました」

　クソジジィに睨まれて取り巻きは引き下がった。




「へぇー、躾がなってるじゃないか。転がっている野良犬とは違うのか？」

　俺の言葉で取り巻きは歯を剥きだして怒りを露わにしたが、クソジジィの手前、行動することはなかった。

「小僧、どこかで会ったか？」

　こいつは俺を忘れているようだ。こいつにとって、廃棄物でしかない俺を覚えている理由はないわな。俺だって、そこで転がっている野良犬の顔なんて思い出すことなんてないだろうし。




「まぁね。お前は忘れているようだが、俺はしっかりと覚えているぞ」

「ふむ、どこで会ったか？　ん……黒髪……小僧。貴様……」

「概ね当たっているんじゃないか？　さて、もういいだろ？　俺はお前をぶちのめすつもりなんだ。逃げるなよ？」

　黒霧を抜いてクソジジィにびしっと向けた。

「我が逃げるだと？　笑止！　身の程を知るがよい！」

　拳大の土の塊が数十個飛んできたが、俺は黒霧でそれらを全て打ち落とした。




「ぬるいな。悪だくみばかりしているからだぞ」

　エンシェント種のスペックであれば、戦いに身を置いてさえいれば俺だって苦戦するだろう。

　だが、クソジジィにはクラフトンから感じた戦いくさ人びとのようなすさまじい圧力はない。




「ほざけ！」

　今度は地面が隆起して槍になったが、これも黒霧で切り刻んでやった。

「なんだ、そよ風にもならないぞ」

「小僧、舐めるなよ！」

　地面が隆起するのは同じだが、今度は壁のようだ。俺を全方向から包み込む感じだ。

「無駄だぞ。はっ！　……うげ、クソジジィの攻撃より土埃の方がきついぞ」

　俺を包み込もうとしていた壁を木っ端みじんに切り刻んだものだから、土埃がすごいことになってしまった。

　しかし、本当に弱いな。奥の手を隠しているとしても、これはないだろ……こんな奴のために俺は必死に強くなろうと思っていたのかよ。

　なんだか悲しくなってきたぞ。
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　まぁ、見るべきものはないな。

「はぁぁぁ……弱すぎだろ。クラフトンは強かったのにな……拍子抜けだよ」

　ため息交じりに吐き捨てた。

「小僧……クラフトンと……」

「あいつは強かったぞ。ぶちのめすのに奥の手を使う羽目になってしまったからな」

　クソジジィは目を剥いた。そんなに驚くなよ、その目に黒霧を突き立てたくなるじゃないか。




「今度は俺から仕掛けるぞ。しっかりと受け止めろ！」

　俺は左手を突き出して、【闇魔法】のダークバインドを発動させた。

「なっ!?　【闇魔法】だと!?」

　そんなに驚くほどの魔法じゃないだろ？

　素早くクソジジィに迫ると、黒霧を横に薙いだ。

　クソジジィは土の壁を展開して俺の攻撃を防ごうとしたが、そんな土の壁など俺にとっては紙切れに等しい。

「がぁぁぁっ……」

　土壁ごと腕を斬り落とされたクソジジィの悲鳴が俺の耳に心地よく響いた。




　ダークバインドによって、その場から動けないクソジジィが目から大粒の涙を流しながら【大地魔法Ⅲ】を連発してきたので、俺は距離を取った。

　その時、俺の後方から近づいてきた取り巻きその三が剣を振り上げたが、俺の他にもここにはいるのを忘れてはいないだろうか？

「ぐばっ……」

　取り巻きその三の首が宙に舞った。サーニャの帝竜牙トマホークによるものである。




　クソジジィは取り巻きその三に期待していたのか、とても残念といった表情だ。

　泣きながらそんなに情けない顔をするな。俺が悪者みたいじゃないか。

「地獄はこれからだぞ！」

　手は緩めないぞ。だが、クソジジィにはできるだけ長く苦痛を味合わせてやろうと思う。




　ダークバインドを解いてゆっくりと足を進める。

　ダークバインドがあっては本当に戦いにならないからだ。

　決して油断してのことではないが、少しは足掻いてもらわないと、俺も不完全燃焼だからな。




「ま、待ってくれ！　いや、待ってください」

　俺がゆっくりと近づいていくと、クソジジィは地面に手をついて待てと言った。土下座のような形だ。
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「なんだよ、今度は何を企んでいるんだ？」

「な、何も企んでは……」

　まったくもって遺憾だ。なんだよこれは、本気かよ!?




「それで、待ったら俺にいいことがあるのか？」

「そ、それは……」

「なら、死ねよ」

「待った！　待ってくれ。いいことはある！　そう、あるんだ！」

　どう考えても行き当たりばったりの言い訳をしそうなんだが。




「国を、そう、国をやろう。ラーデ・クルード帝国でもルク・サンデール王国でも好きな国だ！」

「そんなものには興味はない」

　俺が考えもせずに興味がないと返事をしたものだから、クソジジィは口をぽかーんと開け、鳩が豆鉄砲を食らったような表情をした。

　そんなにショックをうけるなよ。だいたい国ってなんだよ。俺は王になりたいと思ったことなんて一度もないぞ。国王になって国を統治？　面倒なだけじゃん。

　まぁ、このクソジジィをぶっ飛ばすためなら魔王にだってなってやると思ったこともあるけどさ。それは力を手に入れるためで、国を手に入れるためじゃないぞ。




「で、では、金だ。金をやる！」

「金には困っていない」

　再びショックを受けたような顔になった。




「女だ、四人も女を連れているんだ？　女ならいいだろ！」

　確かに三人は俺のお嫁さんだけどさ、俺は女好きってわけじゃない。一人は妹だし。

　いやいや、そうじゃないな、女は好きだが、女遊びが好きなわけじゃないという表現の方が正しいだろう。

　しかし、こいつは物欲主義者だな。こういった提案は自分がほしいと思っているものを言うのがテンプレだ。




　俺は三人の妻を見た。

　カナンは困った顔をし、ハンナは相変わらずのクールビューティーで、アンティアはまったく興味がないといった感じだ。

「俺がそんなに女に困っていると思っているのか？」

「いやいやいや！　そんなことはないぞ！」

　必死だな、おい。しっ！

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?」




　黒霧を振りクソジジィの足を斬り落としてやった。

「そんなことありません。だろ？」

　こいつが偉そうなのは今さらだけどな。

「じょんにゃごどあでぃまじぇん……」

「言葉遣いは大事だぞ。分かったか？」

「びゃい……」

　鼻水を拭けよ、汚ねぇな。




「これ以上やったら拷問になりそうだから、俺の質問に答えろ」

「びゃい」

「勇者召喚だがな、何が目的だ？　おっと、魔王を倒すとか、巨人族や魔族を倒すってのはなしだからな。勇者たちがエンシェント種を倒せるなんて到底思えない」

　今朝、旅立つ前にベーゼから勇者たちの報告を聞いた。

　その報告を聞く限り、レベルが百に到達した奴もいるようだが、限界突破した奴はいないらしい。

　レベルが全てではないが、レベル百ではどう足掻いてもレベル四百オーバーのエンシェント種には勝てないだろう。




「しょ、しょれば……」

「なんだ、答えないのか」

　黒霧を振りかぶる。

「ば、ばっでくだじゃい！」

「早く言えよ。楽になるぞ」

「……じ、じりょうじょくだいざぐなのでず」

　涙と鼻水が酷い有様なんで、はっきりと聞こえない。




「あ？　なんだって？　はっきり言えよ！」

「じりょ……死霊族です」

　おう、言えるじゃねぇか。

「で、その死霊族ってなんだ？」

「え？」

　そんな「知らねぇのか!?」って顔するなよ。ぶすりといくぞ、この野郎。




「死霊族というのは死者の種族ですよ、ツクル」

　アンティアが妖艶に微笑んでいる。なんだろう、めっちゃ雰囲気が刺々しいな。

　それに死者の種族？　それなら俺の周りにも沢山いるぞ。それって、俺も死霊族ってことか？




　アンティアさんや、もっと説明プリーズ。

「エルフ族、ドワーフ族、獣人族、人族、巨人族、魔族、この他に死霊族がいます。死霊族は全ての種族に敵対する種族ですよ。なんと言っても死んだら皆死霊族に取り込まれてしまうのですから」

　なんだ、やっぱり俺のことじゃねぇか。ベーゼ経由とは言え、俺には死霊軍団があるからな。




「ふーん。で、その死霊族ってのは強いのか？」

「先ほども言いましたが、死んだ者が全て死霊族へ引き込まれてしまいます。戦って勝てる見込みはありません」

「死者を屠る【神聖魔法】とかがあるんじゃないか？」

「【神聖魔法】の使い手の数などたかが知れていますから、戦いともなれば死霊族が増える速度の方が速いのです」

　ほうほう。なるほどなるほど。




「てか、アンティアばかりが喋ってるじゃねぇか！　クソジジィは喋る気あるのか!?」

「ひぃ、あります、あります！　ありますとも！」

　そんなにビビることないと思うが……俺ってそんなに怖いか？




「死霊族が面倒な相手だというのは分かったが、なんで勇者なんだ？」

「【光魔法】です！　勇者の証である【光魔法】を得るためです！」

「「「「「………」」」」」

　俺は思わずカナンを見てしまった。俺だけではなく、ハンナ、サーニャ、アンティアも見ていた。

　俺たちがカナンを見たのは、カナンが【光魔法】を持っているからだ。




「勇者と【光魔法】の組み合わせが強力なのか？」

「いえいえ、【光魔法】を持っているから勇者なのです！」

「「「「「………」」」」」

　ほー……ってことはカナンは勇者なんだ……。




「だったらこの世界の人間が【光魔法】を習得できるようにすればいいじゃねぇか」

「過去にこの世界の者が【光魔法】を覚えた記録はないのです」

「「「「「………」」」」」

　今、目の前にいますが？　てか、アンティアがなんで知らないんだよ？　と視線を向けてみたら、首を横に振ってきた。




「それで、誰かその【光魔法】を覚えたのか？」

「【光魔法】はレベル百を越えねば覚えることはできないスキル。残念ながら今回の勇者らでは……」

　カナンもレベル百を越えてから【光魔法】を覚えたもんな。

「真の勇者とは覚醒しレベル百を越え、尚且つ【光魔法】を覚えた者」

　だってさ、カナン。




「他には？」

「も、もうありません」

　全部話したとは思えないけど、いいか。どうせ殺すんだから。

　殺したらベーゼの眷属にしてこき使ってやろうっと。

　と思っていたら、クソジジィの野郎は魔法を使い土の壁を作りやがった！




「ちっ」

　俺は舌打ちをして土壁を破壊したが、クソジジィはそこにはいなかった。

「逃げたか!?　カナン、クソジジィの魔力は捕捉しているか？」

「はい、あっちなのです！」

　カナンが指さした方に俺は走り出した。

「気を緩め過ぎだな」

「分かってるって……俺の油断だ」

　黒霧にまたちくちく言われてしまうな。




「ええーい、クソジジィが！」

　クソジジィは地面の中を高速で移動しているようで、俺の【気配感知】になかなか引っかからない。

「ご主人様、地面の深いところに潜ってしまったようで、反応が消えました……」

「くそ、逃がしたか……」

「ごめんなさい……」

「カナンが謝ることじゃない。俺が油断していたのが悪いんだ」

　俺はカナンの頭を撫でながら感謝の意を伝えた。
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　頭をがしがしと乱暴にかきむしって、自分の甘さを振り返った。

　クソジジィへの復讐を果たすつもりが、話し込んでしまって隙を突かれ逃げられた。本当に俺は詰めが甘いと自分で自分を嫌悪する。




「ご主人様、今度見つけたら、骨も残さず焼き尽くしてやりますです！」

「次に遭った時は鉄拳サックの錆にしてやります！」

「うんうん、この帝竜牙トマホークで首を刎ねてやります！」

　三人の思いやりが身に染みるよ、ちょっと思考が危険だけど……。




「一度逃がしたら、テマスは亀のように籠って出てこないでしょう」

　アンティアはリアリストだった！　まぁ、知っていたけどさ……こういう時は慰めてくれてもいいんだぞ？




「よしよしなのです。ご主人様、少し休んでからクソジジィさんをぶっ飛ばしにいくのです！」

　いかん、いかん。アンティアの率直な意見に精神的ダメージを負っていたようだ。

「カナン、ありがとうな」

「いいのです。よしよし」

　なんだかいつもと立場が逆になってしまった。

　頭を撫でられるなんていつ以来だろう。中学の時に熱を出して寝込んだ時以来か？

　あの時は歩が寝ずの看病をしてくれたな……。




「お兄ちゃん、あっちに何かあるよ？」

　カナンの次にハンナ、ハンナの次にアンティアに膝枕をしてもらって頭を撫でてもらっていたら、周辺を探索していたサーニャが何かを見つけたようだ。

　柔らかくて気持ちのよい膝の感触と、髪の毛の間を通る指たちの感触。離れがたいがサーニャの見つけた何かも気になる。




「あっ……」

　俺が上半身を起こしたら、アンティアは少し残念そうにした。

「アンティア、また後で頼むよ」

「いつでもしてあげますよ。ツクルの髪の毛は気持ちいいですから」

　にっこり微笑んで俺の頬にキスをした。頬から伝わるアンティアの柔らかい唇の感触に顔がにやけてしまう。




「アンティアさんだけずるいです！」

　なんか、カナンがぷくーっと頬を膨らませている。

「あら、カナンさんもすればいいではありませんか」

　なんのことやら。

「ご主人様、ハンナもよろしいですか？」

　よく分からないが、頷いておこう。

　すると、ハンナも俺の頬にキスをしてきた。このことかよ。ハンナの唇も柔らかいな。

「カナンもするのですー！」

　カナンも俺の頬にキスをしてきた。うん、カナンも二人に負けず劣らず柔らかいぞ。

　もしかして俺ってリア充なのか？　異世界ハーレム？　マジか、まさか俺にこの世の春が訪れるとは思ってもいなかったな。




「えーっと、お兄ちゃん……」

　サーニャが生温かい目で俺たち四人を見ていた。

　恥ずかしいっす。

「甘くて甘くて何も食べていないのに、お腹がいっぱいになって太ってしまうかと思いました。そういうのはサーニャの見ていないところでお願いしますね、お兄ちゃん」

「悪かったって……」




　さて……サーニャが見つけた物はというと。

　鬱蒼と茂る草花、日を遮る背の高い樹木、そんな日も差し込まないような陰鬱な場所にひっそりとたたずむ一つの石碑である。

　ここはまだボルフ大森林の中だ。そこに石碑があるってことは何かの罠か？

「このような物があるなんて知りませんでした。でもボルフ大森林には罠はないですよ」

　石碑を見てアンティアは首を傾げ、罠がないと教えてくれる。

　罠じゃなければ近づいてみようか。




「なんて書いてあるのでしょうか？　何か角ばった文字がいくつも入った言語ですが？」

　石碑を見つけたサーニャが、石碑に彫られている文字を指でなぞった。

　俺たちも近づいて石碑を見てみた。

「復讐は何も生まない。復讐するは心を失う行為であり、戦うは己に勝つためである」

「お兄ちゃん、この文字が読めるのですか!?」

　読めるも何も、これは日本語だ。

　しかもなんだか俺へのメッセージのように思えてしまう文章だ。




　裏に回ってみる。

「異界の我が子らへ。大日女尊」

　異界って……日本語……日本人が？

　これはなんて読むんだ？　だいにちにょそん？　だいにちじょそん？

　人の名前っぽいけど、なんだか妙に時代がかった名前だな。いつの時代の人なんだろうか？

　もしかしたら、俺たちよりもはるか前にこの世界に召喚された日本人がいるのかな？

　あ、でも昔の草書体や行書体ではなく、俺でも読める現代的な文字だから、昭和以降の人だと思うけど……。




「ご主人様、どうされましたか？」

　ハンナが心配そうに見ていた。俺が考え込んでいたので、心配してくれたのだろう。

「これは俺が生まれ育った国の言葉だ」

「ご主人様の生まれ育った国の言葉……。これが……」

　ハンナは石碑に手を当てた。




「なんだか不思議な形の文字ですね」

「俺の国では漢字、ひらがな、カタカナの三種類の文字を使っているんだ」

「文字に種類があるのですか!?」

　カナンが驚いた顔をした。

「ああそうだ。だが、驚くのはまだ早いぞ。漢字は、なんと五万文字もあるんだ。俺が知らない文字の方が多いぞ」

「「「「五万!?」」」」

　四人が驚いた声をあげた。驚くのも無理はない。俺だって漢字の多さに辟易していたんだから。




「私たちが使う文字はたったの十五文字です」

　カナンの言う通り、この世界ではアルファベットに似た文字で母音と子音の組み合わせで言葉が形成される。

「古代文字でもたった百文字なのに……よく覚えられますね」

　古代文字に関しては分からないが、アンティアのように長年生きてきたエンシェント種には馴染みがあるのかもしれないな。




　漢字のことは置いておいて、問題はこの石碑だ。

　なぜこんなところに日本語の石碑があるのか？　誰が、いつ、どんな目的で、この石碑を設置したのか？

「素材の石は御影石に似ているが……」

　俺は石碑に手を当ててみた。

　すると、視界がホワイトアウトした。




「………」

　なんだここは？

　今、俺は長閑な風景の中にいる。桃のような果物が生る木々に、すぐ横を流れる小川、小川にかかっている朱塗りの太鼓橋、それに可愛らしい水車が水の流れによってゆっくりと回っている。

　風景は日本に似ているが、どこか日本ではない感じだ。

　俺自身も四阿あずまやのような壁のない朱塗りの建造物のそばに立っている。




「ようこそ、我が庭へ」

　不意に後ろから声がした。まさか俺が後ろを取られるとは……しかもまったく気づかなかった。

　黒霧に手をかけようとしたが、黒霧がない！　どういうことだ!?




「警戒しなくても大丈夫ですよ。私は敵ではありませんから」

　敵ではないと言われて警戒を解くなんてしないものだ。それで気を緩める奴がいたら、そいつは短命だと思う。

　警戒を緩めずに声がする方に向き直ると、時代がかった衣装の女性が立っていた。




「……日本人？」

　カラスの羽のように艶めかしい黒髪を地面につくほど伸ばしたその女性は、若々しい十代後半の日本人女性に見える。

　着ている服は室町時代や平安時代どころではなく、もっと以前の古墳時代の衣きぬ裳ものような感じだが、その生地は麻や綿ではなく、日差しを浴びて光り輝くシルクのように見えた。

　そこに光り輝いて宙に浮いている羽衣のような物まで纏っているから天女に見える。




「お前は何者だ？」

　その女性は妖艶な笑みを浮かべ、俺を手招きした。

「立ち話もなんですから、こちらでお茶でもしましょう」

　使い古されたナンパの手法である。だが、現状を把握するには彼女の誘いに乗るしかないだろう。




　俺は返事もせずに四阿の中に入り、木でできたベンチに座った。目の前には丸テーブルもある。

　どちらも質素な造りだが、間違いなく高級な素材だと分かる存在感を放っている。

　すると、どこから現れたのか、俺に話しかけていた女性とは別の女性が液体の入った真っ白で重厚感のある茶器を俺と彼女の前に置いて下がっていった。

　また後ろを取られた。落ち込むぜ。




「なかなか高そうな茶器だな」

「それほどでもありませんよ。さぁ、冷めないうちにどうぞ」

　茶器の中にはキラキラと輝く液体が入っているが、これがお茶なのか？




　茶器を持ち上げ、香りを確認する。
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「っ!?」

　驚いた。なんて芳醇な香りなんだ。ハンナの淹れてくれたお茶もいい香りがするけど、これはそういったお茶とは違う芳醇な香りがする。

　いったいこれはなんなのだ？　お茶なのは香りで分かるが、お茶というにはあまりにも複雑怪奇、奇想天外な香りだ。

　茶器に口をつけ液体を飲んでみる。喉越しがよく、すっきりとした飲み口だが、ガツンときて嫌味のない苦味と甘さ……。

　これが毒なら、俺はこんな毒で死ねることに幸せを感じてしまうだろう。




「お気に召したようですね」

「ああ、これほど美味いお茶をいただいたのは初めてだ。感謝する」

　彼女は「うふ」と笑い頷いた。仕草がとても色っぽい。

「では、話しを進めましょうか」

「ああ、頼む」

　あのお茶のせいか、いつの間にか警戒心が消えているのに俺は気がついて背筋を伸ばす。




「まずは私の自己紹介からしますね」

　俺は軽く頷き、彼女から目を離さない。

「私は大おお日ひる女めの尊みことと申します」

　大昼寝のみこと？　不思議な名前だな。

「昼寝ではなく『ひるめ』ですよ」

　む、俺の考えが漏れていたのか？　まさか読心術か？




「私は日本の神の一柱です」

　俺の疑問は無視されたようだ。

　古事記とかに出てきそうな古めかしい名前だからもしかしてと思っていたが、本当に神様だったとはな。

「俺は皇すめらぎ創つくるだ」

「ええ、知っています。私はツクルさんを見ていましたから。あ、ツクルさんとお呼びしていいかしら？」

「好きなように呼べばいい。俺はあんたのことをどう呼べばいいんだ？　大日女尊は言いにくいから勘弁してくれ」

「お好きなように呼んでいただいて構いませんよ」

「そうか、なら……ひるめ、さん。でいいか？」

「はい、構いません」

　ひるめさんは口元を隠し嬉しそうに笑った。




「それで、ひるめさんは俺になんの用があって呼んだんだ？」

「ツクルさんにいくつかお願いがあるのです」

　お願いだと？　どんな頼みが出てくるやら。

「その前に、なぜツクルさんなのか、ご説明しますね」

　頷いて了承する。




「私はさきほども申しましたように、日本の神です。ですから、ツクルさんと他の一〇七人があちらの世界に召喚されたことも知っています」

　やはり知っていたんだな。そうすると、なぜ召喚を防がなかったのかが気になる。

「防がないのではなく、防げないのです。召喚を防いでしまうと行き場を失った召喚のエネルギーが暴走してしまい、日本を丸ごと吹き飛ばすくらいの次元爆発が起きてしまうのです」

　日本を丸ごとって核兵器どころの話じゃないぞ。




「まぁ、次元爆発が起きたら日本どころか、この地球の核まで傷ついてしまいますから、天体として維持ができなくなって地球が崩壊してしまうでしょう。つまり日本人に限らず全ての人類は滅亡するでしょうね」

　人類どころか地球が滅びるんじゃねぇかよ！




「ですから、ツクルさんたちには申し訳ありませんでしたが、あちらの世界へ行ってもらったのです。ただ、今回の召喚では運のよいことに、ツクルさんに私の加護を与えることができました」

　加護だと……すると、文字化けした加護はこのひるめさんの物か。

「そうです。私の加護ですよ」

　絶対俺の心を読んでいるよな。

「うふふふ」

　笑って誤魔化してもバレてるぞ！




「コホン。通常は私の加護を与えることさえできないのですが、今回の召喚ではツクルさんになんとか加護を与えることができました。『調理師』ではあり得ない力があったでしょ？」

　読心術のことを完全になかったことにしたな！

「俺のスキルがあり得ない能力を持っていたのは、ひるめさんのおかげなのか？」

「そうです！　私が加護を与えたことで、ただのスキルがぶっ壊れスキルになったのです！　チートですよ！」

　神様がチートとか言うなよな……。

　おい、目を逸らして口笛を吹くな！




「チートならチートで、もっと分かりやすくしておいてくれよ」

「あら、ちゃんと目印をつけていましたよ」

「目印？　そんなのあったか？」

「ほら、『ジョブ：調理師・レベル○○○』って、ちゃんと目印をつけているじゃないですか」

「………」

　ん……まさか……？

「そう、そのまさかです！　『調理師』の後ろ、レベルの前についている『・』です！」




　読心術を誤魔化しもしてねぇし。

　そんなことより……。

「分かりづれぇよ！」

「え？　分かりませんでした？　他の方のステータスと比べたら、明らかに違うじゃないですか。もっと注意深く見ないとダメですよ」

　注意深くって……そうなんだけど、なんか納得いかねぇ……。




「クラフトンと戦っている時の、あの声はひるめさんの声だったんだな？」

「はい、ツクルさんの気持ちが伝わってきましたので、加護を完全解放しました」

「完全解放って……それなら、最初っから完全解放してくれればよかったじゃないか」

「うふふ、レベル一で私の加護を完全解放してしまうと、その力にツクルさんの体と精神が絶えられなくて、崩壊してしまいますから」

　こわっ!?　なに崩壊って？　それ、呪いじゃねぇか！

「失礼なことを言わないでください。私は呪いなんてかけません！」

　ふんすと鼻息を荒くしたのはいいが、読心術を完全解放しているぞ。

「ぴゅー」

　目を逸らして口笛を吹いて誤魔化すな！




「レベルが上がったことでひるめさんの加護に耐えられたわけだ。話は分かった」

「そこで、ツクルさんにお願いです！」

「お、おぅ……」

　いきなり身を乗り出すなよな。俺だってびっくりするんだからな。




「あちらの世界がこちらの世界の人を召喚できないようにしてほしいのです」

　顔が近いって。




「異世界召喚は時空を超えて別の世界の人を拉致するのですが……」

　拉致って分かっているじゃないか。




「その際に時空壁に大きな穴を開けます。しかも、こちらの世界の時空壁に穴をあけたまま修復もせずに人だけ攫っていくのです」

　なんだか目が座ってきたぞ。




「時空壁に穴を開けて修復もしないとどうなるか分かりますか？」

　知らねぇよ。




「この世界が崩壊するんですよ。小さな穴ならともかく、百人もの人を攫っていく穴ですよ、大きな穴をあけるんですよ、あいつらは！」

　こめかみに青筋が出ているぞ。




「人を攫っていくだけでも信じられないのに、こっちの世界を崩壊させる大穴を放置するなんて、信じられないでしょ？」

　唾を飛ばすなよ。




「ですから、ツクルさんにはあちらの世界の召喚関連の施設と資料を処分してほしいのです」

「施設と資料……随分と抽象的だな」

　どうせクソジジィ関連のことだから、クソジジィをぶちのめすついでに施設と資料を処分するのは構わない。




「では！」

「だが、報酬はなんだ？」

「え？」

「依頼に対しての報酬だよ」

「……私の加護では不足ですか？　助かっていますよね？　【解体】とか【神々の晩餐】とか」

　上目遣いで聞くなよ。




「【解体】には何度も命を助けられたし、【神々の晩餐】によってさらなる高みにも至れた。感謝はしている」

　だが、それとこれとは話は別だ。

「む～、いけず～」

　口を尖らしてもダメだからな。




「分かりました！　こうなったら、お姉さんの懐の深さを見せてあげましょう！」

　いつからひるめさんはお姉さんになったんだ？

　てか、最初のイメージが完全に崩れているぞ！




「本当はダメなんですよ。だけど、今回は特別です！」

　勿体ぶらずに早く言えよ。




「歩さんについて、いいことを教えてあげます！」

「なっ!?」

「うふふふ、驚いていますね！　そうでしょう、そうでしょう！」




　歩のことだと？　ひるめさんは何を言っているんだ……？

「うふふふ、このことは成功報酬ですからね。だから今は教えてあげません！」

「くっ!?　……俺が知っていることじゃないだろうな？」

「そんなことはしませんよ。私を信じてください！」

　くそ、痛いところを突いてきやがる！




「じゃぁ、二つ目のお願いです！」

　話を変えるのがはえぇな！

　本当に歩のことなんだろうな！

「任せてください！」

　読心術～!?




「……えーっとですね、ツクルさんと一緒に召喚された人たちのことです」

　分かったよ、次の話だな。で、あいつらがなんだよ？




「ツクルさんの奥さん、カナンさんと言いましたよね？　彼女は近い将来、【時空魔法】を手に入れるでしょう」

　先ほどお茶をもってきてくれた女性が音もなく現れ、新しいお茶を置いていった。

　ここがどこか分からないが、俺に気配を掴ませないなんて自信なくすぜ。




「ツクルさんだって【等価交換】で【時空魔法】を手に入れられますよ。レベルが六百くらいになればですけど」

　レベル六百って、まだ百もあるじゃないか。




「【神々の晩餐】であろうと、【時空魔法】であろうと、日本に帰ることができます。それで彼らを日本に帰すことができますが、正直に言いますと、彼らが日本に帰ってきても居場所はありません」

「………」

　何を言っているんだ？




「私はツクルさんたちの存在を消去しました」

　何勝手に存在を消去してくれちゃってるんだよ。

「考えてもみてください。一〇八人もの高校生が一瞬でいなくなったなんてことになったら、大騒ぎじゃないですか」

　ネットがあるから日本だけではなく、世界中で大騒ぎになるかもな。




「ただでさえ時空壁の大穴を修復しなければならないのに、一〇八人もの存在が消えた穴を修復しなければならなかったのです。それはつまり存在を元から消し去ることなのです」

「修復なのに存在を消すのか？」

「いない者の穴を埋めるには、過去に遡って世界からその存在自体を抹殺するしかないのです」

　納得いかないが、理解はできる……。




「ですから、【時空魔法】を得ても彼らをこちらの世界に帰さないでください。帰ってきても親兄弟は誰も覚えていませんし、出生の記録もありませんから」

「向こうで暮らして天寿を全うしろってことか」

「その通りです」

　はぁ、一ノ瀬に会った時になんて話したらいいのか。




「なぁ、存在が消去されていても帰りたいと言う奴がいたらどうするんだ？」

　そいつの願いを俺がきく義理はないが、一ノ瀬の頼みなら聞いてやりたい。

「その場合は私の方で受け入れ体勢を整えます。連絡をもらえますか」

　なんだ、抜け道があるんじゃないか。




「存在を元にもどすことはできませんよ。その方には新しい記憶を与えて新しい人生を与えます」

　随分と乱暴な話だな。




「存在を消した人が騒ぐと危険なので、徹底的に隠蔽しちゃいます！」

　なんだよ、「隠蔽しちゃいます！」って、言い方は可愛いが、完全に悪人のセリフじゃねぇか。




「あら、神に善も悪もないですよ。あるのは、神の意思のみです」

　俺の背筋に電流が走った。

　ひるめさんからかつてないほどの力を感じる。放たれる気配ががらりと変わり、静かに座っているだけのひるめさんの周りにピンと張り詰めた空気が流れ、おのずと背筋が伸びる。

　これが神の力か……。




「うふふふ。そんなに固くならずに。お茶はいかが？」

　誰のせいだよ。

「そんなわけですから、日本への帰還は厳重に管理させてもらいます」

「………」

「お願いは以上です」

「ふっ……」

「ん？　どうしました？」

「好き勝手言うじゃないか」

「何を？」

「俺はな、力で抑えつけられるのが一番嫌いなんだよ」

「………」

「日本への帰還は厳重に管理する？　はんっ、俺は俺だ！　誰にも管理なんてされねぇし、させねぇ！　俺を管理したければ力ずくでこい！」

　俺はバンと丸テーブルを叩き立ち上がった。

　気に入らねぇ。気に入らないなら反抗しよう。俺はそうやってここまで生き伸びてきた。

　力に溺れていると言いたいなら、言えばいい。だがな、今さら俺の生き方を変えることはできないし、変える気もない！




「うふっ」

　何がおかしい!?

「ツクルさんならそう仰ると思っていました。うふふふ『誰にも管理なんてされねぇし、させねぇ！』カッコイイですね」

　なっ!?　この……。




「管理するというのは冗談です。帰ってきたければ好きにすればいいですが、存在を消去したのは事実ですから、帰ってきても居場所はありませんからね。ふふふ」

　おちょくられた……ムカつくわー。




「そんなに怒らないでください。お詫びにこれを差し上げますから」

　濃い緑色の……勾玉か？

「それは【時空魔法】の種です。カナンさんに使えば、すぐに【時空魔法】を覚えることができますよ。あ、ツクルさんは使わない方がいいですよ。ツクルさんは魔術師ではありませんので、必要レベルに達していませんから」

　食えねぇ奴だな。どこまでが本気なんだか。

「それとカナンさんが【時空魔法】を覚えても、すぐには日本に帰ることはできませんからね。【時空魔法】のレベルを『Ⅲ』に上げてください。そうしたら時空壁を越えて帰ってこられますよ」





▼▼▼






「すごいです！　本当に【時空魔法】を覚えました！」

　ひるめさんからもらった【時空魔法】の種をカナンに与えた。

　あの神、まだ何かを隠している気がするが、だからと言ってこの【時空魔法】の種が何かのトラップには思えなかったからだ。




「そうか。なら、早速で悪いが、【時空魔法】の訓練をしてくれるか」

「はいなのです！」

　いきなり使うのはさすがに怖いので、訓練を重ねてもらって安全を確認してから活用させてもらおう。

　カナンが【時空魔法】を使いこなせば、かなり移動が楽になる。楽しみだ。

　ベーゼも【転移術】を覚えているが、【転移術】は自分一人しか転移できないから、俺たちは転移できないんだよな。




　さて、俺たちはエンシェント種や第三の世界での戦いを経て強くなった。

　俺とアンティアはそうでもないが、カナン、ハンナ、サーニャの三人は職業が変わってしまったし、ベーゼは種族が変わってしまった。

　それにともなって、スキルも変わったりレベルが上がったりしている。




────────────────────────

　氏　名：ツクル・スメラギ

　ジョブ：調理師・レベル五百十

　スキル一：【究極調理】【着火】【解体】【詳細鑑定】【素材保管庫】【湧き水】【道具整備】【食材探知】

　スキル二：【暗視】【俊足Ⅱ】【気配感知Ⅲ】【嗅覚強化】【野生の勘Ⅲ】【連携】【集団行動】【囁き】【怪力Ⅲ】【屈強Ⅲ】【剛腕Ⅲ】【頑丈Ⅲ】【鉄壁Ⅲ】【気配遮断Ⅳ】【偽装Ⅳ】【逃げ足】【絶対防御Ⅲ】【闘神Ⅳ】【覇動Ⅲ】【超再生Ⅲ】【物理攻撃耐性Ⅲ】【魔法攻撃耐性Ⅲ】【念話】【スキル付与】【クリーン】

　スキル三：【木魔法】【風魔法】【影縫い】【闇魔法】【死霊召喚術Ⅱ】【土魔法】

　ユニークスキル：【等価交換】【神々の晩餐】【死神】

　能　力：体力Ｓ、魔力ＥＸ、腕力Ｓ、知力ＥＸ、俊敏ＥＸ、器用ＥＸ、幸運ＥＸ

　称　号：変出者、魔境の覇者、剣聖、強者喰い、混沌者

　加　護：天照大御神の加護

────────────────────────




　死神　：　即死させちゃうから♪

　強者喰い　：　レベルが百以上高い相手を何度も倒してきた証だよ。ばっちこーい！

　混沌者　：　力の秩序を乱す存在の君にはこの称号を贈ろう！　強者食いもあるからユニークスキル【死神】を覚えることができちゃうぞ♪　人間やめる日も近いかな♡

天照大御神の加護　：　スキル能力向上、レベルアップ速度上昇。全てのスキルを覚える可能性を秘めているんだから♪　このフレーバーテキストは天照大御神仕様だからね♡




　ずっと心に引っ掛かっていたもやもやが、やっと晴れた。俺用のフレーバーテキストはひるめさんが書いていやがったんだ。




────────────────────────

　銘　　：黒霧（第四形態）

　スキル：【不壊】【鋭利Ⅲ】【浄化Ⅲ】【進化】【必殺技（四）】【経験値倍Ⅲ】

　能　力：体力ＥＸ、魔力Ｓ、腕力Ｇ、知力Ｓ、俊敏Ｇ、器用Ｇ、幸運Ｓ

　称　号：闘神剣

────────────────────────




　黒霧も第四形態になっている。

　四つ目の必殺技は『覇動天昇撃』といって、大地を割り、空を切り裂く一撃だ。




────────────────────────

　氏　名：カナン

　ジョブ：賢者　レベル四百九十

　スキル：【六属性魔法Ｖ】【クリーン】【光魔法Ｖ】【破壊魔法Ｖ】【時空魔法】

　ユニークスキル：【賢者Ⅲ】

　能　力：体力Ａ、魔力ＥＸ、腕力Ｂ、知力ＥＸ、俊敏Ａ、器用Ｓ、幸運Ａ

　称　号：魔導王、賢者

　加　護：ツクルの庇護

────────────────────────




　六属性魔法　：　炎、水、風、土、氷、雷の六属性とその複合属性魔法の扱いに長ける。

　賢者　：　魔法の威力大幅向上、消費魔力大幅低減、魔力量大幅増加。

　魔導王　：　魔法を極めようとする者の称号。

　賢者　：　魔法を極めし者の称号。ユニークスキル【賢者】を覚える。

　ツクルの庇護　：　皇創の加護を受けし者。スキルの取得がしやすくなる。




　なぜか俺の庇護なんてものがあるが、庇護は加護の下位互換だと思われる。




────────────────────────

　氏　名：ハンナ

　ジョブ：覇王　レベル四百八十

　スキル：【暗視Ⅳ】【俊足Ⅳ】【気配感知Ⅳ】【偽装Ⅱ】【逃げ足】【手加減Ⅲ】【直感Ｖ】【影縫いⅡ】【集団連携行動Ⅱ】

　種族スキル：【嗅覚強化Ｖ】【聴覚強化Ｖ】

　ユニークスキル：【覇王Ⅲ】

　能　力：体力Ｓ、魔力Ｂ、腕力ＥＸ、知力Ａ、俊敏ＥＸ、器用Ｓ、幸運Ａ

　称　号：覇王

　加　護：ツクルの庇護

────────────────────────




　集団連携行動　：　スキルの【連携】と【集団行動】を統合したスキル。仲間との連携に大幅な補正を与える。

　覇王　：　物理攻撃系、物理能力上昇系スキルの統合スキル。非常に強力。

　覇王　：　最前線で戦う王者に与えられる称号。ユニークスキル【覇王】を覚える。




　ハンナにも俺の庇護があるが、内容は一緒だ。しかし、物理ではもうハンナに敵わないな。




────────────────────────

　氏　名：サーニャ

　ジョブ：断ち切る者　レベル四百八十

　スキル：【気配遮断Ｖ】【暗視Ｖ】【気配感知Ⅳ】【偽装Ⅲ】【手加減Ⅲ】【直感Ⅳ】【影縫いⅢ】【集団連携行動Ⅱ】

　種族スキル：【回避Ｖ】

　ユニークスキル：【断ち切る者Ⅲ】

　能　力：体力Ａ、魔力Ｄ、腕力ＥＸ、知力Ａ、俊敏Ｓ、器用ＥＸ、幸運Ｂ

　称　号：断ち切る者

　加　護：ツクルの庇護

────────────────────────




　断ち切る者　：　全てを絶つ攻撃を放つ。

　断ち切る者　：　全てを絶つ者に与えられる称号。ユニークスキル【断ち切る者】を覚える。




　サーニャにも俺の庇護がある。サーニャも恐ろしく強いスキルを得ているので、戦いで俺の出番がない感じだ。




────────────────────────

　氏　名：アンティア

　種　族：エンシェントエルフ　レベル四百七十五

　スキル：【危機感知Ｖ】【魔力感知Ｖ】【暴風魔法Ｖ】【魔力ブーストⅣ】【魔力操作Ⅳ】【魔力感知Ⅳ】【クリーン】【魔法攻撃耐性Ⅳ】【物理攻撃耐性Ⅲ】

　ユニークスキル：【風を支配する者】

　エンシェントスキル：【第二の命】

　能　力：体力Ｓ、魔力ＥＸ、腕力Ｃ、知力ＥＸ、俊敏Ａ、器用Ａ、幸運Ｂ

　称　号：始祖エルフ、試練を課す者、風の支配者

────────────────────────




　アンティアに関してはレベルが上がっている以外にあまり変化はない。

　それに俺の庇護もついていない。これは俺がアンティアを差別しているのではなく、アンティアを創った存在の影響が強いからだと考えている。もう一度言うが、決して差別ではないぞ！




────────────────────────

　氏　名：ベーゼ

　種　族：リッチディザスター　レベル四百八十

　スキル：【極寒魔法Ｖ】【物理攻撃無効Ⅲ】【魔法攻撃耐性Ｖ】

　ユニークスキル：【死者の王】

　能　力：体力Ｓ、魔力ＥＸ、腕力Ｓ、知力ＥＸ、俊敏ＥＸ、器用Ｓ、幸運Ｂ

　称　号：死者の王

　加　護：ツクルの庇護

────────────────────────




　死者の王　：　死者の魂を集め、死者を使役し、死者を強化する。

　死者の王　：　死者を従える者に与えられる称号。ユニークスキル【死者の王】を覚える。




　ベーゼにも俺の庇護があるぞ。今のベーゼは数万の死者の軍団を従える、まさに死者の王だ。

　ベーゼは魔王まっしぐらだな。




　カナン次第になるが【時空魔法】のレベルが上がれば、日本へも帰ることができるだろうし、第三の世界にも行けるだろう。

　これもひるめさんのおかげなんだが、上手く利用されていると思うのは気のせいだろうか？。

　歩のこともあるので、依頼はしっかりと遂行するが、どうも気に入らない。




　ひるめさんは大日女尊と言うらしいが、他にも名前があって天照大御神とも呼ばれているそうだ。

　ビッグネームの神様だったわけだ。最初から天照大御神と言ってくれたら、もう少し丁寧に接したものを……そんなわけないか、俺だもんな。




　さて、今回色々あったが、俺にとって一番嬉しいことはレベルが上がったとか、スキルが増えたとかではない。俺に家族ができたことが一番大きなことであり、最も嬉しいことだ。

　妻が三人に妹が一人。二度も家族を失った俺にとって三度目の家族だ。もう誰も失いたくない。

　だから、四人を護れるように俺はもっと強くならなければならない。

　そして、ひるめさんの依頼を達成するついでに、今度こそクソジジィをぶちのめしてやる。


《了》










あとがき






　みなさん、ガベージブレイブ【異世界に召喚され捨てられた勇者の復讐物語】２巻を購入してくださって、ありがとうございます。

　１巻の時は『小説家になろう』に掲載している内容に少し加筆をしただけでしたが、２巻は『小説家になろう』の内容と大きく変わっています。

　これは、『小説家になろう』に掲載している内容に作者自身納得がいっていなかったことと、せっかく書籍を購入していただいた方に楽しんでいただきたいという気持ちからです。

　２巻のお話をいただいた時に、ツクルに何が必要なのか、ツクルに何をしてほしいのか、色々考えました。

　あの世界でツクルが何をすれば物語が楽しくなるのか、そう考えた時、作者は思ったのです。原点に帰ろうと。

　作者がファンタジー小説の原点として考えていること、それは戦いです。『戦い』という言葉は聞く人が聞けば殺伐とした言葉でしょう。

　ですが、小説だから実際にあり得ない戦いを面白おかしく書けるのであって、現実でないことがいいのです。

　ですから、今回のツクルには戦って戦って、できるだけ戦ってもらおうと思いました。




　さらに、２巻ではツクルを取り巻く人々と思惑を明確にしています。

　天照大御神がツクルに力を与えることで、ツクルはあり得ない力を得ました。

　天照大御神の加護は『小説家になろう』に本作品を掲載した当初から設定していましたが、『小説家になろう』ではいまだに出ていません。

　他にも黒霧の過去にも少し触れていますが、こちらは『小説家になろう』で書くことはないでしょう。

　このように『小説家になろう』と違うことが書かれていることが書籍のいいところではないでしょうか。




　最後に、書籍の発売にご尽力いただきました、編集様、イラストレーターの珠梨やすゆき様、関係者各位に感謝の意を表して、あとがきとさせていただきます。

　本当にありがとうございました。





なんじゃもんじゃ










なんじゃもんじゃ

NANJAMONJA




なんじゃもんじゃは東海地方に生息する正体不明のラノベ作家です。食べ物で好きな物は味噌カツ、エビフライ、鰻です！　え？　聞いてない？　まぁ、気にしないでください。嫌いな物は青臭い野菜全般です！　偏食家ですが、何か？
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